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「初めまして！　今から数分だけみなさんと一いつ緒しよにこの教室で勉強することになりました、教育実習生の無むヶが原はら黒こく曜ようです！　早さつ速そくですが、ボクは今日限りでそこに座ってる女の子と一緒にこの学校を辞やめますので、よろしくお願いしまーす！」

　いつも通りの退たい屈くつな授業中。いきなり教室に入ってくるや否いなや、黒板の前の数学教師をまぁまぁと横に追いやって、何か所か突つっ込みたくなる自己紹しよう介かいを堂々と響ひびかせると、その少年はニコニコと笑って教室の隅すみに手を差し伸のべた。

「……えっ？　は、はい？　わ、私……ですか？」

「星ほし美み津つ奈な瑠るさんで間ま違ちがいないよね？　よろしく！　さ、死んだような眼めで連立方程式なんか解いてる場合じゃないよ。その豪ごう勢せいに包帯が巻かれた右腕うで、ちょっと見せてもらえるかな？」

　教室中の視線を受けて、少年が微笑ほほえみながら悠ゆう々ゆうと迫せまってくる。

　この人は何者だろう。奈瑠は少年に見覚えなどないし、今日から教育実習生が来るなんて話も聞いていない。先生も、クラスのみんなも絶句して戸と惑まどっている。

「なるほど、確かに普ふ通つうの腕じゃないね。どれどれー？」

「きゃあっ！　あ、あ、あの！　突とつ然ぜんなんですか!?」

　少年は見事な手つきで奈瑠の袖そでのボタンを外すと、一気に右腕を肩かたの辺りまで露ろ出しゆつさせた。

　露あらわになった奈瑠の右腕は今、包帯が肩までグルグル巻きになっている。

「うん、触さわった感じは意外と普通だね。浸しん食しよくは今のところ肘ひじまでってところかな。もうちょい上はどう？　よっ、よっ」

「わぁぁ!?　ちょ、ちょっと！　み、見えちゃいますってばぁ！」

　ほんわかした微び笑しようのまま奈瑠の胸のボタンまで一気に外した少年から、慌あわてて体を庇かばう。

　なにもかも唐とう突とつで頭が追い付いていないが、端たん的てきに言えば、正体不明の不ふ審しん者にナチュラルにセクハラされているようにしか見えない。クラスのみんなもそれに気が付き始めたようだ。

「おい、いきなり入ってきて、なにしてんだお前！」

　と、クラスいちの体育会系が立ち上がって声を上げてくれた。

　それだけなら女子を守ろうと格好つける中学生男子そのものなのだが。

「──この俺が治める神聖なる聖域サンクチユアリに無断で足を踏ふみ入れるな！」

　またか、と奈瑠は頭を抱かかえたくなる。

「ふふ……無理もないわ。この私の瘴しよう気きに当てられて人が狂くるうのは仕方のないことよ」

「因いん果が律りつの歪ゆがみを確かく認にん。異常事態。この男は危険」

「おい、静かにしろよ……ぐっ、か、体が熱い!?　こ、これは遂ついに奴やつの封ふう印いんが!?」

「君は連立方程式をなんだと思っているのかね！　よいか！　これはかの運命を司つかさどる神……」

　気さくな優等生も、地味な文学少女も、素行不良の生徒も、果ては先生に至るまで。次から次へと、まるで中二病かなにかに突然かかったようなことを口にし始める。

「ちょ、ちょっとみんな落ち着いてってばぁ！」

　奈な瑠るがダメ元で声を上げるが、クラスメートたちの謎なぞの『妄もう想そう』は止まらない。

　以前は、ここはごく普ふ通つうの教室だったはずなのに。

　なにかがおかしくなり始めたのは数週間前。奈瑠が自分の右腕うでを包帯で覆おおい隠かくした頃ころからだ。

「えーっと？　なんかいきなり神の使徒とか闇やみの剣けん士しとか、神話の終末戦争一歩手前みたいな教室になっちゃったんだけど、いつもこんなキャラ被かぶりが激しい教室で勉強してるの？　ある意味忘れられない思い出が沢たく山さん出来そうな教室で羨うらやましいなぁ」

　笑いながら言われたその言葉にも、唇くちびるを歪ゆがめて俯うつむくことしか出来なかった。

　この教室でまともなのは自分一人。そのことを痛感している奈瑠は深いため息をこぼす。

　きっとこの不ふ審しん者も、自分の右腕が招き寄せた『非日常』の一いつ環かんなのだろう。

「……すみません、なんか、最近いろいろおかしくなっちゃって」

「そう？　ボクには個性的な面子めんつが多くて面おも白しろそうに思えるけど。でもまぁ、突とつ然ぜん自分の日常が狂くるっちゃったら怖こわくもなるよね。……大だい丈じよう夫ぶ、ボクは君のその右腕をなんとかするために来たんだ。安心して？」

「え……？」

　痴ち漢かんとは思えないほど、ふわっとした優やさしい笑えみを向けられて、一いつ瞬しゆんドキッとしながらも奈瑠は立ち上がった。

　その言葉はこの数週間、奈瑠がずっと誰だれかにかけてほしかった言葉だったからだ。

　しかし次の瞬間。

「【邪じや魔まはさせぬぞエージェントっ！】」

　奈瑠の口から奈瑠の声で──奈瑠のものではない言葉が──勝手に飛び出した。

　あっ、と口を押さえる間もなく、包帯で巻かれた右腕が突然、きょとんとしている黒こく曜ようの胸むな倉ぐらを摑つかみ、片手でその体を持ち上げた。

「ううぅうわあぁぁっ!?　ちょちょちょちょちょ、待って待って待ってどぅわぁ!?」

「きゃぁぁぁっ！　ご、ごめんなさい違ちがうんです！　私じゃないんです！　み、右手が勝手に動いて──うわっ、ま、ままま、待って！　この人と話が……わぁぁぁぁっ!?」

　まるで右腕が意志を持っているかのように、摑み上げた黒曜を投なげ縄なわみたいに豪ごう快かいにぶん回して後ろの黒板目がけて放ほうり投げると、右腕はそのまま奈瑠の体を引っ張り始めた。

　これだけ騒さわいでいても教室のみんなは後ろを見向きもせず、妙みような妄想に眼めが曇くもったままだ。

　そのまま奈瑠は自分の右腕に引きずられながら教室を飛び出す。廊ろう下かに響ひびく悲鳴に、他ほかの教室からは「またあいつか」と呆あきれる視線が突つき刺ささる。その視線は完かん璧ぺきに、手が付けられないほど痛い中二病の子を見る視線だった。

　星ほし美み津つ奈瑠がある日突然重度の中二病を患わずらい、それが同じクラスに大流行した──この学校の認にん識しきは概おおむねそんな感じだ。

「う、うぅ……だからぁ……私じゃないんですってばぁ！　もーっ！」

　ボタンも直せず、ブラ丸見えの奈な瑠るを階段のカーブのたびに壁かべに激げき突とつさせながら引きずり続け、誰だれもいない屋上の防護用の金かな網あみを摑つかんだところで、ようやく右腕うでの暴走は収まった。

「はー、はー……毎日毎日、本当にいい加減にしてよ！　教室に戻もどらなくちゃ。さっきの人、大だい丈じよう夫ぶだったかな……」

　遊び場から帰るのを嫌いやがる子供のように、がっしりと金網を摑んでいる右腕を見下ろして、奈瑠は左手で自分の右腕を引っ張る。

「離はなして。離してよ。離してってば、んぎぃぃぃぃぃ……はーなーせーっ！」

　金網が軋きしんで変形するほどの力で、右腕はここを離れまいと抵てい抗こうしている。足を踏ふん張って引っ張ってもビクともしない。

　自分がブラ丸出しのままグラウンドに向けて大だい胆たんに足を開いているせいで、校庭で見上げる男子たちが口を半開きにしたまま体育を一時停止していることにまで気が回らなかった。

「おーい！　やっと追いついた！」

　そこに、階段を駆かけ上がってきたのか、少し息を切らした無むヶが原はら黒こく曜ようがやってきた。

「あっ、だ、大丈夫でしたか!?　ごめんなさい【冴さえないモヤシ小こ僧ぞうの分ぶん際ざいで】追いかけて来てくれたんですね……ってわーっ！　ち、違ちがいます！　今のは【この世を統すべる器うつわである】私が言ったんじゃなくて、って今のも違う！　私、最近思ってもみないことを【無様で吞のん気きな愚ぐ民みん共に言い聞かせるために】勝手に喋しやべっちゃって……んもぉぉぉぉっ！　静かにしてなさいってばーっ！」

　げしげしと金網を摑んでいる自分の右腕を蹴けりつける。

　思ってもみない言葉を奈瑠に喋らせるのも、この右腕の厄やつ介かいな性質らしかった。

「ははははははっ！　本当に面おも白しろいね君。想像以上だ」

　そう高らかに笑う黒曜に、奈瑠は恥はずかしさと申し訳なさ、そして未いまだに消えない不ふ審しんの念が混ざった顔を向けた。

「あ、あのぅ……貴方あなたは？」

「ま、ちょっと込み入った話になるから、先に落ち着いて話せるようにしよっか。悪いけど、もう一回その腕に触さわらせてね」

　そう言って、黒曜はもう一度手を伸のばしてくる。

　その時、奈瑠の全身が強こわ張ばった。

　右腕から全身の血管に冷水が流れ込んだような強きよう烈れつな寒さむ気けに襲おそわれると同時に、包帯で覆おおい隠かくされた右腕がドクンと脈動する。

「うっ!?　あ……危ないです、私から離れてください！」

「あはは、さっきので懲こりたよ。大丈夫、今度は注意して……」

「今度は！　本当に！　もっと！　危ないんですってばぁっ！」

　涙なみだ交じりのその形ぎよう相そうに黒曜がたじろいだ瞬しゆん間かん、奈瑠の右手に黒い風が渦うずを巻くように収束し、タマゴのようになった塊かたまりが破は裂れつし、小さな竜りゆうのような怪かい物ぶつが黒こく曜ように飛びかかった。

「なっ、『妄現体パラノイア』を召しよう喚かんした!?」

　恐きよう怖ふというよりは興味に寄った感じの驚きよう愕がくを見せて、羽織った制服をなびかせながら、黒曜が小さな竜の突とつ進しんをかわす。

「危あっぶな！　っと、こりゃ思ったより凄すごいな。悪いけど、ちょーっと大人しくしててね！」

　全身から力が抜ぬけて膝ひざを折った奈瑠に素す早ばやく駆かけ寄って、黒曜はその右腕うでに触ふれる。

　その途と端たん、強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感と共に痺しびれが取れるように腕の自由が戻もどり、右腕がぺたんと地面に落ちた。

　召喚された小さい竜の使つかい魔まは、しばらく黒曜を睨にらんでいたが、やがて天高く飛び去って行ってしまった。

「逃にげちゃった、か……みんなも連れてくればよかったかな」

　使い魔の飛び去った蒼あお空ぞらを見上げてそう肩かたをすくめると、黒曜は膝を突ついている奈瑠に視線を合わせるようにしゃがみこんだ。

　強い疲ひ労ろうに襲おそわれている奈瑠の右腕を優やさしく取って、黒曜は巻かれた包帯を解ほどいていく。

　真っ白な包帯の下から現れたのは──闇やみそのものが凝ぎよう縮しゆくしたような漆しつ黒こくに染まった右腕。そこに禍まが々まがしい血管のような真しん紅くのラインが幾いくつも走っている。

「なるほどね」

「これ……見えるんですか？」

　普ふ通つうの人には、なんの変へん哲てつもない普通の腕に見えるらしい。だから今日まで、奈瑠はこの異変を誰だれにも相談できなかった。

「うん、ちゃんと見えるよ。それに状じよう況きようも君よりは分かってる。怖こわかったよね、突然こんな腕になっちゃって。けどもう大だい丈じよう夫ぶ。さっきも言ったけど、ボクは君のこの腕をなんとかするために来たんだ。安心して？　ボクは君の味方だから」

　含ふくむところの感じられない純じゆん粋すいな言葉をかけられて、これまでずっと平静を装よそおって我が慢まんしてきた奈瑠の涙るい腺せんが一気に緩ゆるんだ。

「うっ……うぅぅ……うわぁぁぁぁぁんっ！」

　まだ何者なのかもはっきりしない黒曜の胸に飛び込んで、奈瑠は声を上げて泣いた。

　自分には到とう底てい計り知れない『何か』が自分の中にいる。その恐きよう怖ふを誰にも分かってもらえない不安や、日に日におかしくなっていく身の回りが、怖くて仕方なかった。

「だ、だ、だだ、大丈夫だから泣かないでよ、ほら、よーしよし」

　ぎこちない手つきで黒曜が奈瑠の背中を優しく叩たたく。

　その時、屋上の扉が開いて、黒曜が羽織っている制服と同じエンブレムが付けられたスーツを身に纏まとった女性が現れた。

「黒曜さま、ひとまず職員の方々には事情を説明し……どうして部外者のくせに授業中に下着姿の女子中学生と屋上でイチャイチャしているんです。なんの伝説になるおつもりですか」

「いやいや、そんな怖こわい顔しないでよ紫し音おん。この子はこの子で大変だったんだから」

「では、そちらの女性が？」

「うん、星ほし美み津つ奈な瑠るさん。今回のミッションターゲットってことになるね」

　鼻をすすりながら、奈瑠が泣き腫はらした顔で黒こく曜ようと、新たに現れた女性を見つめる。

「さて、改めまして星美津奈瑠さん。ボクらは君を保護するために政府直属の秘密組織『零ぜろ式しき機き関かん』から派は遣けんされたエージェントなんだ」

「零式、機関……？　エージェント？」

「そ。これから君を非日常の世界に招待しようと思うんだけど、この手を取ってくれるかな？」

　聞いたこともない怪あやしげな組織の名前に、まさかこの人も変な妄もう想そうに侵おかされてるのかとも思ったけれど──無むヶが原はら黒曜は一片の曇くもりもない瞳ひとみで、楽しそうに奈瑠に手を差し伸のべていた。
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「あの能なしを保護に向かわせるなんて、俺は反対だ！」

　猛たけ々だけしく机を叩たたいて、機関の会議室に男の声が響ひびく。

「この少女の数値は明らかに異常だろう。早さつ急きゆうに、確実な保護と隔かく離りが必要だ。何が起こるか分からない以上、我々も万全の態勢を整える必要がある。だというのに、なんでよりによって奴やつを向かわせるんだ。納なつ得とくのいく説明をしてくれ。蘭らん銅どう指導長官」

　今、会議室に集まっているのは零ぜろ式しき機き関かんの上層部メンバーと、各部隊を率いる隊長たち。

　総勢二十名ほどの参加者はどの人物もそれなりに発言力があるが、前線を任されている隊長たちは歳としのいかない若い子供たちばかり。一方で上層部のメンバーは歳とし嵩かさの大人が多い。

　そんな中、この議題の責任者たる十八歳の少女、蘭銅切せつ奈なは、男の強い反論を受けて、大人たちの側がわから余よ裕ゆうの笑えみを返した。

「はて、そんなに的外れな人選か？　予期せぬ危険が生じる可能性があるからこそ、まずは彼に接せつ触しよくさせ、様子を見るのが妥だ当とうでは？」

「奴は機関でも悪名高い問題児だぞ、お前も知っているだろう。せめて正式な部隊を……」

「彼は先日の掃そう討とう作戦においても、我々が手出ししなかった危険な候補生たちを優ゆう秀しゆうなエージェントに育てあげ、機関の勝利に大きく貢こう献けんしてくれた。危険視される子供の扱あつかいには機関の中で誰だれよりも慣れているだろう。最初に接触させるには適任だと考えるが？　それに、我々も事後処理で手一いつ杯ぱいな今、大げさに部隊を動かすよりは、お前が言うところの能なしを保護に向かわせた方が、万一の時の被ひ害がいも最低限で済むのでは？」

「……ふん、当て馬に使おうというわけか」

　それはそれで気に入らない様子だったが、男は押し黙だまって席についた。余裕の表情を崩くずさず論破した切奈に、まだ若いのに大したものだと周囲から感かん嘆たんの声が上がる。

「あ、あのぅ、私はそのエージェントについて詳くわしく知らないのですが、そんなに問題のある方なのですか？」

「あぁ、最近ここに顔を出すようになった方はご存じないのも無理はない。ご心配なく、間もなく到とう着ちやくします。当人と顔を突つき合わせれば嫌いやでも──」

　その異い端たんを思い知る、と続けようとした切奈の視界の先で、ノックもなしに扉とびらが開いた。

「失礼しまーす。召しよう集しゆうに応じていやいや参上いたしました、無むヶが原はら黒こく曜ようでございまーす！」

　零式機関、最大最悪の問題児がやってきた。







　黒曜が会議室の扉を勢いよく開くと、集まっていた面々がギョッとした様子でこちらを見つめた。

「む、無ヶ原黒曜！　ノックぐらいしないか！　失礼だろう！」

「だから最初に失礼しまーすって潔いさぎよく宣言したじゃないですか」

　背後に従者の紫し音おんを付き従わせて、厳げん粛しゆくな場には似つかわしくない気軽な調子で進み出た黒こく曜ようが、自分を呼び出した女性の前に立つ。

「やぁ切せつ奈な、昼間っからシリアスな空気の中で会議なんて、出世街かい道どうを征ゆくのも大変だね。頭の固そうな上層部のみなさんに、退たい屈くつそうな隊長さんたちもお久しぶりでーす」

「なんだ貴様、無礼だぞ！　場をわきまえろ！　重要案件の会議中なんだぞ！」

「やだなぁ、呼び出したのはそっちなんだから、そんな身を乗り出してまで怒おこらないでくださいよー。……あ、その椅い子す使わないなら貸してくれます？」

　凄すさまじい舌打ちと共に、頭の固そうな男が椅子を尻しりで押し潰つぶす勢いで座り込んだ。

「ははっ、相変わらず口が減らないな黒曜。それに、紫音も久しぶりだな」

「ご無ぶ沙さ汰たしております切奈さま。ご健勝のようで何よりです」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎする紫音の前で、黒曜が指で自分の口くち端はしを押し上げる。

「生まれつき一つしかついてなかったから減らないように大切にしてるんだよ。切奈こそ、またおっぱいのボリューム増したんじゃない？　ワイシャツに収まり切ってないけど」

　はだけたスーツの隙すき間まから深い谷間を覗のぞかせている切奈に、セクハラも気にせず堂々と指し摘てきする。室内の何人かが一いつ斉せいに視線を下に落とすのが分かった。

　当の切奈はまるで気にしていないように笑って応こたえる。

「ははは、まるで私のストレスを吸収してくれているかのようにすくすくと育っているよ」

「男の夢になんてもの詰つめてるのさ……。さて、改めまして『能なしの妄犬バウンド・ハウンド』参上いたしましたよっと。で？　今回ボクはどんな面めん倒どうごとを任されるのかな？」

　自分のコードネームを名乗り、黒曜は道どう化けじみた仕草で手をひらひらさせてみせる。

　能なしと頭につくのは単に機関内での黒曜への蔑べつ称しようだったのだが、的を射ているので、黒曜も自ら名乗るようになっていた。

「黒曜、今回お前に動いてもらいたい。先日の掃そう討とう作戦からこっち、各地で目立った異変はなかったが、最近になってある中学校の女子生徒に異変が見られた。それまで正常値だった『世界浸しん食しよく率りつ』が数十倍に跳はね上がり、加えて、その学区を中心にした広い範はん囲いで子供たちの世界浸食率がじわじわと上じよう昇しようしている。奇き妙みような『妄現体パラノイア』の発見報告もあるそうだ」

『妄現体』──。人の妄想の残ざん骸がいから誕たん生じようする怪かい物ぶつだ。

　学校にテロリストがやってきたり、マラソン大会の日に豪ごう雨うが降ったり、テスト当日に職員室に隕いん石せきが落ちたり、嫌きらいな人間に不幸が起きたり、異能の力に目覚めたり──。人が普ふ段だんから当然のように抱いだき続ける妄想がある。

　人の想おもいというものはそれだけで力を持っていて、下らない妄想も本気で抱き続ければ現実のものとなる可能性を秘ひめている──それが、この世界が持つ隠かくされた真実だったりする。

　妄想はそれだけで力を持っているが、故ゆえに人々に忘れ去られてしまった妄想は体外に放出され、次し第だいに塵ちりのようにその場に積もり積もって、やがて怪物の姿となって具現化し人間を襲おそい始める。

　それが妄現体パラノイア。政府直属の秘密組織、零ぜろ式しき機き関かんが戦い続ける敵の名前だ。

「奇き妙みような妄現体？」

「そちらはまだ詳しよう細さいな確かく認にんが取れていないが、これまでの妄現体とは違ちがうなんらかの意志を感じさせる行動を取るらしい。その妄現体が最初に発見されたのが、さっき言った生徒が通う学校の近くだったらしい」

「なるほど、関係があるんじゃないかってことね」

「そういうことだ。あの掃そう討とう作戦の後始末で忙いそがしい今、災わざわいの種は早めに潰つぶすということで上層部の方針は決まっている。そこでお前はその生徒と接せつ触しよくし身み柄がらを安全に保護。この本部まで連れてきてほしい」

　一見簡単そうな任務だが、聞かされる内容のわりに、切せつ奈なの表情がどんどん真しん剣けんになるのを見て、黒こく曜ようもヘラヘラした笑えみを消した。どうやら、ただのお使いではないらしい。

「なーんかキナ臭くさいんだけど、気のせい？」

「察しの通り、言うほど単純な事態ではないようだ。その少女の世界浸しん食しよく率りつが急きゆう上じよう昇しようしたのは言った通りだが、その数値が尋じん常じようじゃない」

「具体的には？」

「７００％オーバー、と言えばこの事態の深刻さが分かるか？」

　会議場内が一いつ斉せいにざわつき、黒曜のよく回る口も流石さすがに喉のどの辺りで言葉が詰つまった。

　世界浸食率は、その人の妄もう想そうの強さの大まかな数値だ。ひいてはエージェントの戦せん闘とう力の目安にもなる。

　一いつ般ぱん人の世界浸食率は通常10％前後。妄現体と戦う力を持ったエージェントの世界浸食率の平均値でも、精々60％から70％。聞かされた数値がどれくらいイカれているかは能なしにも理解できる。

「なるほど。災いの種、ね」

「今のところ目立った被ひ害がいは何も出ていないが、その少女を放置しておくのはあまりにも危険過ぎるという判断が下された。そこで、我々が早々に保護しようというわけだ。だがそんな爆ばく弾だんに下手に接触して、爆発してしまっては元も子もない。そこでお前の出番というわけだ」

「納なつ得とくしたよ。謎なぞの爆弾の解体処理に行けってことね。みなさんに迷めい惑わくがかからないように」

　要するに当て馬というわけか、と苦笑しながら周りを見渡わたすが、誰だれも黒曜と眼めを合わせようとしなかった。

「とはいえ、私はお前を動かすのが最善の一手だと思っているよ。では改めて任務を下す。その少女と接触し安全に保護。その少女の身に何が起こっているのか確かく認にんし、本部に連れて来てくれ」

「任務了りよう解かい。『能なしの妄犬バウンド・ハウンド』無むヶが原はら黒曜、これより任務に就つかせていただきまーす」

「損な役回りを押し付けるようですまないな。よろしく頼たのむ」

「そんなこと言ってくれるの切せつ奈なだけだよ。まぁ毎度のことだし、女の子が困ってるっていうんじゃ張り切らないわけにはいかないしね。精々頑がん張ばらせてもらうよ！　行こうか紫し音おん」

「はい。それでは切奈さま、及およびその他大勢の方々、失礼いたします」

　嫌いや味みったらしいほど大げさにお辞じ儀ぎをする黒こく曜ようと、実は一番失礼なんじゃないかと思いたくなる紫音が並び、なにやら思おも惑わくが渦うず巻いている様子の会議場を後にする。

　かくして、零ぜろ式しき機き関かんの妄もう犬けんが野に放たれることとなった。







　零式機関──。世間には知られていないが、一いつ般ぱん人には見ることが出来ない妄現体パラノイアによる被ひ害がいを防ぎ、人々の安全を陰かげから守る秘密組織だ。機関に所属し、ある力によって妄現体と戦う子供たちのことを、機関では『エージェント』と呼ぶ。

　固有の異能力を用いて妄現体の討とう伐ばつや調査を行い、人知れず戦い続ける戦士たち。無むヶが原はら黒曜も、極ごく少数とはいえ一つの部隊を率いるエージェントの一人として名を馳はせていた。

　もちろん、主に悪い意味で、だが。

「と、いうわけで星ほし美み津つ奈な瑠るさん。ようこそ零式機関の本ほん拠きよ地へ！　ヘリまで使って連れて来ちゃってごめんね。一応、妄現体とかそのあたりのことは機密事じ項こうだから、あまり表で話すわけにはいかないんだよ」

　あの後、黒曜と紫音は、星美津奈瑠を連れてヘリで機関の本拠地まで移動していた。

　機関の本部である大きな塔とうのような建物を中心に、広い敷しき地ちの中に校舎をはじめとした様々な施し設せつが詰つめ込まれた、ちょっとした街のようにも見える場所。ここが零式機関の本拠地だ。

　表向きは国が運営する大規模な学園という体ていで運営されているが、その実態は、各地からスカウトされてきた素質のある候補生や、訓練されたエージェントたちが集まって生活している、零式機関の関係者たち全員の居住区であり、活動拠点だ。

　今黒曜たちが腰こしを落ち着けているのは、そんな本拠地の隅すみっこにある古びた校舎。

　無ヶ原黒曜と、その部下である数人のエージェントが拠点として使う場所だった。

「さてと、早さつ速そくその右腕うでについて詳くわしく聞いていきたいんだけど──」

　元は校長室と札が下がっていた部屋は、今は黒曜の私室、兼けん応接室だ。

　黒くろ革かわのソファに座らせた奈瑠に、ゆっくり話を聞こうとする黒曜だったが。

「──あの、まずは座って落ち着いてくれる？」

「……うぅぅ……この右腕に言ってくださいよぉ……」

　ぐすっ、と涙なみだ声ごえを漏もらす奈瑠は今、右腕の指を天てん井じように食い込ませて宙ちゆう吊づりになっていた。

　下着が見えないように短めのスカートを押さえながらぶらぶらと揺ゆれている姿は、釣つられた魚のようで、なんとなく哀あい愁しゆうが漂ただよっている。

「うーん、さっき軽く抑おさえ込んだつもりだったんだけど、効果はほとんどなしか。具体的にいつ頃ごろからそうなったの？　当時の状じよう況きようって思いだせる？」

「このまま話すんですか!?　下ろしてくださいよぉ！」

「いやぁ、右腕うでの挙動を把は握あくする必要もあるから、あんまり干かん渉しようしたくないってのもあるんだけどね。それにローアングルから女の子の太ふと腿もも眺ながめながらの方がモチベーション上がるし？」

「なっ、何言ってるんですか、もーっ！」

「おっと、わたくしも右手が勝手に」

　奈な瑠るをからかうようなことを言った途と端たん、隣となりで紅茶を淹いれていた紫し音おんが熱々のティーバッグを黒こく曜ようの耳に正確にぶつけてきた。

「だ熱あっづ!?　じょ、冗じよう談だんだってば！　今下ろすって！」

「奈瑠さん、常習犯ですのでセクハラされたら容よう赦しやなくどついて構いません」

「うぅ、そんなこと言われても……私そういうのどうしたらいいのか分からなくって【性と快楽に興味津しん々しんのお年とし頃ごろだから】困ります……って、うがーっ！　私を変態にするなーっ！」

　宙ちゆう吊づりのまま左手にバシバシ叩たたかれても、どす黒い右腕の脈動は治まっていないようだった。

　恥はずかしそうに顔を赤くした奈瑠を、紫音と協力してソファの上に落下させる。

「本人の体を持ち上げるほどのパワーで暴走する上に、本人の意図しない言葉まで吐はかせる右腕か。見てる分には面おも白しろいけど、確かに放置できないね。どうしたものかな」
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　それから、視線を意識しているのかぴったり足を閉じて女の子らしく座る奈な瑠るの隣となりに、ボディガードのように紫し音おんが座って、黒こく曜ようは詳くわしい話を聞いていく。

「右腕うでの色が変わったのは、三週間くらい前です。その……零ぜろ式しき機き関かんっていうのは、妄現体パラノイアって怪かい物ぶつと戦ってるんですよね？」

「うん、それが一番基本的な任務かな。来る途と中ちゆうに軽く説明した通り、人が忘れ去った妄もう想そうの残ざん骸がいから生まれる怪物、それが妄現体だ。君がさっき屋上で召しよう喚かんしたみたいに、ドラゴンとか妖よう精せいとか、人の世に伝わる神話に出て来る怪物の原型は、全すべて妄現体だったんじゃないかって説もあるくらいでね」

「神話の怪物の原型……、じゃあ、凄すごく大きい奴やつとかもいるんですか？」

「大量の妄想が集まった場所では、百メートル近い化け物が発生した例もあるよ。で、妄現体は発生すると近くの人間を襲おそう。襲われた人間は精神に強い負荷をかけられて意識を失い、最悪の場合二度と目覚めない。これが世間で騒さわがれている『昏こん睡すい症しよう』で、その元げん凶きようが妄現体だ。そして、妄現体と戦える力を持った子供がボクたちエージェント。今日もどこかで零式機関のエージェントが妄現体から人々を守ってるってわけさ」

「……昏睡症の元凶が妄現体、その妄現体と戦うのが零式機関のエージェント……はい、信じてみます」

「本当に？　ずいぶんあっさりだね」

「実は、今の話を信じられるだけの経験があって……。少し前のことなんですけど、右腕がこうなった原因に心当たりがあるんです」

　奈瑠は黒く染まった右腕を左手で撫なでて、怖こわい記き憶おくを掘ほり返すように、沈しずんだ面おも持もちと声こわ色いろで言葉を紡つむいでいく。

「私、多分見ちゃったんです。妄現体と、エージェントが戦ってるところ」

「戦せん闘とうを目もく撃げきしたってこと？」

「一いつ瞬しゆんのことだったし、あまりにも非現実的な光景だったから、夢か幻まぼろしだと思ったんですけど……その日はテニス部の練習帰りに少し遠回りして、街外れを軽くランニングしながら帰ったんです。その時、遠く離はなれた繁はん華か街がいの方に、もの凄すごく大きな蛇へびみたいな怪物が一瞬見えて」

　その言葉に驚おどろいて、黒曜は紫音と顔を見合わせた。

「そしたらすぐに、もう一匹ぴき、大きな狼おおかみみたいな影かげが飛び出してきて、その蛇に嚙かみついたんです。蛇はバラバラに砕くだけ散って爆ばく発はつして……それで、その破片が私にぶつかって……。気が付いたら右腕がこうなってました」

　黒曜はしばらく開いた口が塞ふさがらなかった。奈瑠の話が荒こう唐とう無む稽けいだったからではない。

　その戦いに、心当たりがあったからだ。

「ね、ねぇ奈瑠、その蛇の怪物ってひょっとして、ビルよりデカくて、頭が沢たく山さん付いた、黒い奴やつじゃなかった？」

「あ、はいそうです！　頭、確かにいっぱいくっ付いてました！」

　紫し音おんが無言のまま、あの時の作戦範はん囲いの地図を持ってきて広げてくれた。

「奈な瑠る、君がその蛇へびを見たのは……ここ、だよね？」

　黒こく曜ようはピンポイントで、地図上のビル群を指し示す。

「あ、はい。間ま違ちがいないです！」

「あっちゃー、そういうことか……」

　ある意味この事態のおおよその概がい要ようが早くに摑つかめて運が良かったといえば良かったのだが、今度は黒曜の方が頭を抱かかえることになった。

「何か知ってるんですか？」

「うーん、何から説明しようかな……。二か月くらい前に、大きな地じ震しんがあったでしょ？」

「あ、はい。春休み直前だったからよく覚えてます」

　首都圏けんを襲おそった直下型の大地震。数十万世帯が打だ撃げきを受けた、かなり大きな震しん災さいだった。

「百万単位の人が、ある日突とつ然ぜん『被ひ災さい』って非日常に放ほうり込まれた。助けは来るのか、家族や友達、恋人は無事なのか……強い不安やストレスに晒さらされる人たちが、一いつ瞬しゆんで爆ばく発はつ的に増えたってことは分かるよね？」

「はい……」

「明日は何が起きるのか──。良くない言い方だけど、被災者たちが思い描えがくふわふわした妄もう想そうは、すぐに現実に塗ぬり潰つぶされて忘れられていく。だからそれらが全部、妄現体パラノイアの絶好の温おん床しようになっちゃったってこと。本来、妄現体は時間をかけて積もっていった妄想の残ざん骸がいから生まれるもので、そうそう大量発生することはないんだけど、なんせ首都圏の直下型地震だったからね。国内有数の人口密集地が丸ごと妄現体の発生源になったようなものだった」

「……それじゃ」

「そう、だからほんの少し前までこの国で何が起ころうとしていたか察しがつくでしょ？　かつてない妄現体の大量発生。妄現体に襲われた精神の亡骸なきがらが首都圏のそこら中に横たわる地じ獄ごく絵図が広がってもおかしくなかったんだ」

　軽かろやかに語る黒曜も笑え顔がおに冷ひや汗あせを滲にじませる。何かが一つ掛かけ違っていただけで、今頃ごろこの国の機能は完全に失われていただろう。

　間違いなく零ぜろ式しき機き関かん史上、最大級の危機だった。

「ま、そんな悪夢みたいな事態は、零式機関の奮ふん闘とうによってどうにか防がれたんだけど、被害が皆かい無むってわけにはいかなかった。君の右腕うでもその一つだね」

「この腕は、一体……？」

「妄現体の発生を止めることは出来ない。人の想おもいを止めることなんて誰だれにも出来ないからね。実際、妄現体の大量発生は起こって、史上最大の防衛戦がついこの間展開されたわけなんだけど……さっきも言った通り、妄現体にも強さや大きさに個体差があってね。戦いの終しゆう盤ばん、残された妄もう想そうの残ざん骸がいたちが一か所に集まって、超ちよう巨きよ大だいな妄現体パラノイアとして生まれようとしたんだ。それが──君が見たあの掃そう討とう作戦最後の大ボス『ヒドラ』だ」

「ヒドラ……」

　幾いくつもの頭を持つ、蛇へびの怪かい物ぶつだった。

「ま、幸か不幸かヒドラはあまりにも大き過ぎてね。完全体になるまで時間があった。その前に、とある機関のエージェントが先手を打ってヒドラの首を喰くい千切って、弱ったところに総そう攻こう撃げきをかけて掃討作戦は機関の勝利。この国の平へい穏おんは一応保たれたっていうのが、ここ最近起きた一番の事件なんだ」

「じゃあ、この腕うではそのヒドラの？」

「強力な妄現体には人と同じように意志が宿るって考えられてる。おそらく、体は不完全でも、ヒドラの中に既すでに意志は生まれていたんだ。喰い千切られて飛び散った破片の中に、ヒドラの意志を強く宿した部分があって……運悪くそれが君に直ちよく撃げきして、体と精神の一部がヒドラと融ゆう合ごうしたって考えるのが妥だ当とうかな。ま、前例のない事態だね」

　推すい測そくが多く混じるが、筋は通る。

　状じよう況きようから考えても、まず間ま違ちがいないだろう。

「そ、そ、そんなの、どうすればいいんですか！　こ、この右腕にそんな、く、国を揺ゆるがすような怪物が……まさか、き、切り落として解決なんてことに……っ!?」

「あははは、ならないしさせないから安心して？　幸いにも浸しん食しよくされてるのは右腕だけだ。君がいきなり昏こん睡すい症しようになるようなこともなさそうだし、それほど心配しなくて平気だと思うよ」

　とはいえ、事態は思ったよりも複雑だ。

　いきなり奈な瑠るの世界浸食率が激増した理由は分かった。強力な妄現体が右腕に同化したことが原因と考えて間違いないだろう。

　けれど──切せつ奈なが言っていた、周囲の子供の世界浸食率がじわじわ上がっているという事態に関しては、正直よく分からない。あの教室の生徒たちが不可思議な妄想に囚とらわれているようだったことと無関係ではないのだろうけど。

　そして、さっき奈瑠が見せた屋上での妄現体の召しよう喚かん。あれは、あの掃討作戦の時にヒドラも見せた能力だった。だが、通常とはまるで違う方法で召喚されたあの使つかい魔まのドラゴンについても、よく分からないままだ。

　単に、ヒドラの意志が宿っている女の子のせいです。の一言で、上層部が危険視している事態の全すべてを片付けてしまうのは早計な気もした。

「黒こく曜ようさま、どうされますか？　任務とはいえ、このまま上層部に引き渡わたすのは……」

「そうだね。個人的には待ったをかけたいかな。それにボクにも責任がないわけじゃないし」

「あ、あのぅ、まだ何か？」

「奈瑠、ボクらの任務は君を本部に連れて行くところまでなんだ。けど、はっきり言って──このまま本部に引き渡わたすと多分ろくなことにならないだろうね」

「ろくなことにならないって……例えば？」

「ま、珍めずらしい研究対象として中年のおっさん研究員たちに囲まれて監かん禁きん。毎日毎日朝から晩まで右腕うでだけじゃなく全身くまなく舐なめるような触しよく診しんされまくって二度と元の生活には戻もどれないなんてオチがあったりなかったりするかもねー」

「ひぃぃぃぃ!?　な……なんで私ばっかりそんな目に……」

「黒こく曜ようさま、保護というのは女子中学生の不安を煽あおって涙なみだ目めにさせることではありません」

「ごめんごめん、そんな怖こわい顔しないでよ。けど、このままだと案外冗じよう談だんじゃすまない可能性もあるってことさ。ただでさえ大掃そう討とう作戦の事後処理で、上層部のお偉えらいさんたちも神経質になってるからね」

　あの時、切奈は悠ゆう々ゆうと喋しやべっていたが、あの会議室に満ちていた不ふ穏おんで刺とげ々とげしい空気をまだ覚えている。

　この国を滅ほろぼしかけた巨きよ大だい妄現体パラノイアの化け身しん。奈な瑠るのことをそんな風に見られてしまったら、疑ぎ心しん暗あん鬼きの起き爆ばく剤ざいには十分だ。

　現に、奈瑠は全く右腕の制せい御ぎよが出来ていない。それだけでも上層部は危険人物というレッテルを貼はりつけて研究の、或あるいは排はい除じよの対象にするだろう。

　零ぜろ式しき機き関かんもエグイところは相当にエグイ。それを誰だれよりも知っている黒曜だからこそ、不安で小さく俯うつむいた奈瑠を、このまま放ほうり出すなんて選せん択たく肢しを簡単に選びたくなかった。

「私……どうすれば……」

　涙目から、本当に澄すんだ雫しずくをこぼしそうになっている奈瑠の姿に、黒曜は一つの決心をする。

「ねぇ紫し音おん。切せつ奈なから下された任務、復唱出来る？」

「奈瑠さんと接触して安全に保護。その身に何が起こっているのか確かく認にんし、本部に連れて行くことです」

「うん、間ま違ちがってなさそうだ。なら命令に従って存分に確認するべきだよね！　ねぇ星ほし美み津つ奈瑠さん。ボクと組む気はないかな？」

「え……？　組む、って？」

「ボクはエージェントの指導員をやっててね。簡単に言えば、素質のある子をスカウトして、一人前のエージェントとして育てるのが仕事の一つなんだ。このままだと君は日常にも非日常にも居場所がなくなってしまうかもしれない。けど、要は星美津奈瑠に危険はない、ってことが証明できればそれでいいわけだ。上の連中はどうやって君を排除するかばかり考えるだろうけど、君が右腕の力を完かん璧ぺきに制御して支配下に置いてしまえば、誰も文句は言えないはずだ」

　奈瑠は黒曜の言葉の意味を完全には察しきれないのか、ぎこちなく疑問を口にしようとする。

「あの、それってつまり……」

「そ。ボクの生徒として、零式機関のエージェントになる気はない？　ってこと！　まぁ機関一の能なしの教室でよければ、だけどね」

　かつてこの国を滅ほろぼしかけた史上最大の妄現体パラノイアを宿した女の子を、この能なしの無むヶが原はら黒こく曜ようが、生徒として自分の教室に迎むかえ入れる。

　上層部の命令通り、立派なエージェントに育て上げた星ほし美み津つ奈な瑠るを、生徒として誇ほこらしく連れて行ってやろうじゃないかと、黒曜は妄もう犬けんの牙きばを覗のぞかせて微笑ほほえんだ。







『良かったじゃない声かけてもらって！　メディカル・ゼロって、国で一番大きな医い療りよう機関でしょう？　貴方あなた最近おかしかったからずっと心配で……、手続きさえ済めば、合法的に長期休きゆう暇かがもらえて、その間ゆっくり療養出来るって話じゃない！　お母さん安心したわ。こっちのことは任せて、貴方はしっかり休んで、元通り元気になって帰って来てね！』

「うん、ありがとう、お母さん。私……ちゃんと帰るから」

　家族との通話を終え、奈瑠は沈しずんでいく夕ゆう陽ひを見つめた。

　零ぜろ式しき機き関かんは表向きにはメディカル・ゼロと名乗り、最新のシステムで問題を抱かかえた子供を見つけ、特別な学園に転校させて回復させる巨きよ大だいな医療機関とされている。

　候補生の家族を説得するためには必要な隠かくれ蓑みのらしく、奈瑠もＣＭを見たことがあった。

　奈瑠は今、黒曜が受け持っている教室がある校舎の屋上に立っていた。

　がらんとした小さな校舎と、古びたコンクリートの外そと壁かべに、荒あれたグラウンド。隣となりには寮りようが立っていて、黒曜が受け持つ生徒たちもそこで暮らしているそうだ。

「本当に宜よろしかったのですか、奈瑠さん？」

　屋上にやってきたのは、黒曜の従者だという幸さち宮みや紫し音おんだ。従者というのはエージェントのサポートを務める人のことで、紫音は黒曜の専属従者らしい。

　クールな顔立ちにスタイル抜ばつ群ぐんで、ちょっと羨うらやましいと奈瑠は思う。

「はい。せめて普ふ通つうの生活が送れるようになるまでは、ここでやれるだけのことをしてみようかなって。少なくとも、黒曜さんなら私の奇き行こうを見ても変に動じたりはしなそうですし」

「ふふ、そうですね。黒曜さまは機関でも能なしのレッテルを貼はられた問題児ですので、多少常識外れの行動を取っても、あの方なら笑って終わらせてしまうでしょう」

「あのぅ……さっきも言ってましたけど、能なしってどういう意味ですか？」

「『能なしの妄犬バウンド・ハウンド』。それが彼の通り名です。任務より私情を優先させ、求められた結果を出せないのに普段からあの態度。息をするようにセクハラを行い、反省の色もなく、規則や常識にも囚とらわれない機関の厄やつ介かい者です」

「そ、そこまで言っちゃっていいんですか……？」

「本人も同じことを言いますので。ですが……あの方は周りに何を言われても、自分で決めた目的だけは手放さない方です。だから安心してください。黒曜さまが救うと口にした以上、貴方が孤こ独どくに堕おちることは決してありません」

　誇ほこらしげにそう語る紫し音おんの姿からは、黒こく曜ようへの強く深い信しん頼らいと絆きずなが感じ取れた。

「はい。その……本当はちょっと嬉うれしかったんです。この右腕うで、きっと私なんかが思ってるよりずっと大事件のはずなのに、何よりも私の気持ちを考えてくれてることが分かったから。だから信じてみます、黒曜さんや紫音さんのこと」

　もちろん驚おどろきはしたが、不思議とそれが自分にとっての最適解のような気がしたから。

　それに、この迷めい惑わくな右腕をしっかりと握にぎり返してくれる人がいることが、奈な瑠るにとっては何より嬉しくて、安心できることだった。

「おーい、お待たせ！　一応、上には報告を入れておいたよ。現時点で星ほし美み津つ奈瑠に脅きよう威いと見られる要素なし！　異質な部分に関しては、無むヶが原はら黒曜が担当の指導員となることで、エージェントとしての教育を施ほどこしつつ様子を見ることとする。ってそれっぽく伝えておいたから。切せつ奈なもひょっとしたらこの状じよう況きようを見越こしてあんな言い方をしたのかもね。とにかく、これで奈瑠はボクの生徒だ！」

「……本当に、いいんですか？　命令違い反はんとかなんじゃ？」

「ボクには『能なしの妄犬バウンド・ハウンド』って異名がつけられてるんだ。能なしっていうのは、言われたことを言われた通りに出来ない奴やつのことでしょ？　だからボクはむしろ言われた通りのことをしてはいけないんだよ！」

　気持ち良いくらいハッキリそう言い切って、黒曜はウィンクを飛ばしてきた。

「な、なんか次元が違ちがう暴論を聞いた気が」

　本当に、一いつ緒しよにいるだけで細かいこととかどうでもよくなる人だと、圧あつ倒とうされながらもつい笑ってしまった。

「あはは。ま、ボクに気を遣つかう必要はないよ。君はただ、その右腕を制せい御ぎよできるように全力を尽つくしてくれれば万事オッケーだ。ボクらもサポートするからさ！」

「はい、黒曜さん。あ、もう黒曜先生ですね！」

「うわ、なんか新しん鮮せん！　ボクの生徒、生意気で気が強い子ばっかりでさぁ。明日にでも紹しよう介かいするから、とりあえず今日はゆっくり休んでよ」

「はい、ありがとうございます！」

「あれ、なんかちょっと元気になった？　奈瑠」

「えへへ、そうですか？　実は秘密組織とか、陰かげで人を救うエージェントとかって話、大好きなんです。よろしくお願いしますね！　【覚かく悟ごはいいな出で来き損そこないのドブ犬エージェント】──って、なんでこのシーンでそういうこと言うの!?」

「あはは、本当に楽しくなりそうだ。期待しててよ、うちの部隊には生きつ粋すいの中二病が揃そろってるから、多分奈瑠も仲良くなれると思うな」

「……えっ？　中二病、ですか？」

「そうだよ、ここはそういう組織だからね。妄現体パラノイアに立ち向かうには、同じく強力な妄もう想そうを力に変えられるエージェントが不可欠。故ゆえに優ゆう秀しゆうなエージェントほど中二病である傾けい向こうが強いんだ。早く紹しよう介かいしてあげたいな。闇やみに咲く孤こ高こうの花に、天てん衣い無む縫ほうのマッドな天才。二人が奈な瑠ると会ったらなんて言うのか、今から楽しみで仕方ないよ！」

　こうして、奈瑠はかつて国を揺ゆるがしたというヒドラを右腕うでに宿したまま、零ぜろ式しき機き関かんのエージェント候補生として、無むヶが原はら黒こく曜よう率いる部隊に所属することになった。

　チーム名、零式機関独立遊ゆう撃げき部隊『ブラック・ドッグ』──。







[image: 第二章　ブラック・ドッグの教室]







『ふざけるな無むヶが原はら黒こく曜よう！　女一人連れてくることも出来んのか！　また勝手なことをして、分かっているのか！　その少女は本格的な調査が必要な人物で──』

「あー、そのへんのくだりもう三回くらい聞いてるんで大だい丈じよう夫ぶですよー。あれ、なんか急に酷ひどいノイズがー、あ、そちらの声でしたごめんなさーい。とにかく星ほし美み津つ奈な瑠るの面めん倒どうはボクの方で見るんで、言いたいことがあるなら指導長官の蘭らん銅どう切せつ奈なさんを通してください。じゃ、失礼しましたー」

　と言って、黒曜は朝一から星美津奈瑠を独断で部隊に加えたことを上層部の面々に一方的に通信で報告し、一方的に切る作業を繰くり返した。

　ひとまず、あの掃そう討とう作戦の最後の敵ヒドラが奈瑠の右腕うでに宿っていることは伏ふせ、世界浸しん食しよく率りつ上じよう昇しようの原因は不明だが、本人の意思確かく認にんの結果、自我がはっきりしていて日常生活になんら危険はないということを強調して、お茶を濁にごしておいた。

　これからどんどんクレームが来るだろうが、そのあたりは奈瑠の前向きさと、エージェントとしての才能に賭かけることにする。

「ふぅ、これで文句言ってきそうなお偉えらいさんたちの怒ど鳴なり声ごえはあらかた聞き終わったかな」

　機関の一員である証あかしでもある、通信機が内ない蔵ぞうされた腕うで輪わを置いて、黒曜は朝日が差し込む窓を振ふり返って伸のびをした。

　校舎や寮りように、機関の清せい掃そう員が何人か出入りしているのが見える。朝早くからご苦労さまだ。

　その時、隣となり合った部屋の扉とびらが開いた。

「あ、紫し音おん、おはよー。今日はボクの方が早起きだったね」

「……おはようございます。相変わらず一いつ旦たんやる気になると早いですね」

　紫音はきっちりしたメイド服姿で部屋から出てきた。この部屋の奥にある元資料室が、紫音の部屋になっている。服の一部に零ぜろ式しき機き関かんのエンブレムが付いているのは同じだが、従者は任務で外出する時以外はメイド服が正装だ。

　露ろ出しゆつは少なめだが、体のラインがはっきり出るメイド服で、紫音のような魅み惑わくのスタイルの持ち主が着るとなんとも言えずそそられる。誰だれが最初にこんな素す晴ばらしいことを思いついたのかは知らないが、機関の中で数少ない評価点だと言えるだろう。

「コーヒー、お淹いれしますね」

「よろしくー」

　毎朝、紫音が淹れてくれるコーヒーは楽しみの一つだ。だが、いつも通り軽く屈かがんでコーヒーの用意を始める無防備な紫音を後ろから眺ながめていると、ちょっとした悪戯いたずら心が湧わいた。

　今日こそはと足音を殺して、清せい楚そなスカートの奥にある形の良い紫音のお尻しりに手を伸のばす。が、向こう向きだったにもかかわらず、紫音は斜ななめに一歩下がって黒曜のセクハラをかわすと、カウンターの要領で鼻先に裏うら拳けんを寸止めした。

「……お、お見事」

「毎度毎度隙すきあらば女性に手を出そうとするケダモノソウルは大したものですが、度が過ぎると去勢されますよ。まだ『充じゆう電でん』には早いでしょう」

「そんなー。たまには『キャッ、もう、ご主人様のエッチ』とか可愛かわいらしくお尻しり押さえて恥はずかしそうな顔見せてくれてもいいのに」

「何回か死んでから出直してください」

　きつい視線で黒こく曜ようの鼻先にコーヒーカップを突つきつけると、すたすたと部屋の奥に歩いて行ってしまった。

「こちらは、奈な瑠るさんの資料ですか？」

　さっさと話を逸そらす紫し音おんが、資料が並んだ黒曜のデスクを拭ふきながら尋たずねる。

「うん、昨日のうちに切せつ奈なに用意してもらってね。話の分かる友達が偉えらくなってくれると、こういう時にスムーズで助かるよ。といっても、極ごく々ごく普ふ通つうの女の子ってことぐらいしか分からなかったんだけどね」

　淹いれてもらった苦いコーヒーをすすりながら、星ほし美み津つ奈瑠のプロフィールを見直す。

「奈瑠さんは前向きな性格のようですが、得体の知れぬ右腕うでを持ったことで人知れず不安を抱かかえているはずです。くれぐれも不用意なセクハラで傷つけるようなことはなさらないように」

「流石さすがにそこまで節操なしじゃないよ。確かに会って十秒でセクハラしちゃったけど、奈瑠を助けたいのは本当だ。もしまた奈瑠に恥ずかしい思いさせたら、それこそ潔いさぎよく死を選ぶね！」

　輝かがやく瞳ひとみで紫音にビシッとサムズアップを決めるが、彫ちよう刻こくのような冷えた視線が返されるだけだった。

　その時だ。

「たー……すー……けー……てー……」

　どこか遠くから、女の子の悲鳴のようなものが聞こえた気がした。

　きょとん、と紫音と眼めを見合わせた、次の瞬しゆん間かん。

　木製の扉とびらが、どす黒い腕によって突つき破られた。

「うっわ、びっくりした!?」

　バリバリと扉を叩たたき壊こわしたその腕は鍵かぎを破は壊かいすると、金魚のフンのように情けない有あり様さまの奈瑠を引きずって、部屋の中に入ってきた。

　どうやら着き替がえている途と中ちゆうに暴れ始めたのか、奈瑠は下着姿のままで、廊ろう下かを引きずられてきたようだ。

「う、うぅ……おはようございます……あの、扉壊しておいてなんなんですけど、恥ずかしいからこっち見ないでくださぁいっ！」

　涙なみだ目めのまま体をくねらせて、恥じらいで仄ほのかに染まった肌はだをなんとか隠かくそうと頑がん張ばっている。

「……黒曜さま、短い間でしたがお世話になりました。ご冥めい福ふくをお祈いのりいたします」

「いくらなんでも、これは例外にしてよ!?」

　機関の制服の上着を脱ぬいで、半はん裸らの奈な瑠るの上にかけてあげた。

　流石さすがにスポーツをやっていただけあって、引き締しまった健康的な肉付きが可愛かわいい下着で飾かざられていて魅み力りよく的だ。右腕うでが邪じや悪あくな色に染まっているのもアクセントが効いていてポイントが高いんじゃないだろうか。

「おはよう奈瑠。朝からパニック映画の中ボスみたいに登場してくれてありがとう。元気そうでなによりだよ。扉とびらの修理代は上層部に請せい求きゆうするから気にしなくていいからね」

「す、すみません……って、紫し音おんさん!?　な、なんで朝からコスプレしてるんですか!?　あっ、も、もしかして二人ってそういう怪あやしい関係だったんですか？　さ、先に言ってくださいよ！【男と快楽に溺おぼれるメス豚ぶただと】知ってたら私も──って、朝からなんてこと言わせんの、もーっ！」

「……エージェントっていうよりリアクション芸人の素質がありそうだね」

　賑にぎやかさだけなら一流になれそうだと笑って、ひとまず右腕が落ち着いた様子の奈瑠を座らせる。

　紫音が奈瑠の分もコーヒーを淹いれて、妙みように黒い微笑ほほえみで奈瑠にそれを差し出した。

「どうぞ。男と快楽に溺れるメス豚が淹れたコーヒーがお口に合うかは分かりませんが」

「ひぃぃっ!?　ち、違ちがいますよ！　右手が！　右手がぁ！」

「先に言っておきますが、これは機関の従者の制服ですし、わたくしと黒こく曜ようさまは特別な間あいだ柄がらではありません。わたくしは一いつ介かいの従者……それだけです」

「あ、はい。すみません、失礼なこと言っちゃって……」

「お気になさらずに。わたくしも朝一で下着姿のまま扉とびらを突つき破ってくる方がいらっしゃる可能性までは考こう慮りよしておりませんでしたので、以後気をつけます」

「さてと奈瑠、まずは今のところ一番の手がかりでもある、昨日奈瑠が召しよう喚かんしてすぐ逃にげちゃった妄現体パラノイアを追ってみようと思ってるんだ。右腕制せい御ぎよの手がかり探しが一番重要だからね。ついては奈瑠にもう少し聞きたいんだけど、妄現体の召喚をしたのは昨日が初めてじゃないよね？」

「あ、はい。これまでに何回か……昨日の屋上で出てきた奴やつで、四体目だと思います」

「四体、か。使つかい魔まって表現が正しいと思うけど、あの使い魔は出てきた後どんな行動を取ったか分かるかな？」

「……三体目の使い魔が出てきたのは数日前。学校の教室でした。どの使い魔も、小さい竜りゆうみたいな形をしてて、教室のみんなを次々と爪つめや牙きばで襲おそっていったんです。けど……どういうわけかそのあたりから、みんなおかしなことを言うようになっていって」

「妄現体に襲われても昏こん睡すい症しようにならず、昨日の教室みたいな中二病になったってこと？」

「た、多分。みんな怪け我がとかはなくて、使い魔に襲われたことにも気付いていないみたいだったから何もできなくて……」

　竜りゆうに襲おそわれたら中二病になった。思わず笑っちゃいそうな話だ。

　しかし、あの学校周辺の子供の世界浸しん食しよく率りつが上じよう昇しようしている、という事態を考えると、召しよう喚かんされた使つかい魔まが子供たちを襲って中二病に変えていると考えざるを得なくなる。

「うーん、聞けば聞くほど従来の妄現体パラノイアとは異質だね。やっぱり、その使い魔を先に見つけるのが先決になりそうだ」

「みんなあっという間にどこかに飛んで行っちゃったんですけど、見つけられるんですか？」

「心配ないよ、機関は妄現体を探知するシステムを持ってるし、うちの部隊には情報収集の天才がいる。ていうか、話をしたら今朝から早さつ速そく捜そう索さくに出かけて行っちゃってね。もう一人もふらっと出て行っちゃったし、せっかく奈な瑠るの親しん睦ぼく会をやろうと思ったのに、足並みが揃そろわなくって困るよ」

「親睦会、ですか？」

「うん、このブラック・ドッグの一員として、まずはうちのメンバーと仲良くなってもらいたくってさ！　今日はこの機関の本ほん拠きよ地を案内してから奈瑠の歓かん迎げいパーティーでも開こうと思ってたんだ。どの道、あの使い魔の正確な位置が特定できないと動きようがないしね」

「あ、そ、そうですよね……、けど部隊のみなさん、中二病……なんですよね？　わ、私でも仲良くなれるでしょうか？」

「確かに、普ふ通つうの人から見たらちょっと抵てい抗こう感があるのかな。けど心配いらないよ、部隊といっても、今うちにいるメンバーは二人だけだし、二人とも奈瑠と同じ可愛かわいい女の子だ。資料を見せたら君にも興味あるみたいだったしさ。それに……奈瑠も全然普ふ通つうじゃないからなんの問題もないよ！」

「うぅ……納なつ得とくせざるを得ないです……」

「あははは、それじゃ着き替がえが済んだら出かけよっか。まずはうちのメンバーと合流するところからだね！」







　奈瑠は黒こく曜ようと紫し音おんと共に、零ぜろ式しき機き関かんの本拠地であるという巨きよ大だいな学園内へと繰くり出した。表向きは規模の大きい学園を装よそおっているということもあり、あちこちに校舎のような建物や、運動場、売店や喫きつ茶さ店てんのような施し設せつが見える。

　とても政府直属の秘密組織が関かかわっているとは思えないほど平へい凡ぼんで平和な学園風景で、その規模はちょっとした街に見えるほどだ。

　だが、よくよく見てみると、あちこちを歩いている子供たちの雰ふん囲い気きがちょっと変わっている。髪かみがあり得ないような色に染まっていたり、左右で瞳ひとみの色が違ちがっていたり、ギラギラした奇き抜ばつなファッションをしていたり、一人一人の自己主張が激しいような気もする。

「程度とか、方向性とかは人によって違っても、ここに集まってる子供はみんな何かしら風変わりな妄もう想そうを宿してる中二病患かん者じやなんだ。それが妄現体パラノイアと戦う時の力になるんだよ」

「あの、気になってたんですけど、エージェントってどうやって妄現体と戦うんですか？　この右腕うでの黒さも、見える人と見えない人がいるみたいですし、妄現体が見えなきゃ戦いようがないですよね？　エージェントの能力って具体的にどういうものなんですか？」

「あ、そういえば詳くわしく話してなかったっけ。エージェントは異能の力で妄現体と戦うわけなんだけど……妄現体は人の妄想が具現化したもの。なら、それに対たい抗こうする力もまた人の妄想の力なんだ」

　首を傾かしげると、横から紫し音おんが進み出てきて分かりやすく解説してくれた。

「人の妄想は、植物の種のようなものだと考えてください。人が自分の妄想を忘れてしまうと、その種は体の外に放ほうり出されて、自然界で雑草のように人の妄想を吸収し、妄現体となってしまいます。ですが、その種を忘れて手放すことなく、心の中で大切に育てていった人の中では、その種はやがて成長し、花を咲かせます。その花を咲かせた人物……すなわち、確固たる自分だけの妄想や独自の世界観を持った子供が、エージェント候補生ということになります」

「自分だけの妄想……えーっと、要するに中二病みたいな人ってことですか？」

「そういうこと。周りから見たら痛いって思われるくらい強く自分の世界を持った子だね。ははは、まさか教室に一人でもいるとちょっと気まずい空気になっちゃう中二病患者が、人々を妄現体の脅きよう威いから守る英えい雄ゆうの卵だなんて思ってる人はいないだろうねぇ。本人たちがどうかはともかく」

「……わ、私、特別な妄想癖へきがあるわけじゃないと思うんですけど、務まるんでしょうか」

「実はエージェントの素質があるかどうか見極きわめる方法は簡単で、眼めで妄現体を見ることが出来るかどうか、ってところがポイントになるんだ」

「眼で……？」

「奈な瑠るはあの掃そう討とう作戦の最後、砕くだけ散るヒドラが見えたんだろう？　その時点でエージェントになれる素質、つまり、中二病の素質はあったってことだよ」

「う、嬉うれしいような悲しいような素質ですね」

「案外、中二病の自覚がない子も多いものだよ。定義もあいまいだしね。けど個人的に気に入ってる中二病を表した言葉があるんだ」

「中二病を表した言葉？」

「たとえ人に理解されなくとも、自分の信じる格好よさを追求できる子のこと」

「な、なるほど。合ってるような合ってないような……」

「分かりやすくていいでしょ？　で、エージェントの能力だけど、簡単にいえばその人が持っている妄想の解放だ。機関ではそれを〝心象解放リアライズ〟って呼んでる」

「〝心象解放〟……？」

「ボクらエージェントが持っているこの腕うで輪わ。これには身につけてる人の妄想を解放する機能が備わっていてね。エージェントは腕うで輪わを使って周囲に自分の妄もう想そうの世界を具現化して、そこに妄現体パラノイアを取り込む。一いつ般ぱん人では立ち入れないその世界の中でなら、エージェントは自分だけの異能を使えるから、それを使って戦せん闘とうを行うって流れなんだ」

「な、なんだか凄すごそう！　じゃあ、その腕輪つけてる人はみんなエージェントってことですか？　紫し音おんさんもつけてますけど……」

「あはは、もちろんこの腕輪はエージェントに必ひつ須すだけど、警察手帳みたいなもので、機関に所属している人はみんな身につけてるんだ。つけてるから戦うエージェントってわけじゃないよ。紫音も今はただの従者だし。ね？」

　紫音に同意を求める黒こく曜ようだったが、紫音はすまし顔のまま何も言わなかった。

「なるほど……。それじゃ、私もその腕輪で〝心象解放リアライズ〟すれば超ちよう能のう力りよくで敵と戦えるようになるんですか？」

　眼めを輝かがやかせて期待に満ちた表情を浮かべる。右腕の存在は不気味だけれど、異能の力で人知れず敵と戦う戦士、なんて設定は大好きだ。眼の前にはそんな憧あこがれの理解者と、未知の世界が広がっている。

　ファンタジックな世界でヒーローのような活かつ躍やくができるかも、なんてことを考えてワクワクしながらそう尋たずねた、けれど。

「それなんだけど……奈な瑠るに腕輪を持たせるのはしばらくやめようと思う。計測された数値を見る限り、まず間ま違ちがいなく〝心象解放〟は出来ると思うけど、君の右腕については分からないことが多いし、考えなしに〝心象解放〟させて、予期せぬ事態にならないとも限らない。奈瑠に腕輪を渡わたすのは、そのヒドラの腕についてもう少し分かってからになりそうだね」

「……そう、ですよね」

「焦あせる必要はないから、じっくり調べていこうよ。ひょっとしたら、その右腕もいい相棒になっちゃうかもしれないし！」

「は、はい」

　不安にさせないようにしてくれているのか、黒曜はにこやかに微笑ほほえみかけてくれた。力の抜ぬけたその笑みは、本当に気持ちを楽にしてくれる。

「さて奈瑠。その右腕だけど、勝手に暴れ出したり、勝手なことを言わせる以外に変わったところはないかな？」

「特には。気を張ってればわりと大人しいですし……けど今朝みたいに、どういうわけか黒曜先生の【男の体の】ことを考えると【興奮で体が火ほ照てってたまらなくなって】すっ飛んでくことが多いですね──って変なこと言わせるなーっ！」

「あははは、中学生じゃ仕方ないけどそんなに欲求不満なの？」

「な、なんで右腕の方を真まに受けるんですか！　べ、別に私は……エッチなことなんて【毎日下着をダメにする程度で】全然分かんない……って、だーかーらーもーっ！　違いますからね！　そんなことしてませんからね！」

「へー。そんなことってどんなこと？」

「えっ……そ、それは【オ】──んんんんん言わせるかーっ！」

「あ、右腕うでに勝った。……うーん、それにしてもボクに対してだけ積極的で攻こう撃げき的、って特性は少し気になるところだねぇ」

　そう言うと、黒こく曜ようはこっちの右腕を取って、声をかけてきた。

「こんにちはヒドラちゃん。ご機き嫌げんいかが？　ボクの名前は無むヶが原はら黒曜！」

「女の子なんだ……」

「別に今すぐ取って喰くおうってわけじゃない。もし聞こえてるならお友達にならない？」

　しばらく反応がなく、ダメかと息をついた時だった。

「【トモダチ……？】」

　一いつ瞬しゆん、これまでとは違ちがう気配の声が口をついて出た。

　これまでのように、喋しやべっている途と中ちゆうに余計な合いの手を入れる感じではなく、間違いなく何かの意志を感じさせる一言だった。

「い、今の……？」

「うん、反応したね。ちょっと拙つたない感じだったけど……ひょっとしたら冗じよう談だん抜ぬきに、意思疎そ通つうが可能かもしれない。奈な瑠るの意志次し第だいってところだけど、安定化させる期待も出来るね。奈瑠にしか出来ないことかもしれない。積極的に右腕に意思を送ってみてくれないかな？」

「私にしか……はい、頑がん張ばってみます」

「よし、じゃあお近づきの印にマッサージでもしてあげよっか。そーれ、うりゃ、うりゃ」

「あっ、あっ、黒曜先生そこヤバイ、気持ちいい……」

「ほらほら、親指を絡からませる感じで圧あつ迫ぱくすると効くんだこれが」

「やんっ、ちょっと、ダメっ、テニスやってたせいで固くなってるから……んんんっ！　黒曜先生ダメですってばぁっ！」

　ツボを刺し激げきされる心ここ地ちいい痛みと恥はずかしさで声を上げた途と端たん、初めて出会った時のように右腕が黒曜の胸むな倉ぐらを摑つかんで頭上に放ほうり投げた。

「あーーーれーーーっ！　し、紫し音おんーっ！　キャッチしてーっ！」

「その高さなら軽傷で済みます」

「ちょっと、せめて助けようとする素そ振ぶりくらい見せ──でぼぅ！」

「先生ぇぇっ！　ごめんなさいぃぃっ！」

　道行く零ぜろ式しき機き関かんの中二病患かん者じやらしき子供たちの、やるじゃん、とでも言いたげな感心の眼まな差ざしを受けながら、見事に道に落下した黒曜に駆かけ寄る。

　普ふ通つうもっと驚おどろく人がいてもいいと思うのに。確かに──自分はもう非日常の中にいるようだ。

　鼻を強打した黒曜を支えてベンチに並んで座る。黒曜は自分を放り投げた奈瑠よりも、助けてくれなかった紫し音おんにむすっとした顔を向けていた。

「酷ひどいよ、紫音なら華か麗れいにご主人様をお姫ひめ様さま抱だっこでキャッチして見事生せい還かん、くらいのオチに持っていけたでしょ！」

「その役回りは男としてどうかと思われます」

「ちぇー。でもね奈な瑠る、こう見えて紫音ってツンデレだから、そっけない態度も全部愛情の裏返しで──」

「歓かん迎げいパーティーは病室で行いますか？」

　強打した黒こく曜ようの鼻先に拳こぶしを突つきつけた紫音に、黒曜はぶんぶんと首を横に振ふる。

　年季の入った二人のやり取りに、きっと何度も一いつ緒しよに修しゆ羅ら場ばをくぐってきた間あいだ柄がらなのかな、と思った。

「歓迎パーティーといえば……買っておかないといけない食材がありました。買い出しに向かってもいいでしょうか？」

「あ、そんな気を遣つかわなくても大だい丈じよう夫ぶですよ！」

「零ぜろ式しき機き関かんの従者たる者、新しい仲間の歓迎に手を抜ぬくわけにはいきませんので」

　薄うすく微笑ほほえんだ紫音の眼まな差ざしに、同性なのにドキッとさせられた。

「いいけど、何を買うの？」

「豆とう腐ふと呼ばれる白くて四角い日本の食材です」

「うん、ボクはそんなことも知らないと思われてるの？」

「また後ほど合流しますので、一いつ旦たん失礼します」

「分かった、ユリと合流した後で『ＢＢＳ』に向かうつもりだから、そこで落ち合おう」

　軽く一礼して、紫音は気品に溢あふれる身ごなしで歩いて行ってしまった。

「綺き麗れいで格好いい人ですね、紫音さん。どうやって知り合ったんですか？」

　中学生女子たるもの、なにか深い関係なんじゃないかと探さぐりを入れてみたくもなる。

「いやぁ、昔紫音がチンピラに襲おそわれてるところにたまたまボクが通りがかってね。格好良く紫音を助けてあげたら、ありがとうございます、もう貴方あなたなしではいられません、貴方のためなら身も心も全すべて捧ささげます、抱いて、っておねだりされて──あ痛だぁっ!?」

　飛んできた小石が黒曜の眉み間けんに直ちよく撃げきする。驚おどろいて振り返れば、遠くから冷めた視線を向けている紫音が手の中で小石を弄もてあそんでいるのが見えた。とんでもない腕うで前まえだ。

「す、凄すごい人ですね」

「ま、まぁ頼たよりになる相棒っていうなら、ボクにとっては紫音がそれってことだよ」

　つかず離はなれずの信しん頼らいのようなものが感じられて、それはそれで羨うらやましいと思った。

「さーて、さっさとユリと合流したいんだけど、どこ行っちゃったのかなぁ」

「そのユリさんって、どんな人なんですか？」

「コードネームは『閃華ブレイズ』。孤こ高こうを愛する夜の放ほう浪ろう者で、縄なわ張ばりを荒あらす敵には容よう赦しやしない。花か鳥ちよう風ふう月げつを愛めでる雅みやびでダークな美少女狩人ハンター。……っていう設定の子」

「な、なんか格好良いですね。最後の一言がなければ」

「ははは、喧けん嘩かっ早ぱやいのが玉にキズだけど、話してると楽しい子だよ。きっと友達になれると思うな。この辺で合流しようって腕うで輪わで連れん絡らくはいれてあるんだけど……少し待ってみようか。ごめん奈な瑠る、ちょっとトイレ行ってきていいかな？」

「あ、はいどうぞ」

　黒こく曜ようも足取り軽く行ってしまい、慣れない場所で少しだけ一人になった。

　今日は、驚おどろきや新しん鮮せんな出来事ばかりだ。けど、不思議と抵てい抗こう感はない。むしろワクワクするような気持ちはどんどん大きくなっている。

　本当の自分を隠かくさなくてもいい空気、とでもいうのだろうか。なんだかとても居い心ごこ地ちがいい。

　ただ──機関のエージェントの多くが中二病ということには、流石さすがに少し戸と惑まどいがあった。

　昨日まで通っていた中学にも、いわゆる中二病だと笑われている生徒はいた。遠くから痛々しい行動を眺ながめている分には面おも白しろかったりするけれど、いざ本気で関かかわるとなると、やっぱりちょっと抵抗がある。

　クラスメート全員が謎なぞの中二病を発はつ症しようしたりしたものだから尚なお更さら、せっかく理解者のいる場所に来られたのに、あんなひたすら反応に困る空気の中でこれからずっとやっていくのかと思うと気分が重くなる。

　けど、そんな自分の考えも、自分だけは変人と関わることを避さけているようでズルい、とも思う。

「ちゃんと友達になりたいな……」

　せめて小さい時のように、ごっこ遊びに夢中になれるくらいの子供心がまだ残っていれば──と、おてんばに遊びまわっていた昔のことを思い返した、その時だ。

「おい、ぶつかってきてなんだよ、その態度！」

　荒あらっぽい怒ど鳴なり声が風に乗って飛んできて、思わず目を見張る。

　見れば、ちょっと離はなれた噴ふん水すいの所で、何やら人だかりができていた。

「お前、あの能なしの無むヶが原はら黒曜の部隊だろ？　なに格好つけてんだ、こら」

「……え？」

　人だかりまで近づくと、自分の部隊の名前が耳に届いた。

　高校生くらいの男たちに囲まれているのは、フードを目ま深ぶかに被かぶった女の子だ。

「──はっ。お前ら、この『閃華ブレイズ』の怖こわさを知らずに近づいたのか。まぁ、闇やみに咲く華はなに虫が寄るのは仕方ねーけど……このオレに手を出す覚かく悟ごは出来てんだろーな」

　フードの女の子のドスの効いた声が響ひびく。

「え、ひょっとしてあの子が……？」

　固かた唾ずを飲んで見守っていると、女の子はフードを取って、くすんだ色の赤い髪かみと、生意気そうな顔立ちを外に晒さらした。

「……『閃華ブレイズ』の炎ほのおはお前たちのような身の程ほど知らずには残ざん酷こくだ。深い闇やみの中で光に焼かれて逝いけることを、精々あの世で喜ぶんだな……っ！」

　獰どう猛もうに笑ってみせた『閃華』の少女は、足取り軽くその場でくるりと一回転すると、片手で顔を隠かくすようなポーズで、獣けものが獲え物ものに襲おそい掛かかるような前ぜん傾けい姿勢をとる。

「……プッ、何かの撮さつ影えい？」

　それこそ、子供のごっこ遊びを見ているようで、思わずそんな失笑が漏もれた。だが、カメラなんかどこにもない。あの女の子のセリフも、仕草も、全部『本物』だ。

　──昨日までに見てきた中二病患かん者じやが、ごっこ遊びに思えるほどだった。

　一いつ瞬しゆん、呆あつ気けに取られたが、冷静に考えるとマズイ状じよう況きようかもしれない。

　あの子が、ブラック・ドッグのメンバー。つまりは、奈な瑠るのチームメートの一人で間ま違ちがいない。でも、女の子一人で大勢の男たちに敵かなうはずないし、そもそもこんな目立つ場所で喧けん嘩かなんて始めたら問題になるかもしれない。

　上う手まくやっていけるか不安だなんて弱音を吐はいてる場合じゃない。事情は抜ぬきに、眼めの前で友達になれるかもしれない人が危ない時に、黙だまって見ているなんて嫌いやだった。

　けど──あんな一いつ触しよく即そく発はつの空気の中に割って入るなんて──と、思った瞬間。

「【ふん、か弱い女一人相手に寄ってたかって嫌がらせとは、零ぜろ式しき機き関かんというのも案外底の浅そうな組織だ。いや、そこの男たちのレベルが特別低いだけか？　我が身を恥はじる気持ちがあるのなら、そこの噴ふん水すいにでも飛び込んで溺おぼれ死ぬといい。そうすれば少しはこの組織の空気も清すが々すがしくなるだろう、くははははっ！】　──って、えぇぇ!?」

　右腕うでが、人差し指を針のように鋭するどく立てて男たちに突つきつけながら、体を引っ張って人ごみの真ん中に飛び出した。

　きょとんとした視線に囲まれる中、男たちの敵意がこっちに向き変わる。

「なんだお前、突とつ然ぜん。お前も能なしの部隊の一員か？　見たことねえな」

「あ、あ、あの、わ、私……」

　どうしよう、と顔面蒼そう白はくになった時。フードの女の子──ユリが庇かばうように進み出てきた。

「悪いな、うちの新入りだ。お前らみたいなバカと違って見込みがありそうだろ？」

「え？」

　どこか誇ほこらしげにそう言ったユリが、腕輪を構えた。

「ま、こんな頼たよりなさそうな奴やつに庇われたんじゃ顔が立たねえしな。せっかくだ、新入り。見せてやるよ、『閃華』の力」

　掲かかげられた腕輪が光る。それが何かの兆ちよう候こうなのか、眼の前の男たちも、周りで見ていたやじうまも、全員どよめいた。

「なっ！　お、おい冗じよう談だんだろ、本気で!?」

　悪ふざけのつもりだったのか、『閃華ブレイズ』に絡からんでいた男たちがビビったように後退する。

「よく燃えそうなバカ面づらが見れて嬉うれしいぜ。さぁいい声で鳴けよ!?　リアライ──」

「はいどーもー。青春真っ盛りのところ失礼しまーす！」

　滑すべり込むように割って入ってきたのは、にこにこと笑え顔がおを浮かべた黒こく曜ようだった。

「先生！」

「げっ!?　先公、いつの間に！」

　緊きん迫ぱくして張り詰つめていたムードが一いつ瞬しゆんで緩ゆるくなった。

「こーら、ユリ。こんな時間から、なんで喧けん嘩かしてるのさ。まさか奈な瑠るまで参戦してるなんて思わなかったよ、ひょっとして悪い子だったの？」

「わ、悪い子じゃないですよ！　右腕うでが勝手に……！」

　不満そうに舌を打って、ユリが男たちを睨にらむ。

「だってこのバカ共が絡んできやがるから」

「同じエージェント相手に〝心象解放リアライズ〟仕し掛かけるバカに言われたくねーよっ！」

「あぁ？　同じエージェント相手に因いん縁ねんつけてきたバカはお前らの方だろうが」

「まーまー、落ち着いて。とりあえず状じよう況きようを教えてよ」

「ちっ……。無むヶが原はら黒曜、この女、お前の生徒だろ。絡まれて迷めい惑わくしてたんだ。どうしてくれんだよ」

　相手が黒曜だと見るや、他部隊の男は途と端たんに高圧的な態度を取り戻もどしてそう言った。

「いやー、そうだったんですか。このたびはボクの生徒が失礼なことをしてしまい大変申し訳ない。で、そっちはどんな失礼なことをされるようなことをしでかしてくれたんです？」

「お前謝る気あんのか、こら！」

　黒曜の笑顔の言い回しに激げき昂こうする男の前で、ユリが毒気を抜ぬかれたようにため息をついて、ポケットに手を突つっ込んだ。

「……公園でダベってたてめーらが面おも白しろ半分に因縁つけてきたんだろうが。なに自分たちが正しいみてーなこと言ってんだバーカ」

「なるほどね。けど、同じ機関の仲間なんだから穏おん便びんにいきましょーよ。別に、大おお事ごとにしたいって言うんなら付き合いますけど、見てた人多いんじゃないかなぁ？」

　周りのギャラリーを見渡わたして、黒曜はそう小こ首くびを傾かしげた。

「ちっ……楽でいいよな、能なしは」

　そんな捨すて台詞ぜりふを吐はいて、男たちは行ってしまった。

「ふぅ。災さい難なんだったね二人とも。大だい丈じよう夫ぶだった？」

「別に。あんな連中、オレ一人でもどうにでも出来たっての」

「いやいや、どうにでもしてもらっちゃ困るんだよ。エージェント同士が私情で〝心象解放〟使ってバトルするの禁止。巡めぐり巡ってボクの首まで飛んじゃうんだからさ」

「なら尚なお更さらしておきゃよかったぜ。……にしてもお前、本当ウザイよな」

「あんな連中と仲良くするくらいなら嫌きらわれ者で上等さ。でしょ？」

「……へへっ、ま、そーだな！」

　痛快だったのか、ユリが八や重え歯ばを覗のぞかせながら可愛かわいらしく微笑ほほえんだ。

「あ、そうだ。ユリ、こちらが噂うわさの星ほし美み津つ奈な瑠るさんだよ」

「は、はい。初めまして！　このたび黒こく曜よう先生のお世話になることになった、星美津奈瑠っていいます！」

　緊きん張ちようしながら、先せん輩ぱいに挨あい拶さつするように初うい々ういしくお辞じ儀ぎする。

　それを受けて、ユリは少し眼めを逸そらした後、黒い指ぬきグローブをいそいそと直して、またフードを被かぶって自分の顔を隠かくすようなポーズを取った後、勿もつ体たい付つけて口を開いた。

「……オレの名前は真ま泉いずみユリ。機関じゃ『閃華ブレイズ』ってコードネームで通ってる。闇やみにしか咲けない孤こ高こうの華はなだ。そっちの事情は聞いてる。大変みてーだけど必要以上に馴なれ合う気はない。さっきみたいなバカがのさばってるような仕事場だ、弱い奴やつから喰くわれてく。お前も、ここでやってく気なら闇に喰われるようなヘマはすんなよ。足手まといは勘かん弁べんだぜ」

「あ、あははは……気を付けます……えっ、と……い、意識高いんですね！」

「は？　……別に。関かかわりたくねえなら一言そう言えよ」

「あ、ち、違ちがうよ！　そうじゃなくて……」

[image: ]

　即そく座ざにこっちの戸と惑まどいを見破られてしまった。やっぱり、こういう雰ふん囲い気きの子はちょっと苦手だ。どういう態度で接するのがいいのか分からない。友達になりたいのは本当なのに。

　軽く唇くちびるを嚙かんだまま、会話が続かない気まずい空気になりかけた時。

「ま！　とかなんとか言ってるけど、奈な瑠るのことを話したら『同い歳どしの友達が出来るのか！』って思わず周りが笑え顔がおになるくらい嬉うれしそうにはしゃいでたから奈瑠も仲良くしてあげてね！」

「だっ、誰だれがはしゃいでたんだこの野や郎ろう！　噓うそだからな！　この先公のデタラメだからな！　信じるなよお前!?」

　後ろから黒こく曜ようがユリのフードをはぎ取って笑うと、ユリが小さな拳こぶしをブンブン振ふり回した。

「まぁまぁ、そんな怒おこらないでよ。で、前もって少し説明した通り、こちらの星ほし美み津つ奈瑠さんの包帯に隠かくされた右腕うでには、かつてこの国を滅ほろぼしかけた強大な妄現体パラノイアの意志が封ふうじ込められていて、本人は普ふ通つうの女子中学生に戻もどりたいって思ってるんだけど、たびたび右腕の意志に邪じや魔まされて暴走を繰くり返し、日常に溶とけ込めずに困ってる系の女の子だよ」

「系統が出来るほどそんな女子がいてたまるか！　ったく……」

　ちらっとこっちを横目で窺うかがうユリだったが、すぐ恥はずかしそうに眼めを逸そらしてしまった。

　あれ、意外と普ふ通つうに可愛かわいいかも、と、親しみを感じる反応を見て、あっさりそんな感想が湧わいてくる。

「そ、それより先せん公こう。さっきの連中だけど、あんだけ言われて悔くやしくねーのかよ。一回くらい痛い目見せてやらねーとこれからもあんな調子になるだろ。オレらの実力思い知らせてやんなくていいのかよ」

「そうはいっても、別に強さをひけらかすためにエージェントや指導員やってるわけじゃないしなぁ。ユリこそ、奈瑠がいるからっていつも以上に無理して格好つけなくていいんだよ？」

「べ、別にこいつがいるから格好つけてるわけじゃねーよ！　そもそも格好つけてねーし！　毎回毎回あんな風に絡からまれるのが面めん倒どうなだけだ。先公があんなヘラヘラした態度ばっか取るから舐なめられんだってことを言ってんだよ！」

「確かにボクの態度も問題かもしれないけど、今いま更さらボクが『真ま面じ目めが一番！　悪いことはいけないと思うであります！』とか言い出したらそれこそ知り合いが全員ブチ切れそうだし？」

「すげームカつく言い分なのになんで反論出来ねーんだ畜ちく生しよう……っ！」

「ほらほら、意識の高さ見せつけるより、奈瑠と笑って握あく手しゆしちゃいなよ。今しっかり挨あい拶さつしとかないと、もっと恥ずかしくなっちゃうよ？」

「よ、余計なお世話だってんだよ。オレは先公みたいなお人好しとは生きてる世界が違ちが──」

「えい」

　次の瞬しゆん間かん、黒曜がユリの小さなお尻しりを、思いっきり撫なで上げた。

「ふにゃあぁぁぁぁぁん……っ!?」

　骨が抜ぬけたようにフニャフニャとよろけながらユリが倒たおれ込んできて、咄とつ嗟さにその体を支える。至近距きよ離りで、真っ赤になった顔の、涙なみだで潤うるんだユリの瞳ひとみと見つめあう。

「あ」

　子こ猫ねこみたいな可愛かわいらしさに、こっちがキュンとしてしまった。

「ほーら、往おう生じよう際ぎわが悪いから格好悪いとこ見られちゃったー。早くしないと、かしこまって奈な瑠ると顔合わせるのが恥はずかしかったから朝から出かけてたってことまでバラしちゃうぞー」

「あぅ……あぅ……こ……殺してやるおらあぁぁぁぁっ！」

　涙の雫しずくを飛び散らせながらユリが黒曜に襲おそい掛かかり、黒こく曜ようは笑ってそれをかわしながらこっちにウィンクを送ってきた。

「どう奈瑠？　ボクら、大体いつもこんな感じでやってるけど、順応できそうかな？」

「は……はい！　すっごく楽しそうです！」

「お前結構いい性格してんなこの野や郎ろう！　眼めぇ輝かがやかせてないでこの変態捕つかまえんの手伝え！」

　黒曜が、ユリの持つ独特の雰ふん囲い気きを緩ゆるめて溶とけ込みやすくしてくれたようだ。

　そのコミュニティの空気感、とでもいうのだろうか。一いつ旦たんそれさえ摑つかんでしまえばグッと気持ちも楽になる。やっていけるかも、なんて気軽な希望が湧わいてきた。

　それからしばらく、風に舞まう羽毛のように逃にげ回る黒曜をユリと二人で追い回したが、結局制服の裾すそすら摑むことが出来ずに逃げ切られてしまった。

「ぜー、ぜー、……後で紫し音おんさんに言いつけるから覚かく悟ごしとけよ」

「それはご遠えん慮りよ願いたいなぁ。まぁボクのことはいいからさ、ほらほら」

　黒曜に背を押されるようにして、ユリがおずおずとこっちを見上げてくる。

「あ、っと……な、な、奈瑠っていったっけ？　まぁ……よ、よろしくな」

　ユリが眼を泳がせながらようやく片手を差し出してくれた。

「あ、はい！　よろしくお願いしますユリ【とかいう名のなんちゃってアウトロー気取り系意地っ張りツンデレ少女】さん！」

　爽さわやかに挨あい拶さつできると思った途と端たん、右腕うでが音がするほど勢いよくユリの手を払はらった。

「痛って！　おいなんだこいつ！　笑え顔がおで先せん公こうの百倍くらい失礼なことしたぞ今！」

「ひぃぃぃ！　ごめんなさい私じゃないんです！　仲良くしたいです本当ですぅ！」

「ったく……いいか！　先公は相手が神でも悪あく魔までもヘラヘラしてっからどうでもいいけど、誤解すんなよ。オレは『閃華ブレイズ』、訳あって先公に手ぇ貸してるが、本来こんな温ぬるい空気の中で咲く華はなじゃねえ。勘かん違ちがいして馴なれ馴れしく近づくと、火傷やけどじゃ済まねえぜ」

　片手で顔を隠かくしながら、とびきり格好いいセリフを言い放ってくる。

　もう照れ隠しでやっていることに気付いているだけに、とても微笑ほほえましい。

「あ、うん。大だい丈じよう夫ぶ！　黒曜先生みたいに茶化したりしないから！　『閃華』だよね、凄すごく格好いい設定だと思うよ！」

　空気を悪くしないよう、精せい一いつ杯ぱい気き遣づかって、これからも仲良くしていける土台を作ろうと思ったのに──なぜだろう、ポーズを決めてるユリの顔はますます恥はずかしそうに緩ゆるんでいき、それを見て黒こく曜ようも必死に笑いをこらえている。

「ふ、ふ、ふ、良かったねユリ、超ちよう格好いいって。いやー、理解者が現れてくれたみたいで安心したよ。これなら心配いらなそうだね！」

「うっせえ！　笑うなって！　なんでオレが一番生暖かい眼めで見られてんだ！」

　肩かたをいからせてユリが黒曜に怒ど鳴なる。なんとなく、ユリがどういう女の子なのかは分かったような気がした。

「さて、ファーストコンタクトは上々ってところかな。美み湖こ斗とはいつ帰ってくるか分からないし……そろそろ紫し音おんの買い物も終わるだろうから、先にＢＢＳに行っちゃおうか」

「あん？　ＢＢＳ？　なんであんなとこ……」

「さっきも言ってましたけど、ＢＢＳって？」

「ああ、お店の名前だよ。零ぜろ式しき機き関かんらしい、ちょっと趣しゆ向こうを凝こらした面おも白しろいお店でね。是ぜ非ひ奈な瑠るに足を運んでもらいたいと思ってるんだ。さて、スイーツ大好き女子のユリちゃん、本日のＢＢＳの一押しメニューはなんだっけ？」

「だからいちいち人のキャラがブれるようなこと言うんじゃねえよっ！　……はん、でもまぁそういうことか。分かったよ、さっさと行こうぜ」

　何やら意思疎そ通つうが行われたらしく、黒曜とユリが顔を見合わせてにやっと笑った。

　さっきまで言い争ってたのに、一段落つけばもう肩を並べて歩いて行ける。先生と生徒っていう、ちょっと身構えちゃうような距きよ離り感が全然ない、不思議な空気感につい微笑ほほえみながら、ちょっと遅おくれて二人を追う。

　ふと、ユリがこちらに近づいてきた。

「ん……ほら、早く行こうぜ、奈瑠。それと言い忘れてたけど……さっきはサンキューな、割って入ってきてくれて。結構痛快だったぜ」

　照れくさそうに、へへっと笑いながら、ユリが棒付きキャンディーを差し出してくれた。

「あ……わ、私じゃなくて、右腕うでが勝手に……」

「そうなのか？　けど、そんな腕で普ふ通つうに生活してるって時点で半はん端ぱじゃねーよ、お前。あのバカ先せん公こうはウゼーけど、上う手まくやってこうぜ」

「う、うん！」

　さっきの握あく手しゆの仕切り直しのように、微笑んでキャンディーを受け取った。

　ユリのはにかみ笑いを見て初めて気付く。不安だったのは、ユリも一いつ緒しよだったのだ。

　気付けば、少し前を行く黒曜が頰ほおを緩めてこっちを見ていた。楽しそうな笑顔じゃなくて、安心したような笑顔だった。

　きっと、自分も同じような顔をしていたと思う。







「あ、紫し音おんー」

　ひと騒さわぎあったものの、少しは打ち解とけられた様子の奈な瑠るとユリを連れ、黒こく曜ようは機関の本ほん拠きよ地の一角にある店、『ＢＢＳ』の前で待っていた紫音に声をかける。

「ユリさんとは合流できたのですね。先ほど、美み湖こ斗とさんから連れん絡らくがありました。手がかりを摑つかんだのでこれからこちらに合流するそうです」

「紫音さん、先せん公こうにセクハラとパワハラとモラハラ受けた」

「分かりました殺害します」

「事実確かく認にんもなしに!?」

　ノータイムで死を決定され、紫音の強きよう烈れつな手しゆ刀とうを喰くらいつつ、大きな木造の店内へと足を踏ふみ入れる。

　店の大きさのわりに店内はがらんとしていて、受付のカウンターと、いくつかのテーブル、そして大きなダーツの的が掲かかげられていた。

「えーっと、ここなんのお店なんですか？」

「平たく言えばフリーマーケットかな。一応ここは学園っていう形で運営されてるから、それなりに部活動やら委員会やらがあるんだけど、そういう生徒たちの活動の中で出来た作品や食品を自由に出品できるんだよ。眼めの前のダーツの的に商品番号が貼はってあるでしょ？　自分たちの欲しい商品の番号にダーツの矢を刺さして、購こう入にゆうの意思を店に伝えるんだ」

　へー、と興味津しん々しんで聞いている奈瑠の前で、今日の狙ねらいの商品にダーツの矢を刺す。

「これでオッケー。さ、奈瑠。ボクの手を握にぎって？」

「はい？　こう、ですか？」

　ちょっと恥はずかしそうな奈瑠の手を握って、腕うで輪わに手をかざす。

「じゃ、行くよ？　これが──エージェントの世界だ！」

　次の瞬しゆん間かん、視界にノイズが走ったような感覚と共に、殺風景な木造の店内から、広大な石造りの闘とう技ぎ場へと周囲の景色が激変した。

「う、うわぁぁぁぁっ!?　な、なな、なんですかこれぇ!?」

「これが心しん象しよう世界。エージェントが妄現体パラノイアと戦い、自分の妄もう想そうを力に変えられる場所だ！　心象世界に入るには二通りの方法があって、エージェントが腕輪を使って自分の心象世界を展開するか、既すでに展開されている誰だれかの心象世界に腕輪を使って入るか……。ボクたちは今、後者の方法でこのお店のオーナーの心象世界に入り込んだってわけ」

　眼を丸くしてきょろきょろ首を回している奈瑠のリアクションに笑ってから、闘技場の様子を見渡わたす。

　すり鉢ばち状の闘技場は、外周部は石造りの観客席に、最上段は広い酒場のようになっていて、さながらファンタジー世界の大人の社交場といった雰ふん囲い気きだ。

　あちこちに機関のエージェントが集まり、今も眼下の闘とう技ぎ場ではエージェントが漆しつ黒こくの剣けんでしのぎを削けずり、閃せん光こうが飛び交かっている。

「で、ここがどういう場所かっていうと、エージェント同士の模も擬ぎ戦場。基本的には欲しい商品が被かぶった人同士が戦って、勝った方が商品を手にする仕組みになってる。故ゆえにベット・バトル・ショップ。縮めてＢＢＳってわけさ」

「……すっごぉい……」

　奈な瑠るにとっては初めて間近で体験する本物の非日常だ。

「えっ、それじゃあ今から……黒こく曜よう先生、誰だれかと戦うんですか!?」

「あははは。購こう入にゆう希望者が多い倍率の高い商品が出品される時はトーナメント形式になったりして、そりゃもう盛り上がるんだけど、今日のボクらの狙ねらいはバトルじゃなくて、商品の方」

　眼下のバトルが決着して、闘技場の上空に次の商品が表示される。

『続きまして、零ぜろ式しき機き関かん・第二調理部が考案した絶品スイーツ！　ザ・ジェノサイドフルムーンフォートレスケーキ・ジ・アナザーカオスエディションだぁぁ！　真っ先に入札してきたのは──なんと、みんなの嫌きらわれ者！　無むヶが原はら黒曜率いるブラック・ドッグ部隊だぁぁぁ！』

　表示された商品と、実じつ況きようが口にした名前に、ブーイングと共に闘技場内のボルテージが一気に下がる。

「そう！　零式機関が誇ほこる実験料理部隊、第二調理部の新作、ザ・ジェノサイドフルムーンフォートレスケーキ・ジ・アナザーカオスエディション！　これを狙って来たってわけさ！　その名の通り、生なま半はん可かな突つっ込こみなんかものともしないこのケーキを、これからやろうと思っている奈瑠の歓かん迎げいパーティーの締しめに持ってこようと思ってね！」

「確かにどこから何を突っ込んだらいいのか全然分かりません！」

「しょっちゅう訳の分かんねー料理を出品してくる部活だよ……普ふ段だんはゲテモノばっかなんだけど、スイーツだけは絶品でさ。それを知らねー奴やつらも多いし、まして先せん公こうと好き好んで戦いたがる奴らなんかいねーから、楽に頂いてこうって先公のセコイ考えさ」

「そこは賢かしこいって言ってほしいなぁ。制限時間内に追加の入札がなければ、それだけでボクらの不戦勝になる。ってわけで──」

　と、笑え顔がおで言い終えようと思った瞬しゆん間かんだった。

『来たぁぁぁぁっ！　追加入札！　ダーツの的に二本目の矢が刺ささりましたぁ！』

「……え？」

　黒曜含ふくめ、ユリも紫し音おんも予想外だったのか、実況に眼めを見開いて、酒場の奥にある入札用の的に眼を移す。

「──さて、お相手願えるかな？　ブラック・ドッグ」

　絵になる仕草でダーツの的からこちらに向き直ったのは、金きん髪ぱつに、黒曜と同じ指導員の制服をまとった長身の男だった。

「……遠とお山やまさん」

「やぁ！　久しぶりだね黒こく曜ようくん！　こうして直接話すのはひょっとすると三年ぶりか？」

　気さくな微笑ほほえみで手を振ふってきた男に、数秒言葉に詰つまる。

　だが、すぐにいつもの調子を取り戻もどして、同じように笑顔で手をひらひらさせた。

「どーもお久しぶりですー。そろそろ血糖値が気になりだしてもおかしくないお年とし頃ごろのはずなのに、まさかよりによってあのケーキを狙ねらってくるなんて予想外でしたよー。糖とう尿によう病びようになっても知りませんよー」

「余計なお世話だよ！　まだそこまで歳とし喰くってないし！　というより、俺の目的はあの舌嚙かみそうな名前のケーキじゃなくて……君たちの方にあるんだ」

　遠山は堂々と歩み寄ってきた。笑顔の裏の年季の入った自信と威い圧あつ感は相変わらずだ。

「さっき俺の生徒が何人か、君の生徒に絡からまれて危あやうく怪け我がを負わされるところだったと言ってきてね。遺い恨こんを残さないためにも分かりやすい手段で白黒つけないか？　というわけだ」

　見れば、遠山の後ろにはさっきユリと揉もめていた男たちが仏ぶつ頂ちよう面づらで立っている。

「あー、なるほどそういう展開ですか。……お言葉ですけど、うちのユリは理由もなく人を傷つけたりしませんよ。あんな連中に担かつがれるなんて、やっぱり歳喰ったんじゃないですか？」

「もちろん俺が担がれている可能性もあるだろうが──たとえ噓うそでも、俺は自分の生徒の言葉はまず信じる。それが指導員としての俺のやり方だ。君にもかつて、そう教えたろう？」

　耳元で囁ささやくように言ってきた、根っからの指導員に、やれやれと肩かたをすくめて苦笑する。

「そういう格好いいセリフを言われちゃったら、こっちも引けませんね。頑がん固こなところがますます年寄り臭くさいってセリフは言わないでおきます」

「普ふ通つうに言うより癇かんに障さわるぞ！　全く……ともあれ話が早くて助かる。私し怨えんでダラダラ時間をかけるのも他ほかの客に悪い。三対三の防衛戦形式、リーダーが手て傷きずを負った時点で敗北、でどうだろう」

「もっともらしく有利な条件吹ふっかけてきますねー。でもいいですよ、お受けします」

　遠山咬こう一いち郎ろう。かつて零ぜろ式しき機き関かんに入って間もない頃にお世話になった、指導員としての先せん輩ぱいだ。それに、個人的に少なからず因いん縁ねんもある。

「よし、というわけでバトルする流れになっちゃったから頑がん張ばろう！」

「で？　美み湖こ斗とがいねーから実質戦える奴やつがオレしかいねーんだけど、勝算があって受けたんだろうな？」

「………………あ。そうだ、三対三だっけ」

「あ、じゃねーだろ！　めちゃくちゃ不利だぞ、どうすんだおい！」

「ま、まぁあれだよ。男には引けない勝負もあるってことで！」

「関係ねー奴巻き込んだ野や郎ろうが言っていいセリフじゃねーぞそれ！」

「ぼ、ボクも出るからそんな怒おこらないでよ」

「えーっと、黒こく曜よう先生と、ユリちゃんと……あと一人は？　紫し音おんさんですか？」

　首を傾かしげる奈な瑠るの前で、仕方なくその決断をする。

「いや、紫音に戦せん闘とうはさせられないよ。というわけで奈瑠、申し訳ないんだけどー……パーティーのケーキ、自力で勝ち取りに行ってみよっか！」







　奈瑠は思う。おかしい。昨日まで右腕うでがどす黒く染まっている以外は普ふ通つうの中学生だったはずなのに、どうして中二病のエージェントたちに観戦されながら丸まる腰ごしで闘とう技ぎ場の真ん中に、しかもリーダーとして立っているのだろう。

　狼おおかみの檻おりに放ほうり込まれた兎うさぎのような気分でいると、黒曜が肩かたに手を置いてきた。

「ま、いい機会だ。本当に間近でボクらの戦闘を見せてあげられる。心配しなくても、ここでは腕うで輪わの機能を調節して、力が制限されるようになってるから、怪け我がすることは絶対ないよ」

「う、うぅぅ……わ、私どうすればいいですか？」

「ルールはリーダーに攻こう撃げきが通ったら負けだ。ボクとユリで奈瑠を守るから、出来るだけ動かないでね。けど、出来れば右腕に意識を集中しながら戦闘を見ていてほしい。何かに反応するかもしれないからね」

「へっ、まぁ今いま更さら事情はどうでもいいよな。咲かせ損そこねた『閃華ブレイズ』の光、ここで存分に見せてやるぜ。奈瑠、腹くくれよ！」

　遠とお山やまのチームの三人は全員、さっきユリに絡からんでいた生徒たちだ。遠山本人は出てこないらしい。

「ちっ、なんで能なしのチームなんかと正面からやりあわなきゃいけねーんだ」

　相手チームの男が不ふ愉ゆ快かいそうにぼやいている。

「あ、あのぅ、戦う気がないなら無理に争わなくてもいいんじゃないですか【死ねバーカ】……ってわぁぁぁ！　よりによってなんてこと言うのぉ！」

「……分かった。皆みな殺ごろしにしてやるよ」

　仲裁するつもりが、火に油を注いでしまい、黒曜とユリが噴ふき出す中で実じつ況きようが声を上げた。

『注目の一戦です！　それでは試合、開始！』

　実況の合あい図ずと同時に、敵の視線が一いつ斉せいにこっちを向くのが分かった。

「『鮮血の波濤ギガース・フイアー』！」

「『絶対零怒ニブルヘイム・レイジ』！」

「『剛点突破・三連ジエツトストリーム・アロー』！」

「な、なんかラスボス戦で使われてもよさそうな技わざが一斉に飛んできた──!?」

　恥はずかしげもなく叫さけばれた技名と共に、眼めの前の景色が一変する。

　敵チームの足元から突とつ如じよせり上がってきたのは、真しん紅くの水流。竜たつ巻まきのように渦うずを巻いて立ち上ったそれは、さながら血の色に染まった大だい蛇じやのようだ。

　更さらには、その大蛇の周辺をゾッとするような冷気が漂ただよい、表面が分厚い鎧よろいのように凍こおり付いた蛇へびは、波のようにうねりながら、闘とう技ぎ場の地面を削けずるように襲おそい掛かかってきた。

　ダメ押しとばかりに、こちらを飲み込もうとする水蛇の巨きよ体たいに隠かくれるように、三本の矢が正確にこちらを狙ねらって飛んでくる。

　思わず身を引く。本当に漫まん画がか王道ＲＰＧ、あるいは、中学生の妄もう想そうの中に飛び込んだような光景だ。

　その雰ふん囲い気きに吞のまれてしまいそうになった時、眼めの前に黒こく曜ようと、指ぬきグローブを調整するユリが、こちらを庇かばうように進み出てきた。

「はっ、その程度でこの『閃華ブレイズ』に触ふれようなんて、失笑も湧わいてこねえな。見てろよ奈な瑠る、これがオレの炎ほのおだっ！　──『闇花火の業炎スパーク・ブレイズ』！」

　ユリの右手の五指に紅くれないの宝玉がはまった指輪が出現し、その指輪から無数の蛍ほたる火びが撃うち出されると、特大の花火が炸さく裂れつしたような閃せん光こうの大爆ばく発はつが、迫せまっていた敵の攻こう撃げきを一撃で吹ふき飛ばした。

『おおっとお！　ブラック・ドッグの真ま泉いずみユリ！　噂うわさ通りの超ちよう高火力エージェントだぁ！』

「す、凄すごいユリちゃん……」

「ちっ、ここじゃこの程度の威い力りよくかよ。ま……雑ざ魚こ狩がりには十分かぁ!?　先に突つっ込むぜ先せん公こう！　奈瑠に傷つけたらお前も焼いて喰くうからなぁ！」

　獰どう猛もうに笑って見せたユリが、獣けもののような前ぜん傾けい姿勢で敵陣じんに突っ込んでいった。

　右手の指輪から見み惚とれるほど綺き麗れいな光を操あやつって、荒あら々あらしく、けどどこか神秘的に戦うユリの姿をぼうっと見つめる。

「中々凄すごいでしょ？　ボクが指導員を始めて最初に見つけたのがユリだったんだ。エージェントとしての素質、特に戦闘に関してはずば抜ぬけたものを持ってるよ。……若じやつ干かん、自分の能力に酔よいすぎてる気もするけど、それくらいの方が頼たよりがいがあるしね」

　自じ慢まんげにそう語る黒曜はちょっと嬉うれしそうだった。だが、ユリを手ごわいと見たのか、敵チームの一人が先にこっちを仕留めようと、ごてごてした装そう飾しよくの黒い剣けんを手に走ってくる。

「おっと、こっちも来たね。奈瑠、ちょっと下がってて」

　迫せまる敵を前に、黒曜は身構えることすらしない。

「せ、先生危ない！」

　本当に斬きられる。素人しろうとながら、黒曜に反撃する気がないことが分かり、思わず悲鳴のような声を上げてしまったが──敵が剣を振り抜く刹せつ那な、黒曜は柳やなぎのようにふわっと揺ゆれて、紙かみ一ひと重えでその攻撃を避よけてみせた。

「よっ、ほっ、おっとと。ほら、能なしの無むヶが原はら黒曜はここだよー」

　当たらない。一撃も。まるで絶対に攻撃が当たらないプログラムがされたゲームのキャラのように、理り不ふ尽じんさを感じるほど圧あつ倒とう的な回かい避ひがそこにはあった。

　けれど、敵の攻こう撃げきを見切っているとか、動きが速すぎるとか、黒こく曜ようの回避はそういう超ちよう人じん的な能力とは違ちがうように感じる。ただただ繰くり出される攻撃を咄とつ嗟さに避よけているだけのようだ。

　でも、それがあまりに完かん璧ぺき過ぎるせいで回避の動きが却かえって不気味にも見える。

　人が会え得とくする『技術』とは違う、何か、もっと『特別』な気配がそこにあった。

「はー……はー……クソッタレが！」

　敵の狙ねらいが黒曜から、ぼーっと見み惚とれていたこっちに移る。

　再びあの真しん紅くの水流が湧わき出てきて、こちらを押し潰つぶそうと広がった。

　走ってきた黒曜にお姫ひめ様さま抱だっこされて、波の一撃をかわして遠ざかる。

「ふぅ、危ない危ない。大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫ですけど、先生どこ摑つかんでるんですかぁ！」

　お姫様抱っこの状態で、黒曜の手が胸をガッツリ握にぎっていた。

「あ、ごめんごめん。程ほどよい大きさだったから──ってうわぁぁぁっ!?」

「てめー先せん公こう！　どさくさで奈な瑠るにセクハラしてんじゃねーっ！」

　ユリが敵と戦いながら、敵に向けるより激しく『闇花火の業炎スパーク・ブレイズ』を黒曜に連射する。

「わーっ!?　ま、待ってよ！　それ味方に向けていい攻撃じゃないよ！　ちょっと！　小学生のサッカーじゃないんだから団体戦で全員のヘイトが一人に集まるっておかしいでしょ！」

「ひぃぃぃ！　わ、私まで巻まき添ぞえ喰くらうーっ!?」

　敵味方入り乱れた攻撃に襲おそわれる中、それでも黒曜は人一人抱かかえた状態で全すべての攻撃を無傷でやり過ごした。

「ぜー、ぜー、……味方の攻撃が一番ヤバかった。でもまぁ、早くも勝敗は見えてきたね」

　逃にげ回り続けた末に、遂ついに敵チームの三人も力が制限されている空間で異能を乱発したために、疲つかれ果ててバテてしまったらしい。

　追撃しようとするユリを手で制して、黒曜はゆったりリーダーの男に近づいていく。

「せっかく優やさしい遠とお山やま先生に言いつけて味方してもらったのに、なんか思ってた展開と違ったみたいだねぇ。ボクがこう言うのもなんだけど、遠山先生なら事情は全部勘かん付いてるはずさ。これ以上はやめておいたら？　潔いさぎよく謝って、これから仲良くやっていこうでいいじゃない？」

　黒曜は続けざまの斬ざん撃げきを全てかいくぐって、敵チームの男をそう諭さとす。

　だが、敵チームの怒いかりは収まる様子を全く見せず、むしろ黒曜を睨にらむ眼光は力を増してすらいるようだった。

「てめぇらなんかに舐なめられてたまるかよ！」

　そう叫さけんで、男は自分の腕うで輪わを操作した。

「おい、離はなれろ先せん公こう！　そいつ腕輪のリミッター外しやがった！」

　ユリの焦あせりに満ちた声と、会場全体に広がったざわめきが、眼めの前で行われたことがどれほど危険なことなのかを物語っていた。

　制限解除と共に発動された敵の異能が足元を揺ゆらす。さっきまでの攻こう撃げきも十分凄すごいと感じたのに、リミッターが外された男の能力は、その大きさが倍以上に増ぞう幅ふくされていた。闘とう技ぎ場の地面を丸ごと覆おおってしまえそうなほどの高波が、猛もう烈れつな勢いで足元からせり上がる。

「知ってんだよ能なし、お前のせいで遠山先生が戦えな──」

　選手が暴走を始めたことで観客席のどよめきが大きくなり、地鳴りのような騒さわぎになった。

　その音に紛まぎれて、男が何を言ったのかは分からなかったけれど、男の言葉を聞いた黒こく曜ようは、明らかに硬こう直ちよくしていた。

「何してんだ先せん公こう！　くっそ！」

　ユリも腕うで輪わのリミッターを外そうとしているようだが、間に合わない。見上げるほどになった真しん紅くの高波の迫はく力りよくに、呼吸が極きよく端たんに浅くなるのが分かった。

　これがエージェントの本気の力。これが、妄現体パラノイアという敵と戦うために求められる力。

　一体どれほどの激戦が日々繰くり広げられているのかと、恐きよう怖ふの冷たさとは別に、なにか熱い感情が鼓こ動どうを激しくしていく。

　黒曜は動かない。どう見ても回かい避ひできるような攻撃じゃないことは分かる。少しでも早く離れないと本当に危ない。何か、自分が何かしなくちゃ──と思った瞬しゆん間かん。

　右腕が動いた。

「えっ、わ、ま、待って……う、わぁぁぁぁっ!?」

　黒曜目がけてすっ飛んでいった腕がその背中を摑つかみ、服を引っ張って思いっきり後ろに放ほうり投げる。情けない悲鳴を響ひびかせながら空中を真横に飛んでいった黒曜が闘技場の壁かべに激げき突とつし、右腕はそのままユリの体をさらうように抱だきしめてから、一気に二人分の体重を引きずって相手の攻撃範はん囲いから飛び出した。

　それは、まさに奈な瑠るが仲間を救うために思い描えがいた行動そのものだった。

「な、奈瑠お前!?」

　だが、リミッター解除された高波が落ちてくる。なんとか離はなれることは出来たが、まだ危ないポジションだ。ユリとくっつき合って悲鳴を嚙かみ殺した、その時。

「──『反証の聖槍デストラクト・レイ』」

　観客席から、涼すずしげな蒼あおい色のレーザーが三本疾しつ走そうしてきて、制限解除された能力であるはずの高波を易やす々やすと貫つらぬいて、奥にいた敵チームの三人を正確に狙ねらい撃うった。

　相手チームも全員気を失ったのか、そそりたつ壁かべのようだった高波も消失して、闘技場は一転、静せい寂じやくを取り戻もどした。

　見上げれば、観客席の一番上に大きな白衣を着た女の子が太陽を背に堂々と立っている。

「んっふっふ……間に合ったようね！　この近この江え美み湖こ斗との手によって、ブラック・ドッグの勝利という結末が、今！　ここに！　引き寄せられたわ！　さぁあたしを存分に称たたえなさい！」

　大げさにポーズを取ってみせたその子に、闘とう技ぎ場全体が注目して、そのまましーんと静まり返った。

　戦隊ヒーローものなら、敵か味方か分からなかったけど中ちゆう盤ばんあたりで大げさな演出と共に正体を明かして仲間になりそうな、そんな雰ふん囲い気きの少女を見上げて、ぽつりと本音が漏もれる。

「また空気の読めない人が出てきた……」

　ユリと会った時にも感じた、自分の個性と世界観で現実の空気を塗ぬり潰つぶしてしまえそうな雰囲気。フィクションの住人を思わせるその姿は、まさしく中二病だった。

「……あ、あら？　敵チームを全ぜん滅めつさせれば勝ちなんじゃないの？」

「ば……バカ野や郎ろう、美み湖こ斗とぉ！　お前、試合にエントリーしてねーだろうが！　なにドヤ顔で絶句もののルール違い反はんしてんだ！」

　頭上に向かって怒ど鳴なるユリと並んで、唇くちびるを尖とがらせている近この江え美湖斗と名乗った女の子を見上げる。あれが、ブラック・ドッグのもう一人のメンバーか。

『え、えーと、会場のみなさん、ただいまの試合の結果を発表します。まず、遠とお山やまチームの選手が腕うで輪わのリミッターを解除した瞬しゆん間かん、ルール違反と危険行こう為いにより、試合は即そく終しゆう了りよう。ブラック・ドッグの勝利となります。ただ、その時点で試合は終わっていますので、先ほどの近江美湖斗さんの攻こう撃げきは試合外での選手に対する妨ぼう害がい行為とみなされ、美湖斗さんと、所属するチームには一週間の出入り禁止というペナルティが課されます！』

「え？　それじゃあ……」

『商品の受け取り前に起きたことですので、残念ながらザ・ジェノサイドフルムーンフォートレスケーキ・ジ・アナザーカオスエディションの受け渡しは見送りとなります！』

「は……はぁぁぁ!?」

『前代未み聞もん！　試合終了後に、場内に勝者が一人もいないという結果に終わりましたぁ！　流石さすがは能なしの部隊と言ったところか！　なんとも締しまらない！』

「ぐ……くっそぅ！　バカばっかりかこの組織ぃ！」

　苛立ったように地面を蹴けりつけるユリに、流石に苦笑が漏もれる。

「あらら。まぁそういうことならしょうがないよね。一応勝負には勝ったみたいだし、それで満足しておこうよ。それより奈な瑠る、さっきの動き凄すごかったよ！」

「あ、ありがとうございま……す」

　黒こく曜ようが、壁かべにぴったり人型にめりこんだまま声をかけてきた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「お陰かげさまで重傷で済みそうだよ。ま、あれの直撃喰くらってたらヤバかったから、命の恩人さ。ありがとう」

　封ふう印いんから解かれたように壁から出てきた黒曜が服に付いた塵ちりを払はらった。

　その時、相手チームにもあの遠山という男が駆かけ寄ってきた。

「ほら、立てるか？」

「……すんません、遠とお山やま先生」

「意地の張り方が下手なんだお前は。話は後だ。ひとまず戻もどって休め」

　運ばれていった生徒たちを見送って、遠山がこっちにやってくる。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　俺の生徒が迷めい惑わくをかけてしまったね。……正直なところ、君たちにこてんぱんにしてもらって、自分を見つめ直してもらいたかったんだが……俺の指導力不足だ。本当に申し訳ない」

　潔いさぎよく頭を下げてくれた遠山に、ユリと眼めを合わせて驚おどろく。

「いやいや、とんでもない。何事もありませんでしたし。ユリも、これで気が晴れた？」

「……別に、元々大して気にしてねえよ。『閃華ブレイズ』に羽は虫むしが寄ってくんのは宿命だからな。向こうも少しは身に沁しみただろ」

　八や重え歯ばを覗のぞかせて挑ちよう発はつするように笑うユリに、遠山も黒こく曜ようも安心したみたいだった。

「ケーキのことはすまなかった。近々お詫わびさせてくれ。で……この子が、噂うわさの？」

　遠山がこっちを横目で一いち瞥べつした。

「えぇ、中々見どころありそうでしょ？」

「感心するよ。自分から問題児を抱かかえていくその姿勢は俺には真ま似ねできそうにない」

「あはは、あんな問題児をたくさん抱えてる物好きのくせによく言いますよー」

「俺だって聞き分けのいい生徒と仲良くやっていきたいよ！　全く……長く指導員やってると、それだけで問題児ばかり押し付けられるからな。だが、一度受け持った以上は最後まで指導員としての務めを果たすさ。黒曜くん、いろいろあったが俺は君が戻ってきてくれて嬉うれしく思ってる。力になれることがあればなんでも言ってくれ。それじゃ、また」

　気になることを言いながらも、頼たのもしい爽さわやかな笑えみを残して遠山は去って行った。

「苦労人気質は変わらないなぁ、あの人も。さーて、無む冠かんの勝者はさっさと舞ぶ台たいから降りようか。戻ってパーティーの準備と行こう！」

「ったく、美み湖こ斗との奴やつが余計なことさえしなきゃ、きっちりケーキ持って帰れたのによ……」

「まぁまぁ、美湖斗のお陰かげでみんな無傷で済んだんだし、怒おこらない怒らない」

　こうして、初めてのエージェントの模も擬ぎ戦場を後にした。

　胸に残るのは、夢から覚めるような喪そう失しつ感と寂さびしさと──胸一いつ杯ぱいの充じゆう実じつ感。

　自分に何が出来るのかは分からないけど、これからもこんな毎日が続くのかと思うと、怖こわさと一いつ緒しよに、日常の中では長い間感じていなかったワクワク感が強くこみ上げてくるようだった。







「貴方あなたが星ほし美み津つ奈な瑠るね！　挨あい拶さつが遅おくれてごめんなさい。あたしの名前は近この江え美湖斗。このブラック・ドッグに所属しているエレガントでエクセレントでエキセントリックな未来を統すべるマッドな天才中学生よ！」

「あ、はい……」

　ＢＢＳから出るなり、大げさに白衣を翻ひるがえしてポーズを決めながらそう奈な瑠るに自己紹しよう介かいした美み湖こ斗とと、完全に笑え顔がおが固まっている奈瑠に、黒こく曜ようも思わず苦笑する。美湖斗にとっては自分の乱入でケーキがなしになったことなどどうでもいいらしい。

　彼女が近この江え美湖斗。ユリの次に入ってきた、ブラック・ドッグのメンバーだ。

「んふふ、驚おどろいているようね、このあたしの圧あつ倒とう的な大物オーラに！　無理もないわ、生まれついて秩ちつ序じよの輪から外れたイレギュラーな存在であるあたしのオーラに圧倒されるのは一いつ般ぱん人なら当然のことよ。星ほし美み津つ奈瑠、貴方あなたが自分を恥はじる必要はないわ！」

「お前の方がよっぽど恥ずかしいっての……」

　ユリのぼやき突つっ込こみすら無視して、美湖斗は奈瑠の右手を取ってぶんぶんと握あく手しゆをした。

「それじゃ、これでブラック・ドッグ全員集合だね。さ、帰ってパーティーにしよう！」

　全員で校舎までの帰路につく。だが紫音と並んでのんびり歩いていると、奈瑠を真ん中に、早さつ速そくユリと美湖斗がいつものように言い合いを始めた。

「ったく、美湖斗。目立つことばっかり考えて引っ搔かき回すなよ。もうちょっとであいつら負かしてケーキ持って帰れたんだぞ。どっちもなかったことになっちまったじゃねえかよ」

「あら、ケーキなんていつでも食べられるし、沽こ券けんを示すこともこの先何度でもチャンスがあるじゃない。そんなことより、この近江美湖斗の偉い大だいさを広く人々に知らしめることの方がこの星の未来にとって重要よ！」

「このこのこのこのうるせえよ自じ称しよう天才！　あの場の全員、空気読めねえポッと出の雑ざ魚こキャラが引っ搔き回したせいで興きよう醒ざめしてたっての」

「そっちこそ誰だれのお陰かげで無事で済んだと思っているの？　アウトロー気取りのわりに中ちゆう途と半はん端ぱに律りち儀ぎだから緊きん急きゆうの時に使い物にならないんじゃない。そういう人こそ、この世界は無む慈じ悲ひに能なしと呼ぶのよ？　ご存じ？」

「……おい腕うで輪わ起動しろ、ダサ白衣。ここで白黒つけてやる」

「上等よユリユリ、あたしの偉大さに眼めを白黒させるのは貴方の方よ」

「あ、あの──っ！　な、仲良くしてくださいってば！」

　流石さすがに仲裁に入ろうかと思った矢先、奈瑠が二人の間で大きく声を上げた。

「せ、せっかくみんな会えたんだし、みんな無事で帰れるじゃないですか。これからパーティーなのに、喧けん嘩かしちゃったら……勿もつ体たいないっていうか」

　必死な顔の奈瑠を見たユリと美湖斗が、顔を上げてもう一度互たがいを見返す。

「……まぁ、そうだな。新入りが来たんだ。こんなアホに構ってるだけ勿体ねえよな」

「確かに、祝いの席におバカさんを論破する程度の些さ末まつな実績にこだわるのは近この江え美湖斗らしくない器うつわの小ささだったわ。ごめんなさいね」

「もーっ！　なんで一々喧けん嘩か売ってるの【この能なしダブルスが】──って、わー、ごめーん！　今の私じゃないのーっ！」

　場を取り成そうして油と爆ばく弾だんを放ほうり込んでいく奈な瑠るを交えた騒さわぎに、つい微笑ほほえむ。

「はははは。ねぇ紫し音おん、なんだか雰ふん囲い気き良くなったように感じない？」

「そうですね。以前はユリさんと美み湖こ斗とさんが揃そろうと場が張り詰つめていたものですが」

「奈瑠が入ってくれて正解だったみたいだね。なんかさ、こうしてると夫ふう婦ふが子供たちの成長を見守ってるみたいでほんわかし──ぐはぁっ！」

「どうしてそう余計なひと言を付け加えたがるのです」

「君こそノータイムで顔面狙ねらいばっかりするのはどうかと思うよ!?」

　それでも、それぞれがそれぞれの良さを伸のばしあっていけるのは教室にとっての理想の一つだし、今、そんな能なしなりの甘い理想に少しだけ近づけた実感は確かにあった。

　奈瑠も初めはちょっと硬かたい表情が目立ったが、ここに来て良かったと思ってくれていたら、もっと嬉うれしいのだけど。

　気になるのは、奈瑠の右腕うで──。

　闘とう技ぎ場での一件では、振ふり回されているように見えたものの、結果、的確に黒こく曜ようとユリを庇かばうことに成功していた。

　ヒドラの意志の制せい御ぎよに成功した、と決めつけるには早いが、少なくとも奈瑠の意志である程度右腕の動きにも影えい響きようが出ると考えてよさそうだ。確かな収しゆう穫かくはあったといえるだろう。

　そして、賑にぎやかな雰囲気のなか、帰り着いてから数時間後──。

「それじゃ改めて星ほし美み津つ奈瑠さん！　零ぜろ式しき機き関かん、そしてブラック・ドッグへようこそ！　ボクたち全員、心から君を歓かん迎げいするよ！　右腕の件はあるけど、今日の活かつ躍やくを見る限りすっきり解決するような予感もしてます。みんなで楽しくやっていこう！　思えば──」

「なげーよ先せん公こう！　早くしろ！」

「あ、そう……？　それじゃ、みんな乾かん杯ぱい！　これからよろしく！」

「はい！　ありがとうございます！　よろしくお願いします！」

　日が沈しずんだ頃ころ、食堂に乾杯のグラスの音が響ひびき渡わたる。

　個人主義が特別強いこのブラック・ドッグの教室で、みんなが揃って楽しそうに笑ってくれていることが、本当に嬉うれしかった。







　ケーキはなかったけれど、たった五人しかいないのに、やけに賑にぎやかな歓迎パーティーを終えて、奈瑠は一人で寮りようの大浴場の湯に浸つかってボーッと天てん井じようを仰あおいでいた。ちょっと古いが、楽々足を伸のばせる広い浴よく槽そうはお気に入りだ。

　まだ候補生とはいえ、エージェントになって最初の一日が過ぎた。のんびり振り返ってみても、もの凄すごく濃のう密みつな一日だった気がする。

「奈な瑠るさん、ご一いつ緒しよしてもよろしいですか？」

「あ、紫し音おんさん！　はいもちろん」

　隣となりに、女の奈瑠でも見入ってしまうほど綺き麗れいな体を、申し訳程度にタオルで隠かくした紫音が、微笑ほほえみながらゆっくり入ってくる。

　ミステリアスでクール、大人な落ち着きと色っぽさが眼めを引く不思議な人だ。

「ご飯、凄すごく美お味いしかったです！　特にあの豆とう腐ふハンバーグが絶品で……」

「ふふ、それは良かったです」

「黒こく曜よう先生に後片付け任せちゃいましたけど、良かったんですか？」

「はい。先ほど洗い物も終わって、黒曜さまはそのまま外の掃そう除じでもしてくるとふらっと出ていったので、放ほうっておいていいかと。それよりどうでしたか、エージェントの生活は？　やっていけそうですか？」

　穏おだやかにそう尋たずねられて、笑え顔がおで頷うなずこうと思ったが──少し、思うところがあった。

「……まだまだ圧あつ倒とうされちゃうけど、ユリちゃんとも美み湖こ斗とちゃんとも仲良くなれそうで安心してます。けど……逆にちょっと、私なんかがやっていけるのかなって不安にもなっちゃいました。私には、みんなみたいな中二病の素質なんてないように思うから」

「初めはみんながそうです。ましてここは能なしの部隊なのですから、人の足を引っ張るくらいが丁度いいと思いますよ」

　励はげますようにそう言ってくれる紫音だったが、すぐ首を縦に振ふれなかった。

　湯船から、黒く染まった右腕うでを持ち上げる。

「……それじゃ、嫌いやなんです」

「どうしてですか？」

　裸はだかの付き合いというわけではないが、この人になら、何を話してもその気持ちを大切にしてくれるような気がしたから、少しだけ自分の過去を口にする。

「私、小さい頃ころに……友達に仲間外れにされてて……寂さびしくて辛つらかった時に、ある人に助けてもらったことがあって。そのせいで正義の味方とかヒーローに憧あこがれてたんです。あ、戦隊ヒーローとかなんとかマンみたいに派手なのじゃなくって、誰だれにも知られなくっても、陰かげで確かに人を助けてる感じの。そういう人になりたくていろいろ頑がん張ばってみたこともあったんですけど……向いてなかったみたいで、あんまりうまくいかなくて」

　えへへ、と曇くもりそうな顔を笑って誤ご魔ま化かす。はっきり言って、自分にとっての黒歴史だ。

「黒曜先生に言われて、この右腕で人を助けることが……他ほかの誰にも出来ないことが出来るようになるかもって思ったんです。それが自分のしなきゃいけないことなんだって。でも、みんな強くて格好良くて、足手まといになっちゃわないか心配で……ブクブク……」

　自分にしか出来ないことを見つけよう。そう意気込んでいたのに、お湯に沈しずめた口から漏もれるため息が泡あわになって消えるばかりだ。

　昔自分を助けてくれたヒーローのように、たとえ敵を作ってでも、助けたい人の力になる。けど、並なみ居るエージェントたちの中で、自分だけの役割を見つけるなんてことが出来るのか不安だった。

「奈な瑠るさん、実はわたくしたちは、出来てまだ二か月程度の新造の部隊なんです。黒こく曜ようさまは指導員として、ユリさんや美み湖こ斗とさんはエージェントとして、まだ二か月しか経験を積んでいません」

「……え？」

「その右腕うでに宿るヒドラが生まれるきっかけにもなったあの大地じ震しん。妄現体パラノイアは忘れられた妄もう想そうが積もっていった果てに生まれるので、妄現体の大量発生までにわずかな猶ゆう予よがありました。その猶予の間に戦力を整えるべく、機関は現役、退役済みに関係なく、全国からエージェントを一いつ斉せい召しよう集しゆうし、その召集に応こたえて復帰してきたのが、黒曜さまだったのです」

「復帰って……黒曜先生は、元エージェントだったってことですか？」

「彼が機関を辞やめたのは、もう三年も前のことです。わたくしが彼に初めてお会いしたのは……彼が現役だった頃ころですが」

「そうだったんですか……どうして、辞めちゃったんですか？」

「それは……いずれ、本人が語ってくれるかと。ただ奈瑠さん、素質は違ちがえど、わたくしたちはまだまだ今の役割を与あたえられて日が浅い未み熟じゆくな部隊です。そうは見えないかもしれませんが、自分の素質や実力を不安に思っているのは全員同じですよ」

「う……でも、やっぱり私なんかよりみんなの方が凄すごそうっていうか……」

「では奈瑠さん。そのうち黒曜さまも仰おつしやるかと思いますが……一つ、ブラック・ドッグの教訓を教えておきましょうか」

「え？　教訓ですか？」

「はい。『人生ダメ元』。黒曜さまの座右の銘めいです」

「人生ダメ元って……どうせ何をやっても上う手まくいかないってことですか？」

　少しふて腐くされたように唇くちびるを尖とがらせると、紫し音おんは可愛かわいらしく微笑ほほえんで首を横に振ふった。

「いいえ。自分にも他人にも期待はしない、けれど希望は捨てない。そういう生き方を言っているんです。最悪の事態になって当たり前。けれど成功を信じる心だけは決して忘れない。そうすれば……どう転んでも、きっと笑っていられるから、と」

　しばらく、その一見間ま抜ぬけに感じる言葉を頭の中で繰くり返した。

　人生ダメ元。期待はしない、けれど希望は捨てない。

　たとえダメでも──希望は、捨てない。

「焦あせることはありません。まずはゆっくりと出来ることを探してみてください。諦あきらめてしまうには、あまりに素す敵てきな憧あこがれだと、わたくしは思いますので」

「……はい！　ありがとうございます」

　そうだ。夢に辿たどり着けないなどと決めつけるのは早過ぎる。この右腕うでを、きっと仲間と肩かたを並べるための力に変えてみせる。そうなりたいと──今日、確かに思ったのだから。

　その時だった。脱だつ衣い所から話し声が聞こえてきた。

「だから美み湖こ斗と、風ふ呂ろ場に浮き輪持ち込むな！　気が散って落ち着かねーんだよ！」

「あら知らないの？　リラクゼーション効果を高めるには必要不可欠なのよ？」

　相変わらずつっけんどんな物言いのユリと、縞しま柄がらの浮き輪を手にした近この江え美湖斗が浴場に入ってきた。

「お、奈な瑠ると紫し音おんさん。なんだ、二人とも来てたのか」

「ユリちゃん。うん、ちょっと早い時間だけど、まったりしたかったんだ」

「そんな気分にもなるよな。今日はずっと騒さわぎっぱなしだったし」

　友達の姿に自然と笑え顔がおが浮かぶ。

　が、その笑顔に割り込むように、眼めの前に浮き輪を持った美湖斗が立ちはだかった。

「お待ちなさいな！　この近江美湖斗を差し置いておしゃべりなんて、勿もつ・体たい・ないわよ！」

「割り込んでくんな美湖斗！　どういう自分の売り込み方だよ！」

　黒こく曜ようにも引けを取らないくらい賑にぎやかな女の子、近江美湖斗に、ぎこちなく微笑ほほえむ。パーティーの時も一方的に美湖斗が喋しやべるばかりだったから、まだちょっと距きよ離り感が摑つかめない。

　と思っていたら、突とつ然ぜん美湖斗がヒドラの右腕うでに触ふれてきた。

「そう、これがヒドラの右腕なのね。やっと生で見られたわ！　禍まが々まがしいオーラが素す敵てき。紛まぎれもなく妄現体パラノイアと融ゆう合ごうした肉体、実に興味深いわ！　こくよーが手元に置いておきたがるのも分かる気がするわね。体の方に変化はないのかしら」

「ひゃあぁあぁん!?　ちょ、ちょっと！　み、美湖斗ちゃんやめてえぇぇぇっ！」

「あら、いい声で鳴くのね。発育も一いつ般ぱん的な中学生にしては良い方だし、肉体にどの程度の影えい響きようが出ているのか実に興味深いわ」

　全身くまなく触しよく診しんされて、しばらく浴場に嬌きよう声せいが響ひびき渡わたった。

「おい美湖斗ぉ！　お前ちょっとは遠えん慮りよしろ！　嫌いやがってんだろ！」

「あら、嫌がってたの？　ごめんなさい、あんまりにも気持ちよさそうだからつい。続きはまた今度にしましょ？　よいしょっと。さぁ、あたしの高貴な血流を加速させなくちゃ」

　ユリが美湖斗の体を引き離はなすと、美湖斗は優ゆう雅がに浮かべた浮き輪にお尻しりをはめて浴よく槽そうをまったり漂ただよい始めた。

「ったく……奈瑠、こいつ絡からみづらさじゃ先せん公こう以上だから、とりあえず軽く流す感じで付き合えばいいと思うぞ」

「そ、そうなの？」

「クスッ、近江美湖斗はしつこいわよ？　よろしくね」

　湯船から、無む邪じや気きで人懐なつっこそうな美み湖こ斗との笑えみが向けられる。

　──これが、ブラック・ドッグ。

　典型的な中二病の妄もう想そうを、零ぜろ式しき機き関かんで現実にしちゃったらしいユリ。

　自分の妄想をやたら大げさに語る、誇こ大だい妄想狂きようらしき中二病の美湖斗。

　そんな面子めんつを前にしても、余よ裕ゆうの落ち着きを崩くずさない紫し音おん。

　そしてこの場にいる全員を、揚よう々ようと笑いながら率いる『能なしの妄犬バウンド・ハウンド』無むヶが原はら黒こく曜よう。

　これが、これから奈な瑠るが共に過ごす仲間たち。

　不安はまだ尽つきないけれど、紫音が教えてくれた黒曜の言葉が、奈瑠の心をずっと軽くしてくれていた。

「ふふ、全員揃そろってしまいましたね。みなさん今日はお疲つかれさまでした。ケーキは抜ぬきになってしまったので、明日にでも何か甘いお菓か子しをお作りいたします。……黒曜さまには内ない緒しよで」

「やりぃ！　さっすが紫音さん、やっぱ先せん公こうとは違ちがうぜ。期待しとけよ奈瑠、紫音さんの作るお菓子、マジで絶品だから」

　黒曜のいない女子ばかりの空間だからか、なんとなくみんな表情が穏おだやかだ。みんなの優やさしい微笑ほほえみの中で、紫音が湯船から立ち上がる。

　その時、紫音の白くて綺き麗れいな背中に──一筋の大きな傷きず跡あとがあるのが見えた。

　驚おどろいて、ついその傷について尋たずねようとした瞬しゆん間かんだった。

「あ、しまっ──うわあぁぁぁぁぁ……っ！」

　情けない悲鳴と共に、何かが天てん井じようの換かん気き口こう辺りを突つき破って落ちてきた。

　白い湯船の中からぎこちなく顔を出したのは、どういうわけかビデオカメラを手にした、このブラック・ドッグの指導員、無ヶ原黒曜だった。

　全員のぽかんとした顔に囲まれながら、黒曜はぱくぱくと口を動かす。

「い、いや、こ、これはね……清せい掃そう員の人に換気口の調子が悪いみたいだって報告を受けてて……どんな状態なのか撮さつ影えいして業者にでも頼たのもうかと思ってるうちに、ここの真上に辿たどり着いて……校舎古くなってるから底が抜ぬけて……決して女湯を撮影しようだなんて好感度ダダ下がりな賭かけに打って出たわけじゃないんだ！」

　必死に弁明する黒曜だったが、直後に浴場に女性陣じんの悲鳴がこだました。

「こ、こくよー!?　あ、貴方あなたそこまで頭が悪かったの!?」

「てっ、てめー先公！　ふざけんのも大たい概がいに……うわぁぁ、体隠かくすもんがねぇぇ！」

　美湖斗が浮き輪で胸むな元もとと股こ間かんを器用に隠し、ユリは風ふ呂ろ桶おけで体を庇かばいながら大声で怒ど鳴なる。

　自分も体を抱だきながら湯船に首まで浸つかかったところで、紫音はタオルを体に巻き直して黒曜に向き直った。

「……黒曜さま？」

「や、やぁ、誰だれかと思えばボクが心から信しん頼らいする従者の紫音じゃないかー。美しく聡そう明めいで完かん璧ぺきを良しとする君が、まさか主人に暴力を振ふるうような雑なオチをかますはず──」
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「生憎あいにくですが、今は生徒たちの先せん輩ぱいとして規律を正すことを優先いたします」

「──さっすが紫し音おん、ぐうの音も出ない正論ぶば」

　悲鳴も騒そう音おんも許さない速度と容よう赦しやのなさで、黒こく曜ようは湯船に沈しずめられた。

「みなさん、いい機会ですので発情期のバカ犬に制裁を」

「紫音さんナイス！　やっちまえオラーっ！」

　何十頭ものクジラが水面を叩たたくかのように、黒曜の沈められた湯船に次々と風ふ呂ろ桶おけや洗面用具が叩き込まれていく。

「ぶあぁぁぁっ！　ちがっ、違ちがうんだぁぁぁぁっ！　な、奈な瑠るぅ、だ、だずげでーっ！」

「やぁぁぁん！　こっち来ないでくださいぃ！」

「うわぁぁ！　こんな死に方で明日の新聞一面を飾かざりたくないぃぃ！」

「訃ふ報ほう欄らんにも載のらねえから安心してくたばれゴミ教師ぃ！」

　やがて、浜辺に打ち上げられて鳥ちよう葬そうされた魚のようなザマの黒曜を取り囲んだ三人が、ブイサインを送ってきた。

　流石さすがにちょっと黒曜が可哀かわい想そうにも思えたが、まぁいっかと、自分も湯船の中から苦笑でブイサインを返すことが出来た。
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　翌日。黒こく曜ようはブラック・ドッグの全メンバーと一いつ緒しよに、美み湖こ斗とに案内されて街へと繰くり出していた。

「本当にここに来るのか美湖斗？」

「ふふん、この近この江え美湖斗が口にする以上、そこには真実しかあり得ないわ」

「その一言が既すでに怪あやしいけどな」

　街の中心部にある公園で、人の眼めも気にせずに白衣を大げさに翻ひるがえした美湖斗が、胸ポケットからくるくると伊だ達てメガネを取り出して掛かけると、偉えらそうに解説を始めた。

「昨日、街中を飛び回って、奈な瑠るが召しよう喚かんしたっていう例の使つかい魔まのドラゴンを探してみたわ。このあたしの尽じん力りよくによって見事！　ドラゴンを発見して、行動パターンを把は握あくすることに成功したの。あたしの予見が確かなら……今日、これからこの場所の上空にドラゴンが一体やってくるはずよ！　そこを狙ねらって、こちらから接せつ触しよくしてしまおうというのが、この近江美湖斗が提案する、奈瑠の右腕うでの調査の第一歩というわけよ！」

「なるほどね。奈瑠、右腕の調子はどうかな？　ドラゴンが近づいてきてるみたいだけど、何か変化は感じる？」

「いえ、特には。いつも通りって感じです」

「そっか、やっぱりイマイチ性質が摑つかめないね」

「それも、これから来るドラゴンと接触すれば何か分かるかもしれないわ、頑がん張ばりましょ？」

　態度や表現は大げさだが、美湖斗の情報収集能力は零ぜろ式しき機き関かんでも指折りだ。美湖斗がここまで断言する以上、きっとドラゴンは来る。

　いよいよ本格的に奈瑠の右腕の調査を始める。出来れば、今のまま特別なことが起こらないでいてくれた方が安心といえば安心なのだが。

「……んふ、予測通り。来てくれたみたいね」

　頭上を見上げる美湖斗が天高く指を突つき上げる。そびえたつビル群を縫ぬうように、明らかに鳥ではない影かげが、高速で飛んでくるのが見えた。

「お見事、美湖斗！　よし、ユリ！　〝心象解放リアライズ〟してドラゴンを捕とらえるんだ！　奈瑠は腕輪してないから、紫し音おんとここにいてほしい。必ず手がかりを摑んで戻もどってくるから」

「は、はい！　お役に立てなくてごめんなさい。無事を祈いのってます！」

「っしゃあ、いくぜ！　〝心象解放〟・閃華の縄張りブレイズ・テリトリー！」

　ユリが腕輪を掲かかげて叫さけぶと同時、辺りの景色が一変する。

　黒曜たちは一いつ瞬しゆんの後に、広々とした川の流れる夜の森林に立っていた。

　辺りには幻げん想そう的に輝かがやくホタルが舞まい飛び、足元にはホタルの灯あかりに照らされた百ゆ合りの花々があちこちに咲きほこっている。

　これがユリの心の中にある景色が具現化した世界だ。

　この世界には、腕輪を持った人間か、妄現体パラノイアしか侵しん入にゆうすることが出来ない。一度取り込まれた妄現体パラノイアは、この世界の壁かべを突つき破らない限り元の世界に脱だつ出しゆつすることは出来ないから、外の世界に残してきた奈な瑠ると紫し音おんは安全──だと思ったのに。

「な、何これ!?」

　その声に、ユリと美み湖こ斗との三人で、驚おどろいて振ふり返る。

　腕うで輪わをつけていない奈瑠が、なぜか当然のようにそこにいた。

「え？　奈瑠!?　どうして。腕輪持ってないはずなのに……」

「黒こく曜ようさま！　奈瑠さんが……」

　少し遅おくれて、薄うつすらと見えている外の世界の影かげに色が付くように、紫音も自分の腕輪を使ってこの世界に入ってきた。そこにいる奈瑠を見つけて、驚おどろきと安心が混ざったような顔で走り寄る。

　奈瑠は思考がストップしているのか、呆ぼう然ぜんとしたままキョロキョロしている。

　──考えてみれば当たり前かもしれない。奈瑠の右腕は妄現体と融ゆう合ごうしているのだから、腕輪の有う無むなんて関係なく、当然のように心しん象しよう世界に入れてもおかしくはない。

　そういう意味では、奈瑠の右腕に宿っているのは紛まぎれもなく『妄現体』なんだという決め手にもなってくれたが。

「……みんな、考えるのは一いつ旦たん後回し！　奈瑠、落ち着いて。今、ボクらはユリの展開した心象世界にドラゴンを取り込んだ。ここから戦せん闘とうが始まる。出来るだけ動かないで！」

「は、は、はい！」

　全員で暗くなった空を見上げる。心象世界に取り込まれたドラゴンは、こちらを見つけて勢いよく急降下してきた。

「屋上で奈瑠が召しよう喚かんした時より、大きくなってる……？」

　成長している。妄現体としてはまだまだ小型だが、中型犬くらいの大きさになっていたドラゴンが、こちらを値ね踏ぶみするように激しく翼つばさを羽ばたかせている。

　黒こく竜りゆう。ブラックドラゴン・ファミリア、とでもいうべきだろうか。

　ブラックドラゴンはしばらく様子を見ているようだったが、一ひと際きわ長くこちらを睨にらんだ後、鋭するどい牙きばをむき出しにして荒あら々あらしく吠ほえた。

「あ、そうですか。やっぱりボクですか……ユリぃぃぃ助けて──っ！」

　黒曜を標的に定めたブラックドラゴンが、体を縮めて砲ほう弾だんのように突とつ進しんしてきた。

　敵対してくる存在であれば、どこからどう攻こう撃げきが来るのか手に取るように分かるし、ほとんど反射的に体が動いて回かい避ひできるものの、それは常識の範はん囲い内での回避が可能ならの話だ。

　この黒竜、恐おそろしく速い。

「ったく、毎度毎度絶ぜつ妙みように人の足引っ張りやがって！　伏ふせてろ先せん公こう！　『闇花火の業炎スパーク・ブレイズ』！」

　柔やわらかい草の上に伏せた途と端たん、強い輝かがやきを持ったユリの蛍ほたる火びが空中で閃せん光こうと共に破は裂れつして、連れん鎖さ的な爆ばく発はつの帯になってブラックドラゴンを押し返す。昨日の闘とう技ぎ場とは比ひ較かくにならない威い力りよくで、背中が猛もう烈れつな熱風で煽あおられて息が詰つまる。

「うわぁぁぁっ！　ゆ、ユリ！　闘とう技ぎ場じゃないからって加減してよ！　焼死体になったらどうするのさ！」

「世界がちょっと静かになるだけだから安心しろ！　おい、こいつ倒たおしちまってもいいのか！」

「解かい析せきはあたしの方で継けい続ぞく中。普ふ通つうに戦ってくれてオーケーよ！」

　にっ、と獰どう猛もうに笑ったユリが攻こう撃げきを加速させる。大木の幹を抉えぐりながら力強く飛び回る黒こく竜りゆうを、無数の連れん鎖さ爆ばく発はつが作り出す光の竜が追っていく。

　川面かわもすれすれを黒竜が滑かつ空くうし水面に飛ひ沫まつの翼つばさが広がる。その後ろから飛沫を蒸発させながら爆発の帯が追いすがる。

　眼めでは追えないような高速の攻防の中で、時折ブラックドラゴンは黒こく曜ようを目がけて不意を突つくように突とつ進しんしてくる。動きが直線的なのが唯ゆい一いつの救いだ。

　じっと見ていても、ブラックドラゴンは黒曜以外を標的にする気配がない。攻撃を加え続けているユリにも、眼を離はなさない美み湖こ斗とにも、心しん象しよう世界内では丸まる腰ごしに等しい紫し音おんにも、召しよう喚かんした本人である奈な瑠る自身にも、まるで興味を示さない。

　やはりヒドラの意志は、この『無むヶが原はら黒曜』を付け狙ねらっていると考えざるを得なさそうだ。

「はっ、この『閃華の縄張りブレイズ・テリトリー』に入って、いつまでもちょこまか逃にげられると思うなよトカゲ野や郎ろう！」

　攻撃の手がやむと必ず黒曜目がけて突進を繰くり出すブラックドラゴンの性質を読んだのか、ユリは立ちはだかるように黒曜の前に躍おどり出た。

　紅くれないの宝玉がはまったユリの指輪に、強きよう烈れつな輝かがやきが収束していく。正面から突進してくるブラックドラゴンを、身を翻ひるがえしながらカウンターの要領で切り裂さく。

「千切れなっ！　『闇千切りの尖爪ブレイズ・リツパー』！」

　五本の残光が猫ねこの爪のように闇やみを切り裂き、ブラックドラゴンの翼を空中で切り飛ばした。

　落下して滑すべり込んできたブラックドラゴンは、苦しそうに喘あえぎながらその場でもがくばかりだ。どうやら決め手になったらしい。

「す、凄すごい……これがユリちゃんの全力……」

　傍かたわらで見守っていた奈瑠がぽつりと呟つぶやく。ユリは自じ慢まんげに切り裂いたブラックドラゴンの翼を手にして、奈瑠に向けて腕うでを上げた。

「おいおい奈瑠、そんなわけねーだろ。やろうと思えばまだまだやれるぜ！」

「え、えぇ!?　ど、どこまでバトルのスケールが大きくなっちゃうの!?」

　奈瑠の反応にまんざらでもなさそうに頰ほおを緩ゆるませているユリの頭にポンと手を置いて、もがいているブラックドラゴンに近づく。

　だがその時、切り裂かれた翼の付け根がぼこぼこと泡あわ立だっていることに気が付いた。その眼の輝かがやきはまだ消えていない。

「──ユリっ！」

　咄とつ嗟さにその体を押し倒たおす。次の瞬しゆん間かん、翼つばさを復活させたブラックドラゴンが撃うち出されるように突とつ進しんしてきた。

　右の肩けん甲こう骨こつの辺りを深々と削そがれ、強きよう烈れつに意識が揺ゆさぶられる。

「っ……」

「せ、先せん公こうっ！」

　心しん象しよう世界の中でのダメージは、精神へのダメージだ。攻こう撃げきを受ければ体は傷つくし、痛みも感じれば出血もするが、それはあくまでこの世界の中だけの話。

　夢の中で戦っていたかのように、現実世界に戻もどれば受けた傷は全すべて消える。だが精神へのダメージは別だ。

　エージェントであれば妄現体パラノイアの攻撃にある程度の耐たい性せいはつく。だが負ったダメージは全て、例外なく現実世界に戻った時に精神への衝しよう撃げきとなって跳はね返ってくる。

　万が一この心象世界内で死ぬようなことがあった場合、その人は現実世界で二度と目覚めない。それが『昏こん睡すい症しよう』。妄現体に意志を喰い破られた精神の亡骸なきがらだ。

「黒こく曜ようさまっ！」

　紫し音おんの焦あせった声を聞きながら頭上を見上げる。たび重なる突進で少しは学習したのか、ブラックドラゴンは尻尾しつぽを器用に使い、大木をポールのように利用して高速で反転してきた。

　紫音の力を借りられれば対処はできるが、間に合わないタイミングだ。

　油断した。流石さすがにちょっと笑いごとじゃ済まない、と、それでも浮かんでくる冷ひや汗あせ混じりの笑えみを邪じや悪あくな竜りゆうの瞳ひとみに映した瞬間だった。

「やめてぇぇぇっ！」

　奈な瑠るの叫さけびが心象世界に響き渡った。その途と端たん、ブラックドラゴンは見えない壁かべにぶつかったかのように、必殺のタイミングだったにもかかわらずガクンと動きを止めた。

「止まった……？」

　針の穴のように開いた一瞬の隙すき。そこを見逃のがさなかった美み湖こ斗とが、即そく座ざに右腕うでに銀色の先せん鋭えい的な重火器を形成した。

「『反証の聖槍デストラクト・レイ』！」

　凛りんとした掛かけ声ごえの直後、空中で停止していたブラックドラゴンが蒼あおいレーザーに貫つらぬかれ、そのまま焼き尽つくされて果てた。

　漆しつ黒こくの霧きりとなって霧む散さんしたドラゴンは、気のせいか、風に乗るように奈瑠の方へと飛んでいったようにも見えた。

「美湖斗、ナーイスタイミング！　助かったよ！」

「んふ、一番の見せ場を私が持って行くのは当然のことよ！」

　自分に酔ようように堂々と腕を広げた美湖斗は、一度奈瑠に向かってウインクすると、装着した光学兵器を光に変えて消失させた。

　どうやら、なんとかこの場は収まったようだ。

「お、おい先せん公こういつまで人押し倒たおしてんだよ早くどけバカっ！　マジで焼き殺すぞ！」

　見下ろせば、ユリが真っ赤な顔で八や重え歯ばを剝むき出しにして怒おこっていた。咄とつ嗟さのことだったとはいえ、自分は今ユリを完全に押し倒して馬乗りになっている。

「あ、ごめん悪気はなくて。〝心象解放リアライズ〟解いていいよユリ」

　慌あわててユリの上からどいて、その場に正座する。

　舌打ち交じりでユリが体を起こし、黒こく曜ようと向き合って座ったまま〝心象解放〟を解除する。

　元の公園に戻もどった瞬しゆん間かん、右肩かたに受けた傷の分が精神に跳はねかえり、頭の芯しんが痺しびれるような強い眩暈めまいがした。

「あ……っつ」

「お、おい先公！」

　ぐらりと体勢を崩くずした途と端たん、咄嗟にユリが支えようと前に出て来てくれたけれど、タイミングが合わず、自分の手がユリの手とすれ違ちがい、そのままユリの胸の膨ふくらみを思いっきり摑つかんでしまった。

「ひゃ──うわあぁぁぁっまたかぁぁぁぁ！　何すんだこのバカぁぁぁぁっ！」

　この場で一番ダメージを受けてるはずなのに、キャラも何もかなぐり捨てた涙なみだ目めのユリにグーで五発殴なぐられた。流石さすがに敢あえて全部受けた。







「はいこれ。昼間のドラゴン戦の解かい析せき結果よ。遅おそくなっちゃってごめんなさいね」

　ドラゴン退治の時に負った傷──ではなく、ユリに殴られた箇か所しよの痛みがようやく収まってきたその日の夜。

　黒曜は美み湖こ斗とに呼び出されて、あのドラゴンや奈な瑠るの右腕うでについて、美湖斗が解析した情報をまとめた資料を手渡わたされていた。

「ありがとう美湖斗。立ち話もなんだし、部屋の中で話さない？」

「んふ、その手には乗らないわよ、こくよー。近この江え美湖斗の研究室には、近江美湖斗に選ばれた者しか入ることが出来ないの。迂う闊かつに入ればその場に蓄ちく積せきされた圧あつ倒とう的な情報量に脳神経がショートして廃はい人じんになりかねないわよ？」

　ぴっちりした服装の上から、裾すそを引きずりそうなほど大きな白衣をマントのように着込んだ美湖斗は、そう言うとにんまり笑って伊だ達てメガネをくいっと持ち上げた。

　この大げさな物言いは会った時から変わらない。妄もう想そうとはいえ本気で世界を動かす支配者を目指している。ユリが闇やみ属性の狩人ハンターなら、美湖斗は光属性の魔ま王おうといったところだろうか。ただ──。

「え、知らないの美み湖こ斗と？　立ち話よりも部屋の中で会話した方が、しかも男女一組で可能な限り近い距きよ離りで話をした方が、情報の伝達力や記き憶おく量が大おお幅はばに上がるって最新の研究結果が出ているんだよ？　まさか知らないわけないよねぇ？」

「な、なんですって!?　……も、もも、もちろん知ってるわよ。当たり前じゃない。この近この江え美湖斗の中ではそんな研究結果、既すでに常識の範はん囲い内よ」

　実のところ、正しよう真しん正しよう銘めい本当に、近江美湖斗は同年代の中学生とは比ひ較かくにもならない天才少女だ。生まれた時から周囲とは桁けた外はずれの才覚を発揮して孤こ立りつを深めていった、いそうでいない、でもいたら大変そうな、そういうリアリティのないリアルな生おい立たちを経て来た女の子だ。

　けど、紛まぎれもない『本物』であるが故ゆえに──この子は壊かい滅めつ的に噓うそや冗じよう談だんに弱い。

「それじゃ、常識に則のつとって部屋でゆっくり話をしよっか！」

　にこっと笑って、ずいっと美湖斗に詰つめ寄る。が、しかし。

「た、確かに常識よ。当然知っているのだけれど……や、やっぱりダメよ。すぐ終わる話だし、その……し、下着とか散らかったままだもの」

　頰ほおを赤らめ、扉とびらを隠かくすように腕うでを広げながら上うわ目め遣づかいを向けて来る美湖斗に、このへんはまだまだ中学生だとおかしさで苦笑する。

「そっか。じゃ、散らかった下着で脳神経がショートしないようにここで話そう。さて、せっかく調べてもらったドラゴンの解かい析せき結果だけど……、この『中二病化』っていう、聞く人によっては戦せん慄りつするような単語は一体どういうこと？」

「まぁ、文字通りの意味なのだけどね。昼の一件で一体消しよう滅めつしたから、あのドラゴンは残り三体。ドラゴンは一定のルートを移動しながら一いつ般ぱん人を襲おそっているわ。ドラゴンが標的にしているのは主に中高生の子供ね。あたしに感知できる範囲では、エージェント候補生とまではいかなくとも、比較的世界浸しん食しよく率りつの高い子供ばかりが狙ねらわれているみたいよ」

「日頃から、そこそこ強い妄もう想そう癖へきのある子がドラゴンに狙われてる、ってことかな」

「そうね。そしてここからが奇き妙みようなの。妄現体パラノイアに襲われた人間は高確率で昏こん睡すい症しようになるけれど、あのドラゴンに襲われた子供は昏睡症にはならず、どういうわけか世界浸食率……妄想の強さのみが上じよう昇しようして、結果、発ほつ作さ的に中二病的な奇き行こうに走るようになるみたいなのよ」

「発作的……。そういえば奈な瑠ると初めて会った時、教室の生徒が次から次へとコテコテの中二病患かん者じやになっていったけど、あれは奈瑠の使つかい魔まに襲われた後遺症ってことなのかな」

「そういうことで間ま違ちがいないと思うわ。そして厄やつ介かいなのが、襲われて中二病化した子供たちは、その中二病発作が起きている間のことを覚えていないみたいなのよ」

「覚えてない？」

「というより、すぐ忘れてしまう、といった方が正しそうね。これ、どういうことか分かるわよね？」

「……妄現体が発生したり、成長するためのエネルギー源は人に忘れられてその場に溜たまっていった妄もう想そう。そのドラゴンがしていることは、まるで──」

「えぇ。まるで成長するためのエサ場を自分たちで作って広げているようにも見えるわ。広こう範はん囲いの子供たちが一いつ斉せいに中二病化して、そしてその時の妄想をすぐに忘れていく。その時発生する妄想のエネルギーを美お味いしく頂ければ、短期間で強力な個体に成長することも可能でしょう」

「……分かった。でもボクは奈な瑠ると出会った時も、昼間も、あのドラゴンに明確な敵意を持って真っ先に攻こう撃げきされたよ？　それも真まっ直すぐ突つっ込んでくるばっかりで知性を感じさせない戦い方だった。聞いてる限りあのドラゴンには高度な知能があるようにも思えるけど、どこか仮説が間ま違ちがってるのか、それともやっぱりボクだけ例外なのかな？」

「分からないことは多いけど、ヒドラの意志がこくよーを付け狙ねらってるのはほぼ間違いないわね。理由は不明。でも最初のこくよーの考え通り──あの掃そう討とう作戦の時、こくよーがヒドラをばらばらに喰い千切ったことをヒドラの意志が憎にくみ、危険視しているとすれば一番納なつ得とくがいくと思うわ」

　美湖斗は伊だ達てメガネのフレームに指をかけて回してから白衣のポケットに引っかけ、扉とびらを開けてするりと部屋に入った。

「やっぱり、そうだよね……」

「そんな顔しないの。貴方あなたは何も悪くないわ、なんとか解決する方法を探しましょう？　奈瑠だって、あたしたちしか頼たよりに出来る相手がいないんだから」

「ははは、中学生に励はげまされちゃったよ。うん、そうだね。ボクも頼りにしてるよ天才少女」

「んふ、頼りにされてやるわ凡ぼん才さい指導員。それじゃ、少し寝ねるわね。おやすみなさい」

　そう言って扉は閉まった。

　──奈瑠の右腕うでには黒曜を憎むヒドラの意志が潜ひそみ、使つかい魔まのドラゴンを使って着々と力を蓄たくわえている。今のところ、これが一番納なつ得とくのいく考えだ。

　奈瑠にどう説明したものか、と考えながら踵きびすを返したところで、ほとんど鉢はち合あわせするように、廊ろう下かでユリと眼めが合った。

「どわぁ!?　せ、先せん公こうこんな時間に女子寮りようぶらぶらしてんじゃねーよ！」

　キャラものの黄色いパジャマを着ているユリは恥はずかしそうに体を曲がり角に隠かくしながらそう言った。

「ごめんごめん、美み湖こ斗ととちょっと打ち合わせをね。ユリこそこんな時間にどうしたの？　早く寝ねないと疲つかれが取れないよ？」

「……はっ、夜はこの『閃華ブレイズ』の時間だ。悪戯いたずら好きな闇やみの風がオレを誘さそうもんだからな」

「あぁ、トイレに起きたんだ。ごめんごめん」

「気付いても言うなそういうことっ！　つーか、美湖斗に用があったんだよ。奈瑠のことでちょっと気になることがあってな。……まぁ別に先公でもいいか」

「妥だ協きようしてくれてどーも。どうかしたの？」

「……なぁ、もう一回教えてくれ。妄現体パラノイアってさ、人間の敵なんだよな？」

「うん？　そうだね。初めて会った時に説明した通り、どんな妄現体も基本的に人間に攻こう撃げき的だ。人間を襲おそうのは、人間の妄もう想そうしか妄現体にはエネルギー源がないからって考えられてる。本能のまま沢たく山さんの妄想を喰くらった妄現体はどんどん強大になっていって、やがて人間に近い知性や自我に目覚めて、より厄やつ介かいになっていく……っていうのが通説だね」

　どんな指導員であっても、おそらくは新しん米まいエージェントに最初に教えるであろう内容だ。ユリはそれを聞いて、難しい顔でしばらく何か考えていた。

「じゃあ昨日のあれは……そっか、誰だれかを守ろうとしたんじゃなくて、大勢の獲え物ものに敵対しただけで……」

「何か気になるの？」

「いや、お陰かげですっきりした。別に大したことじゃねーから気にすんな」

「そう？　ならいいけど、気になることは相談してほしいな。能なしでも力になりたいしさ」

　ユリの瞳ひとみに、ふにゃっとした自分の笑え顔がおが映る。

「っ……お前のそういうとこが本当に……いつもヘラヘラ笑ってんじゃねーよ。真ま面じ目めに生きてんのか、この野や郎ろう」

「不真面目に死んでるように見えるの？」

「見えねーよアホ！　ただの往おう生じよう際ぎわの悪いゾンビじゃねーか！　さっさと寝ねろバーカ！」

　アホかゾンビかバカかどれかにしてほしいなと笑う黒こく曜ようの横を、スリッパをペタペタいわせながらユリがちょっと恥はずかしそうにすれ違ちがっていった。

「あ、そうだ！　ユリ、大事なこと言い忘れてた！」

「うわぁ!?　な、なんだよ、どうした！」

「そのパジャマ可愛かわいいね」

「うっせぇバーカ！　焼き殺すぞこの野郎！」

　からかい甲が斐いのある生徒に手を振ふって、黒曜は女子寮りようから逃にげるように自室に戻もどった。

　自室ではメイド服姿の紫し音おんが、寝る前のハチミツ入りホットミルクを準備してくれている。

「あ、紫音ありがとー」

「何か分かったのですか？」

「うん。奈な瑠るの右腕うで、ヒドラの意志が今もボクを憎にくんでいる……って考えで、どうも決まりっぽいね」

　その言葉に、紫音がミルクを注ぐ手を一いつ瞬しゆん止めた。

「あの掃そう討とう作戦の時、ボクらはヒドラ誕たん生じように先立って突とつ撃げきして、ボクの能力でヒドラが完全体になる前にその体を喰い千切った。強大な妄現体には強い意志が宿る。あれだけ巨きよ大だいな妄現体だ、その意志もしぶとく残って奈瑠に取りついた……ってことだね。やれやれ全く、決着をつけるための作戦だったのに、後始末が半はん端ぱになっちゃうあたりがなんとも能なしっぽいよね」

「あの状じよう況きようではやむを得ませんでした。黒こく曜ようさまがああしていなければ、機関や一いつ般ぱん人の被ひ害がいは甚じん大だいなものになっていたでしょう」

「そう言ってくれるとホッとするよ。出来るだけ奈な瑠るを不安にさせたくないけど……、口には出さないだけで、きっと怖こわいはずだよね。大だい丈じよう夫ぶかな」

「お言葉ですが黒曜さま、そういった心配は無用かと。奈瑠さんの心の芯しんには、誰だれかの助けになりたいという優やさしい想おもいがあります。あのユリさんが半日で笑え顔がおを見せるようになった子です。信じてよろしいかと思いますが」

　珍めずらしく饒じよう舌ぜつに語る紫し音おんに、不安も吹ふっ飛んだ。この従者の人を見る眼めは、自分よりも遥はるかに優すぐれている。

「そっか……、そうだよね！　よーし、それじゃボクは昼間のドラゴンについて報告書作れって切せつ奈なに言われてるから、先に寝ねちゃっていいよ」

「恐おそれ入ります。それでは」

「うん、おやすみ紫音」

　紫音が隣となりの部屋に入っていった後、すぐに衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきた。途と端たん、チャンスだと直感が働いた。

　爽さわやかに別れた今なら油断しているはず、男ならここで行くしかない。と眼を光らせて、こっそり覗のぞいてしまおうと扉とびらに近づいた瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな勢いで扉が開け放たれて鼻先を強打した。

「うぼぁぁっ!?」

「毎度毎度、なぜ懲こりないのですか」

「なんでさ！　たまにはちょっとくらいサービスしてくれてもいいじゃない！」

　そっけなく閉まった扉に、敵かなわないやと肩かたをすくめて仕方なく仕事にかかろうとする。と思ったのに、意外にも小さく扉が開いて、一枚だけ羽織ったワイシャツから艶つやっぽい肌はだを覗のぞかせながら、恥はずかしそうに紫音が顔を出した。

「あの……黒曜さま」

「えっ、どしたの？　ひょっとして日ひ頃ごろ溜たまったストレスを熱く発散したくなったとか？」

「そのストレスの原因を今すぐ捻ひねり殺しても良いのですが、ただ、その……壁かべに黒い侵しん入にゆう者しやが張り付いているので、救きゆう援えんを要よう請せいしてもよろしいでしょうか……？　あの、は、早く……」

　ちょっと悔くやしいのか、拗すねたように唇くちびるを尖とがらせている紫音に思わず笑う。

　零ぜろ式しき機き関かんの歴史上最も優ゆう秀しゆうと噂うわさされる従者も、あの地上最強の害虫だけは苦手らしい。







「奈瑠ー、ちょっといいか！」

　朝、ユリの慌あわてた声に呼ばれて、パジャマのまま奈瑠は部屋の扉を開ける。

「朝からうるさくして悪い、まだ寝てたか!?」

「うぅん、さっき起きたとこだけど、どうしたの？」

「美み湖こ斗との奴やつこっち来なかったか？　あいつ、夜の間に紫し音おんさんが昨日作ってくれたオレのシュークリーム勝手に喰くいやがったみたいで、部屋まで押しかけたら逃にげやがったんだ！」

　昨晩、紫音がドラゴン退治のお祝いにと、黒こく曜ように内ない緒しよで作ってくれたシュークリームだ。確かに舌がとろけそうなほど絶品だった。

「え？　美湖斗ちゃんってそんなことするの？」

「あいつ夜型だから、夜中に普ふ通つうに冷蔵庫漁あさったりすんだよ。ちっくしょう、いくつかオレ用の冷蔵庫に入れて楽しみに取っておいたのに……っ！」

「そ、そうなんだ……。美湖斗ちゃんなら見かけてないよ？　外まで逃げちゃったんじゃないかな？」

「とにかく見かけたら教えてくれ！　なんならとっ捕つかまえてくれてもいいぞ！」

「ど、努力するね」

「頼たのむな！　ちっくしょう美湖斗の奴、また人の好物かっさらいやがって。今度という今度は絶対焼き殺してやる……っ！」

　廊ろう下かを突つっ走っていくユリの背中を見送って、扉とびらを閉める。

「……行っちゃったよ？」

　クローゼットに声をかけると、中からアルマジロのようにころころと転がりながら、寝ね癖ぐせまみれの美湖斗が出て来た。

「よいしょっと。ありがとう、よくやってくれたわ。これで貴方あなたはこの近この江え美湖斗の信しん頼らいを得たわ、光栄に思いなさい！」

　ダブダブの白衣を翻ひるがえして彫ちよう像ぞうのようにポーズを決める美湖斗に、呆あきれて眼めを細める。

　美湖斗が「チンピラに追われている」と、滑すべり込むように奈な瑠るの部屋に入ってきたのは、ユリがやってくる一分ほど前だった。どうしよう、勢いに負けてユリを敵に回してしまった。

「もう、人のもの勝手に食べたらダメだよ美湖斗ちゃん」

「シュークリームは共用の冷蔵庫に入っていたのよ？　間ま違ちがってるのはユリユリの方よ」

「本当に食べちゃったんだ……」

「紫音のシュークリームは絶品だったでしょ？　味が落ちる前に頂くのはむしろ礼れい儀ぎよ。さ、遠えん慮りよはいらないわ。座ったらどう？」

「ここ私の部屋だよね!?」

　悪びれる風も見せずに、美湖斗はベッドに足を伸のばすと、シャツの中からタブレットＰＣを取り出して、何やらカチャカチャ弄いじり始めた。

　隣となりに座ると、なぜか肩かたがくっつくほど近くまで美湖斗が座り直して画面を見せてくれる。

「何してるの？」

「貴方の右腕うでについて、もろもろの情報も踏ふまえてまとめ直しているのよ」

　びっしりと書き込まれた個人情報に、眩暈めまいがしそうになった。

「うわ、凄すごい。黒こく曜よう先生に頼たのまれて？」

「この近この江え美み湖こ斗とは興味の対象は自分で決めるわ。あたしが嬉き々きとして作業をしているのなら、それはあたし自身がやる価値があると確信している時だけよ！」

「あ、そ、そうですか……」

「妄現体パラノイアと融ゆう合ごうした人間、星ほし美み津つ奈な瑠る。研究のし甲が斐いがあるわ。もちろん結果的にこくよーや機関の助けにもなるでしょうけど、それはついでね」

　それっきり黙だまり込んで、不敵に微笑ほほえんだまま軽快な指の動きでキーを叩たたいていく美湖斗に、ちょっと居い心ごこ地ちの悪さを感じる。

　改めて、黒曜やユリとは変人としてのベクトルが違ちがう独特な雰ふん囲い気きの子だと思った。

　それでも昨日までのやり取りで、初めの苦手意識や抵てい抗こう感はかなり小さくなっていた。距きよ離りを縮めるためにも、思い切って話を振ふってみることにする。

「ねぇ、美湖斗ちゃんはどうしてここに来たの？　やっぱり黒曜先生にスカウトされて？」

「んふ、知りたいのね？　この天才・近江美湖斗の経歴を。いいわ、教えてあげましょう。こくよーがあたしの才覚に惚ほれ込んでナンパしに来てね。学校の教室までニコニコしながら無断で入ってきたのが彼との出会いだったわ」

「な、なんかつい最近似たようなことがあった気がする!?」

「この近江美湖斗の力が必要だと言ってきたこくよーのことを、興味深いと感じてついてきたのだけど……んふふ、予想通り大正解だったわ！　選ばれた人間が集つどう零ぜろ式しき機き関かん、二つとない自分だけの能力、未いまだ底知れぬ妄現体との戦い、毎日が胸躍おどるようだわ！　そんな中でいずれは頭角を現していき、政界にすら喰くいこむ零式機関の中でこの近江美湖斗が実権を握にぎり、やがて世界にすら影響を与あたえる並ぶ者のない特別にして唯ゆい一いつの存在『支配者ザ・グラスパー』になるの！　貴方あなたもそんな未来を夢想するとワクワクしてくるでしょう？」

「と、途と中ちゆうから置いてかれたけど、とりあえずハイ！」

　話を振ったことをちょっとだけ後こう悔かいした。妄もう想そうのベクトルがド直球過ぎる。

　ミュージカルの主演みたいに身振り手振りを交えて喋しやべる美湖斗に、１を尋たずねると10くらいになって返ってくるタイプの子だとこの時点で確信した。

「あら、この近江美湖斗の未来図を語ってあげたのに反応が薄うすいわね。まぁ、偉い大だいさというものは人を閉口させるものだから仕方ないか。……それにしても、部屋で一対一、密着するほどの距離なのに伝達力の向上があまり見られないわね……」

　なぜか最後の呟つぶやきだけ黒曜の悪戯いたずら心が介かい入にゆうしている気配があった。

　でも──大げさではあるけど、ここまではっきり自分の夢を語れる度胸は凄い。普ふ通つうの日常になんの未練もないような、そういう徹てつ底ていした決意はしっかり感じ取れた。

　このブれない力強さは、羨うらやましいと思う。

「まぁいいわ。それより奈な瑠る、貴方あなたの未来図を聞かせて頂ちよう戴だい？　これから一いつ緒しよにやっていくチームメイトなんですもの。貴方のこと、もっとよく知りたいわ。んふ、貴方はどんな野望と共に、この非日常に足を踏ふみ入れたの？」

「や、野望？　み、未来図？　え、えっと……美み湖こ斗とちゃんみたいに壮そう大だいな夢があるわけじゃないけど、自分にしか出来ないことを見つけて、誰だれかの力になりたいな、って思ってるよ？」

「素す敵てきじゃない！　その時は是ぜ非ひあたしの力になってもらうわね。……はっ！　そうか、初めからこの近この江え美湖斗の助手というポジションを狙ねらってやってきていたのね！　そういうことなら先に言ってくれればいいのに。あ、でも恥はずかしいものよねそういう気持ちは。心配しないで、貴方があたしの右腕うでになってくれる日を心から待っているわ！　共に手を携たずさえて、この退たい屈くつな秩ちつ序じよのトリカゴを制圧しましょう！　あたしたちの未来は明るいわ！」

「私の未来図が一ひと息いきでド派手になった!?　ま、まぁ何を言ってるかぶっちゃけよく分かんないけど……そういうのもいいかもね。ずっと大事な友達の支えになるっていうのも」

　ガシッと摑つかまれた右手を軽く握にぎり返して、左手で後頭部を搔かきながら、ちょっと照れくさいけどそう言った。

　言い回しはともかく、美湖斗もユリと同じで、根は優やさしくて純じゆん粋すいな子のようだ。なんの躊躇ためらいもなく握ってくれた右手の温かさに、美湖斗ともきっと仲良くなれると感じて微笑ほほえむ。

　けど、これまでの調子で大げさな言葉が返ってくるものとばかり思ったのに──美湖斗は奈瑠の腕を摑んだまま硬こう直ちよくしてしまった。

「……と……ＴＯＭＯＤＡＣＨＩ？」

「な、なんでネイティブな発音になっちゃったの？　友達……でしょ？」

　安心した矢先、そういう風には見てくれないのかなと不安になって、上うわ目め遣づかいで探さぐるように美湖斗を見つめ返すと、バグった機械のようにぎこちない動きで、美湖斗は奈瑠から距きよ離りを取ってしまった。

「そ、そ、そそ、そうね。そう呼ばれる関係も悪くないのかもしれないわね。もちろんあたしは友達という関係についても熟じゆく知ちしているから心配いらないわ！　そう。心配いらない！」

　明らかに挙動不ふ審しんになった美湖斗に小こ首くびを傾かしげると、軋きしむ音がしそうなほどカクカクした動きで美湖斗は踵きびすを返してしまった。

「そ、それじゃあお邪じや魔ましたわね。あたしは部屋に戻もどるから……」

　その時だった。

「見ぃぃぃつけたぞぉぉぉ泥どろ棒ぼう猫ねこぉ……っ！」

「あ」

　窓ガラスの向こうに、獲え物ものを追い詰つめた獣けもののような笑えみを浮かべたユリが張り付いていた。

「……それじゃ、失礼」

「失礼なのはお前の方だアホぉっ！」

　一いつ瞬しゆんで〝心象解放リアライズ〟したユリが辺りを夜の草原に変えてこちらを取り込み、逃にげようとする美み湖こ斗とをガッチリ押さえ込んだ。

「きゃ──っ！　何するの無礼者！　貴方あなた、この近この江え美湖斗を一体誰だれだと思っているの！」

「お前今自分で名乗っただろうが！　そう何度も逃げられると思うなよ天才もどき！」

「くっ……あ、見なさいユリユリ、あんな所に綺き麗れいな十円玉が落ちているわ！」

「え、マジで!?　超ちよう欲しい！　ってバカかこの野や郎ろう！　なんでオレの心しん象しよう世界に綺麗な十円玉が落ちてんだ！　他人の冷蔵庫を勝手に漁りやがって、シュークリーム返せぇ！」

「だから共用の冷蔵庫にって……うにゃっ！　あっ、はははは、ダメ、ユリユリ、くすぐったいったら……っ！　噓じゃないわよあはははは！」

　美湖斗がユリに組み伏ふせられて全身くすぐられていく。だんだん極きわまっていく美湖斗の声に、なんとなくドキドキしてきた。

「ひひひっ、おい奈な瑠る、お前も手ぇ貸せ！　このケチな天才に反はん撃げきするぞ！　美湖斗ぉ、お前にも闇やみの快楽ってものを教えてやるよ。お高く止まってねーでこっちに堕おちろぉ！」

「あっ、あんっ、くぅ……このゆとりが……っ！」

「もう終わったっつーの！　まだ抵てい抗こうすんならこうしてやんよ！」

「あぁ、ユリちゃんがどんどんゲスな顔に……」
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　しばらくユリに蹂じゆう躙りんされた美湖斗が喘あえぎながら地面をバタバタ這はいずっている。

「はぁ……はぁ……あ、ユリユリ、こくよーが呆あきれた顔で見ているわ！　いいのかしら!?」

「えっ!?」

「とう」

「あっ、てめ！　騙だましたな！」

　奈瑠の背後に回り込んだ美み湖こ斗とに背中を押され、ユリへの盾たてにされてしまった。

「奈な瑠る、そいつを引き渡わたせ。オレにつけば美お味いしい飯が食える店紹しよう介かいしてやる」

「奈瑠、そいつを追い出して。あたしにつけばブラック・ドッグ全員のいかがわしい個人情報を教えてあげてもいいわ」

「な、なんか派は閥ばつ争いに巻き込まれた上に見返りのつり合いが全然取れてない!?　もーっ！　二人とも仲良くしてよ！　と、友達なんだ【し愛してる】から！」

　ハブとマングースの間に挟はさまれたような気分で、思わず叫さけんだ言葉が全員を絶句させる。

　しばらく気まずい沈ちん黙もくに浸ひたった後、三人同時に顔を赤らめて視線を逸そらした。

「ま、まぁ……奈瑠に免めんじて勘かん弁べんしてやるか」

「そ、そうね……奈瑠に悪いものね」

「な、なんで二人とも赤くなってるの!?　ち、違ちがうよ！　最後のは右腕うでが言ったんだよ！」

　死ぬほど恥はずかしいけど、とりあえず場が収まってよかった。身構えていた腕を下ろすと、解けかけていた右腕の包帯がするすると落ちていく。

　──先にそれに気付いたのは、奈瑠ではなく、ユリと美湖斗だった。

「えっ……？　お、おい奈瑠、それどうした？」

「え？　何が？」

　呆あつ気けに取られた様子のユリの前で、きょとんと小こ首くびを傾かしげる。

　後ろから真しん剣けんな顔つきになった美湖斗にも右腕を持ち上げられ、我に返った様子の二人の視線を追って、ようやく自分の右腕を見下ろす。

　肘ひじの辺りまでだった黒い浸しん食しよくが、今にも肩かたまで飲み込んでしまいそうなほど、二の腕の上までをほぼ覆おおい尽つくしていた。

「な、何これ……どうして」

「浸食が進んだのか……？　と、とにかく先せん公こうのとこ行くぞ！」

「あたしはまとめた情報を一から確かく認にんするわ。何か手がかりを見落としているかもしれない」

「頼たのむぞ美湖斗！　よし、奈瑠行くぞ！」

　一いつ瞬しゆんで役割分担を済ませた二人のコンビネーションに圧あつ倒とうされつつ、〝心象解放リアライズ〟を解除したユリに手を取られ、黒こく曜ようの部屋まで全力ダッシュする。

　まだちゃんと回っていない頭のまま扉とびらの前に立つと、昨日もこんな風に、この扉をぶち破ってから賑にぎやかになったっけと、吞のん気きにそんなことを思い出した。

「先公！　紫し音おんさん！　起きてるか！」

「……どうされました？　黒こく曜ようさまなら徹てつ夜や明けで、現在コンビニに買い出しに行っているようですが」

　小さく扉とびらを開けて、淹いれたてのコーヒーの香こうばしい匂においを漂ただよわせながら、マグカップを片手に持った紫し音おんが出て来た。──その時だ、またも突とつ然ぜん右腕うでが震ふるえ出した。

「う、うわっ!?　ちょ、う、腕がまたっ！　紫音さん離はなれてぇ！」

　昨日はバリバリと扉を破は壊かいするだけだった右腕が、今日は一押しで扉を奥に吹ふっ飛ばすとんでもない威い力りよくを見せた。

　轟ごう音おんと共に、紫音が淹れたてのコーヒーと一いつ緒しよに、破壊された扉に巻き込まれて吹っ飛んでいく。

　紫音は器用に着地したが、コーヒーのカップは盛大に黒曜のパソコンの上に落下し、バチッと何かがショートするような音と共に、その場に静けさが満ちていった。

「………………わ……わたくしとしたことが……」

　一いつ瞬しゆんで事故現場のようになった部屋の中で、紫音はその場に突つっ立ったまま呆ぼう然ぜんと指を震わせていた。

「ご、ごごごごごめんなさい！　し、紫音さん大だい丈じよう夫ぶですか！」

「わたくしは。ですが、黒曜さまのパソコンが……」

「壊こわれちまったのか!?　おいおい徹夜したんだろ？　先せん公こうも流石さすがに怒おこるんじゃ……」

「……自害いたします。ユリさん、介かい錯しやくをお願いしてもよろしいでしょうか」

「死ぬんですか!?　てか手しゆ刀とうで切腹する気なんすか!?」

　血の気のなくなった悲ひ愴そう感たっぷりの虚うつろな顔で腹に指先を突つき立てる紫音を、慌あわててユリが止めに入り、あっという間にカオスになった場の中で全員が青ざめた時。

　最悪のタイミングで、コンビニの袋ふくろを提さげた眠ねむそうな黒曜が戻もどってきた。

「ふわぁーあ……あれ、みんな？　こんな朝からどうしたの？」

「げっ……よ、よう先公」

「おっはよー。いやぁ、朝から可愛かわいい女の子に詰つめかけられて困っちゃうなー。って、あ、扉が。また奈な瑠るの右腕が悪さしたんだね？」

「す、すすす、すみませんでした黒曜先生！　あ、あの、腕が」

「腕？　え、それ……浸しん食しよくが進んだの!?　と、とにかく部屋の中に──ってあぁぁぁぁっ!?　ボクのパソコンがぁぁ!?」

　部屋の中の惨さん状じようを見るなり、黒曜は壊れた扉を飛び越こえて自分の机に駆かけ寄った。珍めずらしく焦あせった様子であれこれカチカチ弄いじっていたが、どうやら反応しないらしい。

「あ、あ、あぁ……徹夜で仕上げた報告書が闇やみに飲まれてお亡なくなりに……どうしようバックアップも取ってないのに……」

「せ、先公、奈瑠も紫音さんも事故みたいなもんだったんだ。あんま怒んなって──」

「酷ひどいよ！　夜中にシュークリームつまみ食いしたからってここまでしなくてもいいじゃないか！」

「てめぇが喰くったのかこの野や郎ろうっ！　なんで夜中に女子寮りようの冷蔵庫漁あさってんだこらぁっ！」

　どうやらユリのシュークリームを勝手につまみ食いしてから共用の冷蔵庫に移して隠いんぺいを図はかったらしい。

　あっさり黒こく曜ようがこの場で一番の悪者になり、事態はどんどん明後日あさつての方向に走っていく。

　どうすればこの混乱が静まるのか一生懸けん命めい考えるも、どう考えても黒曜が酷い目に遭あわないとどうしようもないと思った、その時だった。

「……日曜の朝なのにずいぶんと騒さわがしいね、黒曜くん」

　その場が一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくする。

「……あれ、遠とお山やまさん？」

「おはよう。この間のお詫わびに差し入れでもと思って来たんだけど……取り込み中かい？」

　遠山はそう言って紙かみ袋ぶくろを持ち上げて爽さわやかに笑ったが、奈な瑠るの黒く染まった右腕うでに眼めを留めるや否いなや、怪け訝げんそうな顔つきになった。







　一度着き替がえに戻もどった紫し音おんとユリ、奈瑠の三人と一いつ緒しよに部屋を軽く片付けて、黒曜は待ってもらっていた自分と同じエージェントの指導員、遠山咬こう一いち郎ろうを改めて部屋に迎むかえ入れる。

「なるほど、妄現体パラノイアと融ゆう合ごうした女の子、か……」

　ヒドラに関する詳しよう細さいは伏ふせて、奈瑠のことを遠山に軽く説明する。奈瑠は部屋の隅すみで、ユリと居い心ごこ地ち悪そうに硬かたい面おも持もちで立っていた。

「先日の掃そう討とう作戦から上層部も神経質になってますからねー。出来るだけ公おおやけにはしないで、美み湖こ斗ととかの手を借りながら調査を進めてるところです」

「そういうことか。切せつ奈なが無むヶが原はら黒曜を動かしたと噂うわさになっていたから何事かと思っていたけど……いや、君の判断は正しい。彼女の腕を見たら上層部の連中はこれでもかと騒ぎ出しかねない」

　親身になって話を聞きながら、遠山はそう言って頭を振ふった。

「だが……見たところ放置しておいてよさそうな代しろ物ものには見えないな」

　視線が集まって、奈瑠は浸しん食しよくが進んだ二の腕辺りを摑つかんで俯うつむいてしまった。

「研究部に報告した方がいいんじゃないか？　分からないことも多いんだろう？　ここで不安にさせておくよりは、もうそっちの方が彼女のためになるんじゃないかと思うが」

「あはは、ボクなんか門前払ばらいされて終わりですよ。どこも関かかわるの嫌いやがって、協力なんかしてくれないんじゃないかな」

「……三年前のことなら、あまり気にするな。妙みような意地があるのかもしれないが、大事なのは君の意地より奈な瑠るくんの安全だろう。なんなら、俺が話を通しても構わないぞ」

「いやまぁ、それはそうなんですけど」

　少し強めの口調でそう言われて、どうしたものかと細く息をつく。

　確かに、奈瑠のことを第一に考えるべきだというのはもっともだ。けれど、奈瑠の右腕うでに宿っているのが、あの巨きよ大だいな妄現体パラノイアヒドラだと発覚したら、事態は結局悪い方へ向かってしまうだろう。

「奈瑠くん、君はどうだい？　そんな腕で不安じゃないのか？」

「えっ？」

　遠とお山やまは立ち上がって、奈瑠に向き合った。

「余計なお世話かもしれないが、妄現体に関することで体に影えい響きようが出ているなら、迷わず打てる手は全すべて打つべきだ。君とは違ちがうが、俺も……三年ほど前、妄現体が原因で苦い経験をしていてね。悠ゆう長ちように構えていていいようには思えない。どうだろう、もし言葉に出来ない怖こわさのようなものを感じているなら、俺が力になるが？」

「え、っと……」

「奈瑠、別にボクらに遠えん慮りよする必要はないよ？　ボクらの考えは話した通りだけど、所しよ詮せんは推すい測そく交じりの仮説ばかりだ。しっかりした調査をしてもらいたいっていうなら、遠山さんについていくのも全然アリだと思うよ」

　そう言って、奈瑠に手をひらひらと振ふってみせる。決めるのは奈瑠だ。たった数日の付き合いで、不安を押し殺してまでブラック・ドッグに義理立てする必要はないと黒こく曜ようは思う。

「私は──」

　しばらく言うのを躊躇ためらっていた様子の奈瑠だったが、やがて息をついて、拍ひよう子し抜ぬけするほど迷いのない顔で、遠山を見つめ返した。

「──ここにいます」

「え？」

「黒曜先生も、みんなも、悠長に構えてなんかいません。私のことを真しん剣けんに考えてくれてるってこと、もう分かってます。私は何も出来ないけど……でも、私がここにいることを、笑え顔がおで受け入れてくれたんです。それが嬉うれしかったから……私は、ブラック・ドッグのみんなのことを信しん頼らいします」

　堂々と響ひびく奈瑠の言葉に、誰だれもが言葉を失った。

　多分この場で一番驚おどろいているのは自分自身だろうと、黒曜は高鳴る鼓こ動どうの奥でそう思う。

　衝しよう撃げきだった。誰かの言葉がこんなに響いたのは、紫し音おんと出会った時以来だ。

「生意気言っちゃってごめんなさい。けど、自分の体のことは自分が一番分かってます。大だい丈じよう夫ぶです！　私はここで……ブラック・ドッグの一員として、最後まで問題に立ち向かってみます。だから【失うせろ、貴様に用はない】──ってわぁぁ、余計なこと言わなくていいから！」

　思い切って言い放った様子の奈な瑠るに、遠とお山やまはしばらく驚おどろきを隠かくせないようだったが、やがて高らかに笑い始めた。

「は、は、は、は！　いや、これは失礼した。確かに、既すでに彼女一人の問題じゃないようだ。俺が首を突つっ込むようなことじゃなかったね」

　申し出を断られたのに、奈瑠の言葉が相当気に入ったのか、遠山も清すが々すがしい表情でそう言った。

「正直、初めて見た時は頼たよりなさそうだと思ったんだが……いい生徒が揃そろっているな、黒こく曜ようくん。羨うらやましいよ」

「またまた。遠山さんこそ、いい生徒が揃ってるじゃないですか」

「おいおい、嫌いや味みはよしてくれ。とにかく、余計なことを言ってすまなかった。だが、力になるというのは本当だ。いつでも遠えん慮りよなく声をかけてくれ」

「あ、あのっ、ありがとうございました！」

　ぺこぺこお辞じ儀ぎする奈瑠に笑えみを向けて、遠山は去って行った。

　深い吐と息いきをついて、みんなの視線を受けながら、奈瑠は恥はずかしそうに口を開く。

「し、失礼なこと言っちゃったかな……」

「あれだけの問題児をまとめてる人なんだから、むしろ言い過ぎなくらいが丁度よかったんじゃないかな。ともあれ……ありがとう奈瑠、嬉うれしかったよ」

「あ……えへへ、思わず言っちゃいました。でも、絶対出まかせなんかじゃないです。もっと、みんなと一いつ緒しよにいたいから」

「……へっ、サンキュー奈瑠」

　緩ゆるんだ表情を見せる奈瑠に、隣となりに立っているユリも珍めずらしく嬉しそうに微笑ほほえんでいた。

　しかし。次に奈瑠が口にした言葉で、温まった場の空気が少し引き締しまる。

「あ、あの、黒曜先生。遠山さんも言ってましたけど……三年前、何かあったんですか？　黒曜先生が一回機関を辞やめたのも三年前だって聞いて……あ、言いづらいなら別に」

　傍かたわらの紫し音おんに目配せすると、微かすかに沈しずんだ表情で視線が返ってきた。

「そっか、紫音から聞いたんだね。ちょっとアレな話でさ。いろいろ落ち着くまで黙だまってようかと思ってたんだけど、いい機会だしちゃんと話すよ。三年前に何があったのかってことと……ボクの、特とく殊しゆな体質のことも」

　いずれ話そうとは思っていたことだけれど、あれだけはっきりと信しん頼らいしていると言われてしまったのだ。ならその信頼には──信頼で応こたえるべきだろう。

　その時だった。美み湖こ斗とが白衣をはためかせて勢いよく部屋に入ってきた。

「こくよー、奈瑠、お待たせ！　……あら？　なにかあったの？」

「ちょっとお客さんを迎むかえてただけだよ。それより、どうしたの？」

「奈瑠の浸しん食しよくが進んだ原因だけど、仮説は出来たわ。みんなにも聞いてほしいのだけど」

「ちょうどいいや。紫し音おん、朝食にしよう！　暗い話も明るくなるようなメニューを頼たのむよ」

「かしこまりました」

　みんなで食堂に移動する中、一度奈な瑠ると眼めが合った。余計なことに口を挟はさんでしまっただろうかと少し不安そうだったけれど、心からの笑え顔がおを向けると、奈瑠もほっとしたように可愛かわいく微笑ほほえんでくれた。この笑顔には、ちゃんと真まっ直すぐ向き合おう。







「悪意吸収体質マリス・アブソーバー……ですか？」

　食堂でブラック・ドッグ全員でテーブルを囲む中、奈瑠は向かいに座る黒こく曜ように注目する。

　ベーコンエッグを美お味いしそうに頰ほお張ばりながら、黒曜は自分の特異体質のことをそう語った。

「うん。簡単に言えば、ただそこにいるだけで、周りの人間の〝悪意〟を刺し激げきして、犯罪的な凶きよう行こうに走らせてしまう体質なんだ。妄もう想そうもエージェントも何も関係ない、ボクが生まれつき持っている体質なんだよ」

「超ちよう能のう力りよくみたいなものってことですか？　本当にそんな力が……？」

「試ためしてみた方が早いかな。奈瑠、君はベーコンエッグ好き？」

「え？　はい、大好きですけど……」

　頷うなずいて、黒曜は食べかけのベーコンエッグの載のった皿をテーブルの真ん中に置いた。

「これはボクのベーコンエッグだよね？　仲良し同士のイタズラとかならともかく、君は食べかけのボクのベーコンエッグを奪うばってでも食べたいと思うかな？」

「い、いえ、そんなことするわけないじゃないですか」

「普ふ通つうはそうだよね？　けど──」

　黒曜が両手をゆっくりと持ち上げる。その途と端たん、ドクンと胸の奥が圧あつ迫ぱくされるような異様な存在感を黒曜から感じた。

　ユリも美み湖こ斗ともやや緊きん張ちようした面おも持もちになり、紫音がさり気なく黒曜の後ろに立った。

　次の瞬しゆん間かん。黒曜を中心にどす黒い色を纏まとった風が、食堂を駆かけ抜ぬけた。

　その黒い風に煽あおられた瞬間、頭の中を邪じや悪あくなノイズが覆おおい尽つくし、気が付けば自分は、素手で眼めの前に置かれた黒曜のベーコンエッグを摑つかんでいた。

　これが欲しい。食べたい。邪じや魔まはさせない。たとえ持ち主を──してでも──と、一瞬前、頭の中にはそれしかなかった。

　いや、よく見れば自分だけではなかった。ユリも、美湖斗も、据すわった眼をして手元の銀器を黒曜に振ふり上げていた。

「あ、え……？」

　瞬まばたきを数回繰くり返して意識をはっきりさせても、まだ自分のしたことが信じられない。

　手にべっとりとついた油と半はん熟じゆく卵の黄身が、なぜだかとてもおぞましいものに見えた。

「──ま、今のはロウソクの火を消す時くらい、軽ーく、優やさしーく吹ふかせただけだけど、こういうこと。ごめんね紫し音おん、代えを作ってくれる？」

「かしこまりました」

　まるで今のどす黒い風から黒こく曜よう本人を守るように、そっとその肩かたに手を置いていた紫音が、優しくこちらの手を拭ぬぐってから、無表情に厨ちゆう房ぼうに向かった。

「おい先せん公こう……飯の時間に使うなよそれ……」

「気持ち悪い……食欲なくなるじゃない……」

　ユリも美み湖こ斗とも、邪じや悪あく過ぎる力に煽あおられたせいか、少し元気がなくなっていた。

「ごめんごめん。でもまぁ奈な瑠るも分かったでしょ？　これがボクの体質。人の目先の欲望を、理性や道徳を捻ねじ伏ふせて活性化させる。それが──無むヶが原はら黒曜だ」

　笑え顔がおで黒曜は語っているが、心臓はまだ冷たい血流に喘あえいでいた。

　本当にヤバかった。狂くるう、という感覚を生まれて初めて生々しく痛感した気がする。

「びっくりした……。これ、黒曜先生本人には影えい響きようないんですか？　それに、紫音さんも影響なさそうですし……？」

　何食わぬ顔で調理を続けている紫音に首を傾かしげる。

「幸か不幸か、ボク自身には影響ないんだよ。紫音は、えーっと……」

　珍めずらしく言いよどんだ黒曜が、さり気なく紫音の方を窺うかがってから誤ご魔ま化かすように両手を広げる。

「あれだよ。紫音のボクに対する愛の力が呪のろいを撥はね除のけたって感じで──ごめん紫音、冗じよう談だんだから油ひいたフライパン振ふり上げないでくれるかな？　と、とにかく紫音は大だい丈じよう夫ぶ！」

「そう、なんですか？」

「ま……ボクの悪評のほとんどはこの体質が原因さ。怖こわいでしょ？　極きよく端たんな話、この力を解放して街中に突つっ立ってれば、小一時間で辺り一面世紀末さ。なんの意味もなく、理由もなく、人が狂い始める。邪悪な暗黒の台風の中心点ってとこかな」

「暗黒の台風……」

「もっとも、吸収なんて言葉がついてるからね。活性化した周りの人の悪意は全すべてボクに向かってくる。小一時間も突っ立ってたらあっと言う間に殺されて終わりさ。特に意味もなく、ね」

　自分を中心とした周りの人たちの悪意を活性化させ、その悪意を一いつ斉せいに向けられる。

　現に、自分も、邪じや魔まをするようならベーコンエッグの所有者である黒曜を排はい除じよしてしまおうと考えた。食べかけのベーコンエッグ一つのために、だ。

　次元の違ちがう危険性を感じるには、十分過ぎた。

「本当に、こんな力が……、二人とも、知ってたの？」

「あぁ。嫌きらわれ者でも能なしでも、先公が機関で一応の立場を持ってられんのはこの体質のお陰かげだしな」

「あたしとしては、実に興味深い研究対象なのだけどね。妄現体パラノイアとも、エージェント特有の能力とも関係ない力でありながら、現実の世界で使用出来て、妄現体にも効果がある邪じや悪あくな力……うーん、胸がときめくようだわ！　こくよーの体質の謎なぞを明らかにした時、一体どれほどの評価が与あたえられるのか考えるとね！　それまでになんとなく殺されないかが心配だけれど」

　未知にときめく美み湖こ斗とが両頰ほおを押さえてにんまりと笑う。

「そ、そうですよ！　そんな力持ってたらすぐ人に狙ねらわれて……ていうか、どうやって生きて来たんですか、先生！」

「実は子供の頃ころに機関の研究所に隔かく離りされてたことがあってね。お陰かげで辛かろうじて生きながらえてきたってわけさ。今はちゃーんと体質を抑おさえ込めているから心配しなくていいよ。それにこの体質にもありがたい点はあって、人の悪意にもの凄すごく敏びん感かんになれるんだ。ボクに危害を加えようとする連中の攻こう撃げきは全部反射的に避よけられる。ユリ、ちょっと試ためしにボクの顔面にナイフとフォークでも投げてみ──って危あっぶな!?　速いよちょっと!?　当たったらどうするの!?」

「お前が投げてみろっつったんだろ」

「せめて一いつ瞬しゆんくらい心の準備する猶ゆう予よくれてもいいじゃないか！」

　高速で視界を横切った銀の閃ひらめきが命中する寸前で、黒こく曜ようは銀器をキャッチしていた。

　正直、超ちよう正確にフォークを投げつけたユリの手さばきの方が格好良かったけれど、ほぼ不意打ちだったにもかかわらず、確かに黒曜の手は銀器の柄えをしっかりと摑つかんでいる。

　昨日、エージェントたちの攻撃を流れるように回かい避ひしてみせたのはこれが理由かと、ようやく分かった。

「全く、優やさしくない生徒ばっかりなんだからなぁ……。まぁ、ひとまず奈な瑠るに知っておいてほしいのは、美湖斗も言ったように、この体質は妄現体にも作用するってことなんだ」

「妄現体にも？」

「妄現体は本能的に人を襲おそう純じゆん粋すいな悪意の塊かたまりだ。ボクの力を解放すれば、近くの妄現体はボクを標的にして襲い掛かかってくるんだよ」

「要するに、超ちよう絶ぜつに強力なゴキブリホイホイね」

「さっすが美湖斗、朝の食しよく卓たくの場に相応ふさわしい例えだよ」

「んふふ、そうでしょうとも！　もーっと褒ほめてくれてもいいのよ？」

「皮肉に決まってんだろアホ……」

「あはは。まぁ、イメージは湧わいたかな？」

「はい、凄すごく……」

「で、ボクはこの体質を使うことで、妄現体を喰くい千切ることが出来る。竜たつ巻まきが山を削けずって民家を消し飛ばすように、強きよう烈れつな引力の渦うずで妄現体の体を粉ふん砕さいできるんだ」

「凄い……〝心象解放リアライズ〟しなくても、ってことですよね」

「そういうこと。ただ、それだけの威い力りよくで使うにはいろいろ手続きがいるし、制約や制限も凄く多い不便な力だ。人に迷めい惑わくばかりかける力だから、結局能なしって評価は変わらない。まぁ、それでいいと思ってるけどね。さ、ボクの体質についてはこんなところかな。それより……三年前の話を済ませちゃおうか。そう身構えないで？　あーーーっと言う間に終わる話だから」

　長そうだ、と嘆たん息そくするみんなの視線を受けて、黒こく曜ようはゆっくりと口を開いた。

「三年前。ボクはある任務中にこの体質を暴走させちゃったんだ。仲間のエージェントは悪意に狂くるい、交戦してた妄現体パラノイアたちは狂きよう暴ぼうに活性化して、しかも一いつ般ぱん人まで巻き込んで、辺りは火の海。救きゆう援えんを呼ぼうにも、現地の人たちが全員おかしくなってるんじゃどうしようもない。ボクは自分の力を抑おさえ込むのに必死で……結局、現場から女の子を一人助け出すので精せい一いつ杯ぱいだった」

　新しいベーコンエッグを作ってきた紫し音おんが、無言で黒曜の皿にそれを盛り付ける。

　ふと、浴場で見た紫音の背中の傷のことが脳裏に浮かんだ。

「色んな人を失望させたよ。言い訳なんて出来るはずないし、償つぐなおうにも償いきれない。いろいろなことを考えたけど、結局望まれるままにボクは機関を去るしかなかった。当時ボクは十五歳だったからそこから三年間は極ごく々ごく普ふ通つうの高校生をやってたよ」

　場の空気が重くならないように、いつも通りにこやかに、朗ほがらかに、黒曜は語る。

　でも、それだけの事件の後で極々普通の日常に浸ひたるなんて──何より辛つらい結末だったんじゃないかと思った。

『設定』じゃない。この人が背負っているものは本当の意味での異能。心しん象しよう世界の中だけに留とどまらない、退たい屈くつで普通な現実をあざ笑うような、常識の外側がわにある力。

　この右腕うでと同じように意味不明で、そして、ずっと計り知れない何か──。

「ま、結局この間の掃そう討とう作戦がきっかけになって、人事を任されるとこまで出世してた切せつ奈なって友達が声をかけてくれてね。紫音を紹しよう介かいしてもらって、みっともなく出で戻もどりしたってわけさ」

「どうして、戻ろうと思ったんですか？」

「いやぁ、丁度受験に失敗したところでさー。一人暮らしだったし、作戦期間中は衣食住を保証してくれるっていうから、つい？　何より専属の従者になってくれるっていう紫音が美人でおっぱいが大きかったから──痛っだぁ!?　ちょっと、なんでみんなボクへの攻こう撃げきに移る動作がそんなに機き敏びんなの、ねぇ!?」

　黒曜のこめかみ辺りに、紫音が投げた鉄のコースターが手しゆ裏り剣けんのように命中した。

「あれ、なんでも避よけられるんじゃ……？」

「これは矯きよう正せいであって攻撃ではありませんので、渾こん身しんの一撃をいつでも叩たたきこめます」

「あ、なるほど。悪意がなければ当たるんだ」

「ほら。紫音ってばボクのことが大好きだからしょうがない──痛い痛い痛いごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　ちょっと、小麦粉とガスバーナーは悪ふざけで出てきていい武器じゃないよ!?」

　それこそゴキブリを排はい除じよしようとするかのようにムキになっている紫し音おんが可愛かわいかったけど、的確に人体の急所を狙ねらう無数の銀器が矢のごとく疾しつ走そうし、黒こく曜ようを食堂の床ゆかに沈しずませた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「なんとかね……。あははは……。まぁ理由はいろいろあるんだけど、こんな風に何も気にせずに笑ってられる居場所が出来そうだって確信できたことと……やっぱり、ここでしか出来ないことがあるって思ったことが、戻もどってきた一番の理由だよ」

　不ふ謹きん慎しんかもしれないけどね、と床に這はいつくばりながら、黒曜は柔やわらかく微笑ほほえんでみせた。

「というわけで、素す敵てきな従者と可愛い生徒に囲まれて、ボクは今ここで出戻りの能なし呼ばわりされながら、のらりくらりと指導員をやってるっていうのが簡単な経歴さ。ご満足いただけた？　やっぱり失望したっていうなら、今からでも遠とお山やまさんを追う？」

　奈な瑠るは首を横に振ふった。

「いいえ、私やっぱり黒曜先生がいいです」

　確かに、過去のことでいろいろ言われるのは仕方ないかもしれない。

　けど、それを乗り越こえて人を笑顔に出来る黒曜の方が、ずっと信じられるし、信じていたいと思えた。

「あれ？　ひょっとして愛の告白？　困ったなー、確かに奈瑠は凄すごく可愛いし、お嫁よめさんになってくれたら毎日幸せだろうけど」

「な、なな、何を言ってんですか、もーっ！」

「いやいや、本音だよ？　けどせめて高校生になってくれないと法的に問題が──」

「黒曜さま？　そろそろ手加減出来かねますが」

「──あー、この話題は後日にしよっか。とにかく、奈瑠さえよければ今後ともよろしく頼たのむよ！」

　ユリも美み湖こ斗とも、奈瑠の笑顔に安心してくれたようだった。

「よーし。それじゃ、つまらない話はこのへんにして……お待たせ美湖斗、奈瑠の右腕うでについて天才の考えをお聞かせ願えるかな？」

「んふふふ、よくぞ聞いてくれたわ！　お任せなさいな！」

　立ち上がった美湖斗が派手に白衣を翻ひるがえしてテーブルの前に立つ。

「まず奈瑠に説明しておくけど、あたしのコードネームは『天望ルツク・ダウン』。現在零ぜろ式しき機き関かんに所属するあらゆるエージェントの中でも、ずば抜ぬけて高い世界浸しん食しよく率りつを誇ほこり、限りなく広大な心しん象しよう世界を、どこまでも見通すことの出来るエージェント、それがこのあたしよ！」

　白衣の胸ポケットに差していた伊だ達てメガネをくるくると回してかけると、美湖斗は自じ慢まんげに解説を始めた。

「そして、あたしは心象世界の中で認にん識しきした存在を詳しよう細さいに分ぶん析せきすることが出来るのだけれど、昨日あたしが、そう、このあたしが見事に倒たおしたドラゴンのことを思い出してちょうだい」

「ウザいのは分かったからさっさと結論を言えっての」

「何よ、この近この江え美み湖こ斗とがせっかく解説してあげようとしているのに！　まぁユリユリの言う通り結論から先に言いましょうか。奈な瑠るの右腕うでの浸しん食しよくが進んだのは……ズバリ、あのドラゴンを倒たおしてしまったからよ！」

「ドラゴンを……倒したから？」

「昨日倒したドラゴン、つまりはヒドラの使つかい魔まだけど、倒されて霧きりになった後、すぐには消えずに奈瑠の方へ飛んでいったことに気付いたかしら？」

「あ、ボク見てたよ。ボクが初めて奈瑠と出会った時、ドラゴンを召しよう喚かんする瞬しゆん間かんにも同じように黒い風が右腕に収束していくのを見た。その時と似てたかな」

「そうね。そしてあたしが解かい析せきしたところによると、奈瑠の世界浸しん食しよく率りつがその直後からわずかに上じよう昇しようしていたの。気になってはいたのだけれど、今日になって右腕の浸食が進んでいたことから考えても可能性は高いと思うわ。あのドラゴンは普ふ通つうの妄現体パラノイアとは違ちがって、まるで自分たちのエサ場を増やすような行動を取っているのだけど、おそらく……奈瑠の右腕に、エネルギーを蓄ちく積せきするために行動している」

「ち、蓄積？」

「女王バチと働きバチのような関係なのかもしれないわ。働きバチである使い魔が消しよう滅めつしたとしても、それまでに蓄たくわえた妄もう想そうのエネルギーは女王さまである奈瑠の右腕へと蓄積されて、力へと変わってしまう。昨日、奈瑠がやめてと叫さけんだ瞬間にドラゴンが動きを止めたことからも、あの使い魔と奈瑠の右腕とは繫つながりがあると考えるべきだし、右腕の意志は今も奈瑠のためにエネルギーを集めていると考えてまず間違いないわ」

「つまり、ヤバイのは奈瑠の右腕っつーよりも、あの使い魔のドラゴンの方ってことか？」

「あら、珍めずらしく理解が早いわね。まだ分ぶん裂れつできる脳細胞があったの？」

「……っとに、人に喧けん嘩かを売るのが上う手まい奴やつらが揃そろってるよなぁ、この部隊は」

「貴方あなたにだけは言われたくないわね」

「ちょ、ちょっと二人ともまた喧嘩してるし！　落ち着いてよぉ！」

　ユリを見下すように鼻を鳴らす美湖斗と、心底鬱うつ陶とうしい生き物を見るように美湖斗を睨にらみつけるユリを慌あわてて仲裁する。

「ねぇ美湖斗、倒たおしてもそれまでに溜ためた力が奈瑠に蓄積されるってことは、このままだと奈瑠の浸食は進む一方ってことかい？」

「残念ながら、その可能性は高いでしょうね。時間が経たつにつれて危険性は増していくでしょうし、もしエネルギーを溜ためていった果てにヒドラが復活するなんてことになれば……あの戦いがもう一度繰くり返されることになりかねないわ」

　せっかく朗ほがらかさを保っていた食堂に、憂ゆう鬱うつな空気が漂ただよい始めた。

「それに、こくよーが狙ねらわれる可能性だって上がっていくはずよ。本体である右腕うでや、その使つかい魔まがこくよーに敵対的な行動を取るのも、ヒドラが今でもこくよーを恨うらんでいるからなんだろうしね」

「……え？　ヒドラが黒こく曜よう先生を恨んでるって、どういうこと？」

　黒曜が、普ふ段だんの笑えみに気まずそうな陰かげを落として奈な瑠るに向き合った。

「うん……実は、奈瑠に話してないことがもう一つあるんだよ。例のヒドラのことなんだけど……前の掃そう討とう作戦の時、あるエージェントがヒドラを喰くい千切ったって教えたよね？　あれ、実はボクのことなんだ」

「え？　黒曜先生が？」

「そう、『悪意吸収体質マリス・アブソーバー』をフルに使って、誕たん生じようして間もない不完全なヒドラの大部分を喰い千切ってバラバラにした。けど、完全には破は壊かいしきれなかったヒドラの体が派手に飛び散っちゃって、その時散らばったヒドラの欠片かけらが奈瑠に取りついた……っていうのがボクらの考えだったんだ。君の右腕や使い魔のドラゴンが、ボクに対してだけ攻こう撃げき的なのも、意志を持っていたヒドラがまだその時のことを恨んでるって考えれば納なつ得とくできるしね」

「それじゃあ……」

「謝らなくちゃいけないね、奈瑠。結局のところ……ボクの不ふ手て際ぎわが原因で、君に迷めい惑わくをかけてることになる。本当にごめん」

　黒曜が、真ま面じ目めな顔で深く頭を下げてきた。

「い、いいんですよ！　黒曜先生は最善の手を打ってくれたんだと思いますし、黒曜先生のせいだなんて思いません。きっと何か方法があるはずですから、自分を責めたりしないでください！」

　普ふ段だんはふざけたような態度ばかり取るけど、本当は自分よりずっと周りのみんなのことを考えている人だということはもう分かっている。

「ありがとう、そう言ってくれるとホッとするよ。必ずなんとかしてみせるから」

　そして、今みたいに黒曜が笑いかけてくれると、それだけで暗い不安も吹ふき飛んでしまうことが不思議だった。

　ここにいてもいいんだと胸の奥が温かくなるような、妙みような感覚──。

「つっても、どうすりゃいいんだ？　放ほうっておいてもダメ、倒たおしてもダメってんじゃ……」

「そこでなんだけどね。実は、奈瑠の腕を確実に元通りにする方法はあるんだよ」

　そう言って、しかし黒曜は言いづらそうに腕を組んでから口を開いた。

「ボクが『悪意吸収体質』の力を奈瑠の右腕に使えばいい。喰い千切るといっても、作用するのは体内の妄現体パラノイアにだけで、奈瑠に宿っているヒドラは確実に刈かり取れる。ただ──その後、奈瑠になんの影えい響きようもないかどうかは……保証出来ない」

「……後遺症しようが残るかもしれない、ってことですか？」

「何事もなく済むのか、右腕うでが動かなくなるのか……最悪、既すでにその意識の一部まで浸しん食しよくされてるとすれば、その瞬しゆん間かんに昏こん睡すい症しようになってしまう可能性だってある。もちろん、このまま放ほうっておいても、今まで通り生活していける可能性もあるけど流石さすがにそれは考えが甘いと思う。一刻も早い処置が必要なのか、様子を見て上う手まく制せい御ぎよする手段を探した方がいいのか……なんにせよ現時点でははっきりしたことは言えない」

　思わず、自分の右腕を強く摑つかむ。

「今だから言うけど、ボクが奈な瑠るを上層部に引き渡わたしたくなかったのは、こうなるかもしれなかったからなんだ。上層部は君の右腕の症状を見て、きっと排はい除じよの判断を下す。そうなった時……呼ばれるのはボクだから。君の意思を無視して、命令されるがままイチかバチかで君に牙きばを突つき立てるようなことをしたくなかった。だから一いつ緒しよに解決方法を探さぐろうと思ったんだよ」

「先生……」

　瞳ひとみに、自然に涙なみだが滲にじむ。

「思ったんだよ、じゃねーだろ先せん公こう！　どうすんだよ、このまま奈瑠がおかしくなっちまったら！　様子見てたら取り返しがつかなくなりましたじゃすまねーんだぞ！」

　ユリがテーブルを叩たたいて立ち上がる。

　奈瑠の身を案じるユリの怒ど声せいを受けて、黒こく曜ようはゆっくりと口を開く。

「取れる方法は二つある。一つは今言った通り、すぐにでも奈瑠の右腕をボクが喰くらうって手段。今も飛び回って人を襲おそっている他ほかの使つかい魔またちが力を蓄たくわえている以上、やるなら一刻も早い方がいい。けど、さっきも言った通り、後遺症が残る危険性がある」

「あたしもそう思うわ。正直、何が起こるか分からないから、お勧すすめしないし……まぁ……個人的なことを言わせてもらうなら、お勧めしたくもないわね。べ、別に奈瑠に個人的な情が湧わいたからとか、そんな研究者らしくない心の動きがあったわけではなくてね──」

「もう一つは？」

　話の長くなりそうな美み湖こ斗とをユリが無視して、黒曜の話を先に進めさせる。

「逆に考えれば、使い魔の活動を完全に抑おさえ込んでコントロールできるようになれば、それ以上浸食は進まない。昨日も一瞬だけどドラゴンの動きを止められたんだし、要は奈瑠がその腕の力を自分の能力に出来るようにしてしまえばいい」

「でも、あんま悠ゆう長ちようなことも言ってらんねーだろ」

「そうだね。だけど使い魔を倒たおしてしまったら蓄たくわえた力が蓄ちく積せきされて浸食が進んでしまう。なら……使い魔を倒して、エネルギーが奈瑠に蓄積される前に、そのエネルギーを全すべて吸収してしまえばいい。ボクが『悪意吸収体質マリス・アブソーバー』で、残る三体の使い魔を全て喰くらう。そうすれば、安全に使い魔だけを消しよう滅めつさせられるはずだ」

「そうか、先せん公こうなら……」

「けどこれも上う手まくいく保証はない。だけど奈瑠、君は昨日、自分の身を守ろうとしてじゃなく、ボクらを守ろうとして使つかい魔まの動きを止めてみせた。君のその優やさしい意志は必ずその右腕うでの意志に勝てるってボクは信じてる。君の勝利にボクは賭かけてみたい」

「私の勝利……」

「リスクを承知で恐きよう怖ふから逃にげたいって言うなら、ボクはいつでもその右腕に牙きばを突つき立てる。けどボクを……ボクたちを信じてくれるなら、もうひとあがきしてみない？　ボクたちも、まだまだ奈な瑠ると一いつ緒しよにいたいから」

　なんらかの犠ぎ牲せいを覚かく悟ごの上で、非日常から完全に抜ぬけ出すのか。

　それとも、この右腕を自分の意志で制せい御ぎよし、この先もずっと、この場所で黒こく曜ようをはじめとした仲間たちと共に歩んでいくのか。

　答えは──。

「私は……逃げません！　みんなと一緒に、戦ってみます！」

　最後の手段にはまだ早い。

　こんな自分を、仲間と言ってくれた人がいる。何も出来ない役立たずで、迷めい惑わくばかりかけているのに、一緒にいたいと言ってくれた人がいる。だったらその想おもいには精せい一いつ杯ぱい応こたえたい。

　この場所を、自分の日常にしてみたい。

「決まりだね。それじゃ一休みしたら出動しよう。ブラック・ドッグ、足並み揃そろえて行くよ！」

「っしゃあ！」

　全員の顔に、明るい力がみなぎった。

　自分の未来を左右する、ドラゴン掃そう討とう作戦だ。







　黒曜たちブラック・ドッグは全員で機関のヘリポート付近へと集まった。

　奈瑠は左右をユリと美み湖こ斗とに挟はさまれて、緊きん張ちようした面おも持もちで立っている。

「それじゃ、作戦はこうだ。美湖斗がドラゴンの現在地を探知して、ユリの攻こう撃げき力で弱らせて、とどめはボク。ってなわけでよろしく！」

「それ作戦じゃなくてただの手順じゃねーかよ」

「最低限の段取りさえ決まってれば、君たちはガチガチに作戦を立てるより、自由に立ち回った方が良い動きをするって知ってるからね」

　ユリも美湖斗も自じ慢まんげに胸を張ったが、取ったポーズが完全に被かぶったせいでまた睨にらみあいになっていた。

「黒曜先生、私はどうすれば……？」

「奈瑠は可能な限り右腕に集中して。昨日みたいにドラゴンの動きを制せい御ぎよ出来れば作戦はかなり簡単になる。奈瑠が狙ねらわれる可能性は低いから、安心して自分のことに集中してほしい」

「……はい！」

　奈な瑠るの戦いは、自分自身の右腕うでの制せい御ぎよを取り戻もどすことだ。

　言ってみれば黒こく曜ようたちの戦いは、奈瑠の戦いの全面的なサポートをすること。

「ボクは紫し音おんと『充じゆう電でん』を済ませる必要があるから別のヘリで向かうよ。現地で落ち合おう」

「充電……？」

「ボクの『悪意吸収体質マリス・アブソーバー』をフルパワーで使うには、紫音の助けが必要なんだよ。今回ばかりは能なしだからってヘラヘラ笑ってられないからね。出来る限りの準備をしていくよ」

　気取ったウィンクを奈瑠に送る。困ったように笑うだろうと思ったけれど、奈瑠は唇くちびるを嚙かんで恥はずかしそうに俯うつむいてしまった。

「え、えと、それじゃ黒曜先生、みんなも、よろしくお願いします！」

　拳こぶしを固めた奈瑠と、それに寄り添そう二人のエージェントが気合いを入れて出しゆつ撃げきしていった。

「奈瑠さんも、部隊の空気に慣れてきたようですね」

「そうだね。けど、むしろユリと美み湖こ斗との方に驚おどろいたかな。奈瑠は中二病ってわけじゃない普ふ通つうの女の子なのに、わりとあっさり順応しちゃったみたいだから」

　奈瑠の、距きよ離りを縮めたい、という真まっ直すぐな気持ちを、二人とも分かったんだろう。

「それじゃ、ボクらも行こうか！」

　紫音と並んで気合いを入れた、その時だった。

「ん？　黒曜に紫音？　こんな所で何をしてる？」

　ヘリポートに、やや険しい顔つきの切せつ奈ながやってきた。

「あれ、切奈。君こそどうしたの？」

「今しがた緊きん急きゆうの配備要よう請せいが出た。近くの市街地を中心に、広範はん囲いで妄現体パラノイアたちの活性化が確かく認にんされたらしい。待機中の部隊も順次出動している」

「……へ？」

「これから街は戦場になる、例のドラゴンも確認されたらしくてな。私も現場付近で指揮を執とるつもりなんだが……ブラック・ドッグにはまだ出動要請は出していないぞ？」

　たった今その危険な戦場に向かって飛んでいった生徒たちのヘリを見上げてあんぐりと口を開く。

「……流石さすが、間の悪さだけは超ちよう一流ですね黒曜さま」

「やったぁ、褒ほめてもらっちゃった──パイロットさーん！　急いで前のヘリ追ってーっ！」

　ここにきてドラゴン以外の危険が現れた。あのドラゴンだけならともかく、通常の妄現体ならお構いなしで奈瑠にも攻こう撃げきしてくるだろう。

　一ひと筋すじ縄なわではいかなくなりそうだ。







　黒曜と紫音に先んじて、奈瑠たちブラック・ドッグの三人はヘリで現地へ向かっていた。

「あ、あのさ二人とも。黒こく曜よう先生のこと、どんな風に思ってる？」

「ん？　あぁ、あの話聞かされてってことか？　まぁオレらは機関に入る時に本人から一回説明受けてっからな……。驚おどろきはしたけど昔のことなんだしそんなに気にならねえよ。それに、聞けば聞くほど悪いのは先せん公こうじゃなくて、先公に責任押しつけた上層部の連中って気がしてきて、むしろそっちに腹が立つぜ。きっかけは確かに先公の体質だったんだろうけど、その事件で出た被ひ害がいのほとんどは先公の体質でおかしくなった連中の起こした二次災さい害がいだったっていうし、そんなもん、いくらなんでもどうしようもねーだろ」

「そ、そうだよね！　美み湖こ斗とちゃんは？」

「こくよーの体質に興味はあるわ。でもそれだけ。起きた事件も資料の一つに過ぎないし、私情が入る余地は特にないわね」

「そっか……、紫し音おんさんも、黒曜先生のことは悪く思ったりしてないはずだよね。やっぱりあの二人、付き合ってるのかな……」

「は？　お、おい？　奈な瑠る、どうした？　なんでそんな緩ゆるい顔してんだ」

「え？　ど、どうしたんだろう？　な、何か変だよね」

「……い、いやちょっと待て。まさかとは思うけどお前、ガチで先公のこと……？」

「ち、ちち、違ちがうよ！　恋しちゃったとかじゃないもん！　で、でもさ……人よりずっと辛つらい過去があるのに、それを受け入れて、今傍そばにいる人を笑え顔がおに出来るって……凄すごく格好良いなって。ど、どうしよう、そんな眼めで見たら迷めい惑わくかな？」

　辛い過去を乗り越こえて、罵ののしられても、馬ば鹿かにされても、自分らしくあろうとする黒曜に、心の中で憧あこがれのような気持ちが芽生えていた。

　いつか自分が憧れたヒーローの強さは、きっとああいう──。

「ま、待て待て。落ち着け、眼ぇ覚ませ奈瑠。深呼吸だ！　ま、窓開けようぜ！　な？」

「まだ空中よユリユリ」

「い、いや、だってよ……。な、奈瑠？　いいか？　考え直せ。あいつだけはやめとけ」

「そんなに邪じや険けんにしなくったって……あ、ひょっとしてユリちゃんも!?」

「んなわけあるかぁ！　なんて恐おそろしい発想に行き着いてんだバカ！　どうして突とつ然ぜん恋愛脳になってんだよ！　右腕うでか？　右腕の浸しん食しよくが進んだせいで頭がおかしくなったのか!?」

「れ、恋愛脳じゃないし正気だもん！　心からの気持ちだもん！」

「正気な人間があんな奴やつのこと好きになるわけねーだろ！」

「いくらなんでも言い過ぎだよ、ユリちゃん！」

　顔を真っ赤にしてしばらくユリと言い合った。

　ユリは、挨あい拶さつに来た愛まな娘むすめの彼氏が気に入らなかった父親のように、苦い顔で押し黙だまる。

「……分かった。とりあえず恋じゃねーんだな？　あくまで憧れっつーか、他ほかとは一味違う男として興味が出て来たってことなんだな？」

「そ、そうだよ？　あくまで普ふ通つうの先生と生徒として、【あわよくば既き成せい事実を作ってしまおうと付け狙ねらいながら】健全な関係を……ってしばらく静かだと思ってたらーっ！」

「いやまぁ、それくらいならいいだろうけど、先せん公こうは流石さすがに……なぁ？　どう思う美み湖こ斗と」

「あ、あたしだって恋愛に関する文ぶん献けんなんて読んだことないわよ！　けど、人が人を想おもうのは自然の摂せつ理りなんだし、奈な瑠るが本気だって言うなら、まぁ応おう援えんしてあげるのが近この江え美湖斗なのだけれど。うーん……でも紫し音おんって強敵がいるわよ？」

「だよなぁ……」

　恋バナになった途と端たん、二人の調子がにぶってしまったようだ。

「やっぱり、あの二人ってそういう関係なの？」

「いや、絶対に恋人じゃねーよ。でも特別な関係なのは間ま違ちがいないな。その件はオレらも触さわり程度しか聞いてねーんだけど、さっき先公の昔話聞いただろ？　そん時にさ──」

　その時だった。

　ユリと美湖斗の腕うで輪わが、緊きん急きゆうの警告音を鳴らした。思わず眼めが覚めるような警報に心臓が跳はね上がった次の瞬しゆん間かん。

「ぱ、妄現体パラノイア急接近！　回かい避ひします！　摑つかまってください！」

　焦あせったパイロットの声が聞こえると同時に、ヘリが大きく傾かたむいた。内臓がひっくり返るような急転回と共に、窓の外に竜りゆうのような影かげが見えた。

　すれ違いざまにヘリの扉とびらが破は壊かいされ、突とつ風ぷうが機内に入り込む。

「なっ、なんだ!?　奈瑠がいるのに襲おそってきやがった!?」

「だ、駄だ目めだ、落ちますっ！」

「ちっ……美湖斗ぉ！」

「分かってるわ！　奈瑠、覚かく悟ご決めて！」

「えっ、きゃあぁぁぁぁぁぁ!?」

　横から美湖斗に摑まれ、ユリも一いつ緒しよに奈瑠の体が広大な空へと躍おどり出る。

　悲鳴すら空に置き去りにする風の轟ごう音おんが鼓こ膜まくを震ふるわせ、全身が裏返しになりそうな凄すさまじい浮遊感と、眼下に迫せまりくる剣けん山ざんのようなビル群の恐きよう怖ふが奈瑠の涙を蒼あお空ぞらに散らす。

「〝心象解放リアライズ〟・未知の探知機アンノウン・デイテクター」

　次の瞬間──美湖斗の〝心象解放〟に吞のみ込まれ、空中に躍り出たはずの奈瑠の体は、どういうわけか街のビルの屋上に横たわっていた。

「はー……はー……あ……あれ？　い、生きてる？」

「心配要いらないわ、あたしの能力よ」

　美湖斗は、頭につけた翼つばさのような意い匠しようが施ほどこされた銀のティアラを自じ慢まんげに指で弾はじいて微笑ほほえんだ。その目元には薄うす水色のゴーグルも装着されている。

「美湖斗、パイロット助けるぞ！」

「オーケー、ユリユリ摑つかまって」

　手を握にぎり合った二人は奈な瑠るが瞬まばたきする間もなく、綺き麗れいな蒼あおい光を纏まとって再び空中に舞まい上がった。そのスピードは瞬しゆん間かん移動といってもいいかもしれない。

「闇千切りの尖爪ブレイズ・リツパー！」

　ユリの右手の一いつ閃せんが、心しん象しよう世界に吞のみ込まれて落ちて来るヘリを輪切りにしてパイロットを飛び出させ、美み湖こ斗とが空中でパイロットを摑んでまた瞬間移動する。

　あっという間にパイロットを救出した二人の活かつ躍やくに眼めをしばたたかせると、もう二人は眼の前に戻もどってきていた。

「無事かしら？　現実世界に戻って状じよう況きようを報告してちょうだい」

「は、はい！　助かりました！　お気をつけて」

　そう言って、パイロットの人は腕うで輪わを使って薄うすく溶とけるように外の世界へ脱だつ出しゆつしていった。

「凄すごい、二人とも……」

「んふふ、そうでしょうとも！　これでも立派なブラックリスト・エージェントだからね」

「ブラックリスト・エージェント、って？」

「元々オレらはエージェント候補生として機関にマークされてたんだよ。けどスカウトはされなかった。見込みはあっても世界浸しん食しよく率りつが高すぎて、暴走の危険性があるってんでな」

「手に余りそうな候補生、つまりはブラックリスト・エージェント。そんな日常にも非日常にも見放されていたあたしたちに、意気揚よう々ようと声をかけてきた物好きなおバカさんがいたのだけれど……誰だれだか分かるでしょ？」

「あ……」

「零ぜろ式しき機き関かんも手を出さない危険なブラックリスト・エージェントを率いる『能なしの妄犬バウンド・ハウンド』の部隊。故ゆえに──ブラック・ドッグというわけよ」

　美湖斗がゴーグルを指で上げ、ユリがグローブを調整する。

　自分がいる場所が、初めからイレギュラーな存在が集まる場所なんだと、改めて痛感した気がした。

「さてと、なんだか辺りの状況が厄やつ介かいね。ドラゴンだけじゃない、普ふ通つうの妄現体パラノイアもあちこちに出しゆつ没ぼつしているわ。結構数が多いわね、どうしたのかしら」

「なぁ、ヒドラの使つかい魔まってのは自分たちが成長するエサ場を増やしてたんだよな？　だったら、昨日ドラゴン一匹ぴき倒たおしちまっただろ？　その分を喰くう奴やつが減って、溢あふれ出た妄もう想そうが妄現体に変わっちまってるってことはあり得ないか？」

「……珍めずらしく頭のキレがいいわね。今日は日曜日だし、主な被ひ害がい者である中高生は広く街に出ている。これまで少しずつ街に溜たまっていた妄想の残ざん骸がいが一気に活性化したと考えれば辻つじ褄つまは合うわね」

　二人の息の合いように、奈瑠もぽかんと口を開ける。

「どうでもいいけどな。どうせやることは一いつ緒しよだろ。敵が多いか少ないかの違ちがいだけだ」

　ユリがビルの屋上から、眼下の街並みを見渡わたして獰どう猛もうに笑う。

「待ちなさいよ。まずはこくよーと合流しなくちゃ。もう他ほかの機関の部隊も続々とやってきてるみたいだし、勝手に動くと逆に面めん倒どうよ」

　美み湖こ斗とが展開した心しん象しよう世界は、ユリの時のように全く違う世界を召しよう喚かんする、といった感じではなくて、現実世界の景色をほぼそのまま残していた。

　その代わり心象世界全体が、地面や空に至るまで方眼紙のようなマス目で区切られたドーム状をしていて、まるで現実世界の一部が巨きよ大だいなトリカゴに囲われたようだ。

　もの凄すごく広い。地平線まで心象世界化しているのが分かる。

「あら、噂うわさをすれば追いついてきたみたいね」

　空を見上げれば、一機のヘリが心象世界の中に入り込んで、こちらに向かってきていた。

「よし、先せん公こうと合流して雑ざ魚こを蹴け散らしてからドラゴンを──」

　と、ユリが言い終わるのも待たずに。

　黒こく曜ようが乗っているヘリが、上空で通とおり魔ま的な襲しゆう撃げきを仕し掛かけてきたドラゴンによって爆ばく発はつしてしまった。ヘリは真まっ直すぐに落ちていく。

　しばらく出来損そこないの花火のような爆発を眺ながめて、沈ちん黙もくの後でぽつりと呟つぶやく。
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「………………え？　詰つんだ？」

「あ……あの……能なし野や郎ろうぉぉぉっ！」

　ユリの悲痛な叫さけびが響ひびき渡わたった瞬しゆん間かん、その叫びを聞きつけたのか、翼つばさの生えた一体の妄現体パラノイアが真まっ直すぐにこちらに飛んできた。

　何かの本に載のっていた、レッサーデーモンという悪あく魔まに似ている。自分で召しよう喚かんしたドラゴン以外の、本物の妄現体を見るのは初めてだった。

「っ！」

　急接近してきた妄現体に、思わず嚙かみ殺したような悲鳴が漏もれて腰こしが抜ぬける。

　が、腕うでを振ふりかざした妄現体は、次の瞬間さっきのヘリのように輪切りになって、蒼あおい閃せん光こうに貫つらぬかれて消しよう滅めつした。

「あんの、クソ教師。次に顔見たらマジで能力ブチ込んでやる」

「流石さすがのあたしもイラッときたわ。おしおきに邪じや魔まが入らないようにまずは掃そう除じね」

　右手の指輪を光らせるユリと、銀色の光学兵器を腕に装着した美み湖こ斗とが並んで奈な瑠るを庇かばうように立つ。

「ふ、二人とも。先生は……」

「あの程度で死ぬ先せん公こうなら、ブラック・ドッグ全員殺人罪でムショに入ってる」

「全員ヘリごと爆ばく破はするような仕打ちをしてるの!?」

「こくよーだから心配ないわよ。紫し音おんだってついているもの、無事に決まってるわ。さぁ奈瑠、戦せん闘とう始めるわよ。とりあえずここを中心に辺りを一掃しましょう。あたしはこの眼めで見た場所に瞬間移動できるの、手を離はなさないで。あ、酔よわないように気を付けてね？」

「奈瑠、一応右腕でドラゴン制せい御ぎよできるかやってみてくれ。ダメならダメでオレらがなんとかする。だから──」

　ユリと美湖斗が、揃そろって手を差し伸のべてくれた。

「一いつ緒しよに」

「……うん！」

　二人の頼たのもしい手を取って、奈瑠もまた立ち上がる。

　苦手意識を抱いだいていたのが噓うそのようだ。抵てい抗こう感を持っていたことを、心の中で深く謝る。

　伝わってくる手の温かさが、今は何より頼たのもしくて、何よりも嬉うれしい。今度中二病の子供を笑う奴やつがいたら、今の自分ならきっと怒おこれるだろう。

　ここにいられることが、とても誇ほこらしい。

「じゃ、行くわよ。──シフト！」

　一瞬、空に吸い込まれるように体が軽くなる。見開いた眼には広大な街の景色が映って、自分が天高く舞まい上がったんだと分かった。

　あちこちに点々と見える黒く濃こい影かげが妄現体なのだろう。

「へへ、見えるぜ見えるぜハエどもが。精々華はなやかに燃え散りな！　闇花火の業炎スパーク・ブレイズ！」

　ユリの右手の指輪から無数に打ち出された光こう弾だんが雨のように街に降り注いで、絨じゆう毯たん爆ばく撃げきのように、立ち並ぶ高層ビルを光で塗ぬり潰つぶしていく。

「よし、あぶり出した！　美み湖こ斗と！」

「オーケー」

　ユリが指差した方向に向けて、また体が吸い込まれるような感覚があった。

　瞬まばたきで視界を更こう新しんすると、もうユリが光弾を妄現体パラノイアに撃うち込んで破は裂れつさせた後だった。眼めの前の光景を頭が処理するよりずっと速く、体が次のポジションへと高速移動していく。

「わ、わ、わ」

「んふふ、眼を回さないでねナルナル！」

　二人は次にお互たがいがどう動くのか完全に分かっている様子で、息をするので精せい一いつ杯ぱいの自分の眼の前で、特とく撮さつ映画も真っ青のスタイリッシュな攻こう撃げきを連続させていく。

　街の中を蒼あおい残光を引きながら飛び回る美湖斗と、鮮せん烈れつな白い輝かがやきで漆しつ黒こくの妄現体を焼き尽つくしていくユリ。

　その二色が彩いろどる戦場を駆かけるのは、まるで大空を羽ばたいていくようだった。

「後はあそこのデカいのだ！」

「飛ばすわよユリユリ！　シフト！」

　数メートルを超こえる巨きよ体たいの妄現体の正面へと移動した美湖斗は、繫つないでいた手を離はなして、背中を押すようにユリだけを上空に飛ばした。

　巨木のような剛ごう腕わんを振ふり上げる妄現体を前に、美湖斗は白衣をはためかせながら堂々と立ちはだかる。

「外見も力も極ごく々ごく平へい凡ぼんね。せめてこくよーくらい底知れない面おも白しろさを身につけて出直して来なさいな。そうすれば可愛かわいがってあげるわよ」

　にんまりと笑う美湖斗の腕うでに涼すずやかな粒りゆう子しが収束し、白銀の砲ほう身しんがその腕に装着される。

「反証の聖槍デストラクト・レイ！」

　美湖斗の撃ち放ったレーザーが巨体の妄現体の腹に風かざ穴あなを開け、直後に身を回転させながら落ちて来たユリが脳天から縦に妄現体を引き裂さく。

　妄現体が霧きりとなって爆散したあおりを受けながら、美湖斗とユリがハイタッチを交かわした。

「ふぅ、こんなものかしら。大だい丈じよう夫ぶ？　ナルナル」

　高鳴る鼓こ動どうを抑おさえるのに精一杯だった。

　強い興奮が呼吸を乱す。いつからか憧あこがれた世界が、確かに眼の前にあった。

　この右腕を制せい御ぎよ出来た時、もしかしたら自分にも──。

「【素す晴ばらしい……】」

　そんな言葉が口から漏もれる。珍めずらしく右腕も同意見のようだった。

　辺りの妄現体が文字通り塵ちりに還かえった、その時だ。

「驚おどろいた。とんでもないエージェントが参戦してきたと思ったら、やっぱり君たちか」

　声のした方に振ふり向けば、にこやかに金きん髪ぱつを搔かき上げる遠とお山やまと、その部隊の姿があった。

「あ、遠山さん！」

「朝方は失礼したね。黒こく曜ようくんはどうした？」

「さっき星になっちまったよ」

「そうか。その程度なら無事だろう」

「なんでみんな黒曜先生を一ミリも心配しないの……」

「この辺りは俺の部隊が受け持つ。何か狙ねらいがあって動いてるんだろう？　バックアップは任せてくれ。お前たち、布ふ陣じんを済ませるんだ！」

「了りよう解かい！」

　後ろの部隊に指示を出して、遠山が腕うでを組む。

「ありがとうございます、遠山さん」

「いいのさ。俺自身は戦力になれないが、育てた生徒に指示を出すことは出来るからね。極きよく力りよく邪じや魔まにならないように立ち回らせてもらうよ。……討とう伐ばつ実績を横取りされっぱなしというのも、面目が立たないからね」

「戦力になれないって……？」

「ああ……黒曜くんから三年前の話は聞いたかい？　その時に俺も妄現体パラノイアに襲おそわれてね。〝心象解放リアライズ〟して戦おうとすると……恥はずかしいんだが……震ふるえが止まらなくなってしまうんだ」

「あ……」

　こんなところにも、黒曜が起こした事件の爪つめ痕あとが残っていた。黒曜がどこか遠えん慮りよがちな態度だったのも、そのことがあったせいだろうか。

「おっと、俺なんかに構ってる時間はないだろう？　さ、行って来い！」

　威い勢せいよく発はつ破ぱをかけてくれる遠山にもう一度お辞じ儀ぎして、美み湖こ斗との手をしっかり握にぎる。

　一いつ旦たんその場を離はなれて、近くに他ほかのエージェントがいない場所、昨日ドラゴンと戦った公園まで移動する。

「さて、集まってきてる他の部隊がうっかりドラゴンを倒たおしちゃうとマズイことになるわね。ナルナル、昨日みたいにドラゴンを呼び寄せることは出来そう？」

「さっきから、やるだけはやってるんだけど反応がなくて……やっぱり無理なのかな」

　右腕を摑つかんで、必死に祈いのるように念を送っているが、昨日のように熱く痺しびれるような感覚はない。

　自分にしか出来ないことがあるのに、思うようにいかない悔くやしさで唇くちびるを嚙かみながら、細いため息交じりに俯うつむいた。

「……そうでもなさそうだぜ奈瑠」

　頭上を仰あおぐユリが、獲え物ものがかかった猟りよう師しのように不敵に笑う。

　見上げれば、公園の上空に三体の影かげが渦うずを巻くように旋せん回かいしているのが見えた。

「あ、あれ。私、呼び寄せた感覚なかったのに」

「……気を付けて。さっきのヘリの時もそうだけど、ナルナルがいるのに攻こう撃げきを仕し掛かけてきたわ。あたしが解かい析せきする限り、昨日の黒いドラゴンとは能力も段だん違ちがい。成長して狂きよう暴ぼう性が上がったのか、それともナルナルの腕うでの浸しん食しよくが進んだから呼応して強大になったのか……とにかく慎しん重ちように相手した方がよさそうね」

　不ふ穏おんな空気が逆さか巻まく中、上空で竜りゆうの咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　あれが右腕が生んだ騒さわぎの元げん凶きよう、ヒドラの使つかい魔またちだ。

　旋回する三体の竜のうち、一ひと際きわ禍まが々まがしい真しん紅くのドラゴンがこちらを見下ろして吠ほえると、他ほかの二体が真まっ直すぐに急降下してきた。

「う、うわぁ来たぁ!?」

「シフト！」

　公園から離はなれた路地に瞬しゆん間かん移動し、美み湖こ斗ととユリが奈な瑠るを庇かばうように立つ。

「さ、やるわよ！　ユリユリ、うっかり倒たおしちゃダメだからね！」

「分かってるっての。つか、昨日うっかり倒しちまったのはお前だろうが！」

「あ、あの時はまだ使い魔の特性なんて理解していなかったから仕方がないじゃない！」

「二人とも喧けん嘩かしてる場合じゃないってばーっ！」

　細い路地に誘さそい込んだドラゴンが、長い首を突つきこむように突とつ進しんしてくる。

「くそっ、先せん公こうの奴やつ。結局間に合わなかったな。仕方ねえ、オレらで先公が来るまで三匹びきとも抑おさえ込むぞ！」

　猛たけ々だけしく吠えながら空中を暴れ回るドラゴンを相手に、ユリが先せん陣じんを切って飛び出し、美湖斗がそれをフォローする。

　空へ地上へと目まぐるしく変わる戦場の中で、一人、襲い掛かってくるドラゴンを不思議と冷静な眼めで観察出来ていた。

　真紅と、濃のう紺こんと、銀色の竜。

「……あんなに、怖こわい竜だったっけ……？」

　右腕が浸食され、訳わけも分からないままに使い魔を召しよう喚かんしてしまった時のインパクトは凄すごかった。だからまだはっきりと覚えている。

　成長して禍々しく変形したのかもしれない。だが──なんとなく、今戦っている竜たちの姿に違い和わ感を覚えた。

　そんな違和感を二人が知る由よしもなく、戦いは進む。

「へっ、こっちは加減が効かねーから普ふ段だんは使わねーんだけどな。喜べトカゲども、この『閃華ブレイズ』の奥の手を一つ見せてやる！」

　ユリが火花を連発させる技わざを使うのは右手だ。今、ユリは切り札とばかりに隠かくしていた左手を広げて、水平に振ふり抜ぬいて構える。

　振り抜いたユリの左手の五指に、銀色の指輪が装着された。

「震ふるえろ！　闇結びの結晶クリスタライズ・ブレイズ！」

　撃うち出された無数の白い火花が、宙を舞まうドラゴンの傍そばで破は裂れつする。その閃せん光こうはしかし爆ばく炎えんにはならずに、鋭するどい氷の結けつ晶しようのように空間を凝ぎよう結けつさせた。

　波は紋もんが連続するように辺り一面が次々と結晶化していき、視界一いつ杯ぱいに、切り裂さかれるほど鋭えい利りな結晶の牢ろう獄ごくが出来上がる。

　自分を取り囲むように出現した結晶の牢獄に包まれ、ドラゴンが無数の針山に捕つかまるように空中で動きを止めた。

「捕ほ獲かく完かん了りよう、無様なもんだな」

「ナイスよユリユリ。こっちも解かい析せき完了。この竜りゆうたちはもう──」

　結晶を砕くだきながら二体目の竜が急接近してくる。だが。

「──あたしの手の中よ」

　美み湖こ斗とが言い終えた時、すでに奈な瑠るたちは襲おそってきたドラゴンの背中の上にいた。

「二匹ひき目……いただきだ！」

　背中からゼロ距きよ離りで再び炸さく裂れつした結晶爆発によって、二体目の竜が激しくもだえながら舗ほ装そうされた道路を抉えぐりつつ墜落する。

「思ったより大したことねーな。このまま三匹目もいけそうだ」

「所しよ詮せんは使つかい魔ま、といったところかしら。さ、ラストワンといきましょうか」

　これまで静かに戦せん況きようを見守るように上空を旋せん回かいしていた真しん紅くのドラゴンを見上げる。

　だが、真紅のドラゴンは一ひと際きわ大きな翼つばさを広げると、奈瑠たちではなく、動けなくなった二体の竜の方へと飛び立った。

　分厚い結晶を、鋭えい利りな牙きばと爪つめで破は壊かいし、囚とらわれていたドラゴンを救出する。

「あの野や郎ろう！　仲間を助けに──」

　ユリが頭上の光景を見上げてそう言いかけるが、しかし。

　次の瞬しゆん間かん、真紅のドラゴンが、囚われていた竜の喉のど元もとに容よう赦しやなく嚙かみついた。

「な、何っ!?」

　続けて真紅の竜はすぐさま地上に撃墜された竜に飛びかかり、牙を突つき立てる。

　二体のドラゴンから噴ふき出した、血のような黒い霧きりを浴びた真紅のドラゴンは、まるで仲間の命そのものを吸い取ったようにみるみる巨きよ大だいに変へん貌ぼうしていき、遂ついに三つ首の巨竜へと姿を変えた。

「お、おいおい。仲間を喰くっちまいやがった。奈瑠、腕うでは大だい丈じよう夫ぶか!?」

「だ、大丈夫。まだ蓄ちく積せきはされてないみたい。けど、凄すごく嫌いやな寒さむ気けが……」

　右腕うでに気味の悪い悪お寒かんを感じるようになっていた。

　感覚で分かる。あの竜りゆうは間ま違ちがいなく自分を──この右腕を狙ねらっている。

「ナルナルの右腕が呼応してるってことは、ヒドラの力も増していると見て間違いないわね」

「ちっ、先せん公こうまだかよ。どうでもいい時ばっかり、いるくせしやがって！」

「……ちょっといい？　二人とも。今、とても嫌いやな仮説が頭を過よぎったわ。もし使つかい魔ま同士の共とも喰ぐいでも、より強大になることが出来るのだとしたら」

　青ざめた美み湖こ斗との一言に、ユリがはっとして振ふり返る。

「そうか、本体である奈瑠を喰くっちまえば……っ！」

「本体に。ヒドラになり代わることも可能かもしれない」

　眼めの前にいるのは既すでに、ヒドラの使い魔ではなく、ヒドラの幼体といっても過言ではないのかもしれない。この右腕はもう、眼の前の巨きよ竜りゆうにとっての目印でしかなくなった。

「こいつはちょっとヤバそうだな。美湖斗、もっかいいくぞ！」

　三つ首のドラゴンが、十メートル近くなった体をしならせて、林立するビル群を蹴け散らしながら飛びかかってくる。

　ユリが左手を振り、巨竜を結けつ晶しようで閉じ込めようとする。だが、二度もドラゴンを捕とらえた結晶爆ばく破はも、薄はく氷ひようを割るようにあっさりと砕くだかれ突とつ破ぱされてしまう。

「反証の聖槍デストラクト・レイ！」

　美湖斗のレーザーも、玩具おもちやの光線のように鱗うろこに弾はじかれ決定打にはならない。

　二人の攻こう撃げきを蹴散らして、眼前まで迫せまってきた巨竜が鉤かぎ爪づめのついた腕を振り下ろす。

「し、シフト！」

　間かん一いつ髪ぱつで巨竜から身をかわす。

「おい、ちょっとシャレにならなくなってきたぞ、どうする！」

「あまり時間稼かせぎ出来そうな相手じゃないわね。逃にげに回って、こくよーを待つしか──」

　その時、近づくだけで体が真っ二つになりそうなほど鋭えい利りな爪を、巨竜がこちらに向けた。

　振りかざしたその爪が、ごつごつした手から突とつ如じよ矢のように射出されて、ユリと美湖斗目がけて飛来する。

「なっ、そんなのありか──うわぁぁっ!?」

「いけない！　ナルナル──あんっ！」

　避よけ切れないと判断したのか、咄とつ嗟さに美湖斗が奈瑠だけを瞬しゆん間かん移動させて助けだす。

　不意に飛ばされたせいで、自分の今の居場所を自覚するまで数秒かかった。振り向けば、地面に深々と突つき刺ささった爪の衝しよう撃げきに吹ふき飛ばされて二人が倒たおれている。

　ユリは瓦が礫れきに足が埋うまり、美湖斗は頭に瓦礫が当たったらしく地面に出来たクレーターにぐったりと倒れていた。

　もう、助けてくれる人はいない。

　戦場で一人。眼めの前には自分を狙ねらう巨きよ大だいなドラゴン。自分がどうしようもなく小さくて弱い存在だという冷たい感覚が、怒ど濤とうのように押し寄せてきた。

「な、奈な瑠る！　逃にげろぉぉっ！」

　ユリの力強い声に押されるように、無我夢中で背を向けて走り出した。

　ここにいちゃいけない。自分がここにいたら二人まで敵の攻こう撃げきに晒さらされてしまう。

　極限状態なのに頭の中は白くクリアだった。余計なものが削そぎ落とされた思考が、静かに回転していく。白い思考の渦うずの真ん中で、ぽつりと一つの自問が浮かぶ。

　──こんな時──自分はどんな行動を取る人でありたかったんだっけ──。

　気付けば百メートルも進まないうちに、自分の足は止まっていた。

　助けたい人に背を向けて、自分は何をしているのだろう。

「……人生ダメ元……」

　自分は弱い。きっと戻もどったって何も出来ないだろう。

　けど出来ないことは、やらない理由にはならないはずだ。

　ユリも美み湖こ斗とも、昔自分を助けてくれたヒーローも。一度だって現実を怖こわがらなかった。

「お願い……」

　この右腕うでが生んだものが、友達を傷つけた。なら、自分が逃げちゃいけない。

　どうせ一人じゃ逃げきれない。だったら、この瞬しゆん間かんが自分の戦場だ。

「ユリちゃん、美湖斗ちゃん……私も、戦う！」

　踵きびすを返して、巨きよ竜りゆうの前に立ちはだかるように二本の足をしっかりと大地につける。

　驚おどろいたように眼を見開くユリと、美湖斗が震ふるえながら体を起こす中、解ほどいた包帯を風になびかせて、黒く染まった右腕を真まっ直すぐに敵に向けた。

　黒こく曜ようが信じ、優やさしいと微笑ほほえんでくれたこの意志こそ、自分の強さだと信じて叫さけぶ。

「──止まってぇぇぇぇっ！」

　右腕が猛もう烈れつな熱を放つ。今までにない強い力を感じた。

　だが、願いの叫びは虚むなしいこだまになって、心しん象しよう世界に拡かく散さんして消えた。

　巨竜の咆ほう哮こうにかき消された意志の叫び。それでも奈瑠は、黒曜のように微笑んだ。

　こんなものだろう。そうそう都合良くはいかない。

　でも、やれた。立ち向かうことが出来た。ブラック・ドッグの教えに殉じゆんじよう。

　希望に賭かけたこの一瞬を、自分はきっと誇ほこれるから。

「──何をやってるんだ！」

「え？」

　これで終わりだと思い込んだ時だった。誰だれかの手が奈瑠を引っ張り、気付けば一瞬前に自分が立っていた場所に巨竜の鉤かぎ爪づめが深々と喰くいこんでいた。

　終幕直前の濃のう密みつな時間の中で、傷を負いながらも奈瑠を救ってくれたのは、一人の指導員。

　けれど、よく知る無むヶが原はら黒こく曜ようではなかった。

「と、遠とお山やま、さん？」

　金きん髪ぱつを振ふり乱し、背中から血を流す遠山咬こう一いち郎ろうが、苦い表情で眼めの前の巨きよ竜りゆうを睨にらんでいた。

「全員、ブラック・ドッグを援えん護ごしろ！　一人も殺やらせるんじゃないぞ！」

「了りよう解かい！」

　遠山の指示で、駆かけつけて来た機関の部隊が巨竜に攻こう撃げきを仕し掛かけていく。

「遠山さん！　背中、傷が……」

「気にするな！　生徒の盾たてにもなれない奴やつは指導員を名乗る資格はない！　黒曜くんの生徒なら、運が良かったと笑って流せ！」

　玉たま汗あせの浮いた顔で、気き丈じように笑ってくれた。この人なりに譲ゆずれない信念があるのだと、命を繫つないだ実感に胸を撫なで下ろす。

「お、おい遠山の先せん公こう！　そのドラゴン絶対に殺すなよ！」

　ユリの叫さけびに遠山が反応するが、既すでに遠山の部隊は四方八方から聖せい剣けんや、神しん槍そうで巨竜に攻撃を仕掛けていた。

　エージェントたちの攻撃が一いつ斉せいに巨竜に集中する。だが、巨竜はものともせずに咆ほう哮こうを轟とどろかせると、そのことごとくを弾はじき返し、鋼鉄のような爪つめを、巨木のような尾おを、暴風のように振り回し、群がるエージェントたちを次々と撃退していく。

　互たがいに容よう赦しやのない猛もう攻こうが繰くり広げられる中、巨竜はまだ奈な瑠るを目がけて重厚な足音を響ひびかせている。

「くそっ、殺すなと言われても、手加減していたら打つ手はないぞ……っ！」

　遠山が痛みに顔を歪ゆがめながら、奈瑠を庇かばうように前へ出る。

　このまま躊ちゆう躇ちよしていたら、遠山の部隊にまで被ひ害がいが出てしまう。いっそ、自分のことなど気にせず、あの巨竜を仕留めるよう叫んでしまおうと意を決した、その時。

「──なら、ボクが前足でも出しますよ」

　そんな、張り詰つめた空気も一いつ瞬しゆんで緩ゆるくなるような声が響いた。

　猛もう烈れつな旋せん風ぷうが辺りに吹ふき荒すさび、巨竜の胴どう体たいに突とつ然ぜん巨大な穴が開く。

　まるで猛犬に後ろから喰い千切られたような、そんな荒あら々あらしい傷きず跡あとの向こうに、黒い制服をはためかせる人物が立っていた。

　胴体を喰くい破られた巨竜は力なく倒たおれ込み、その体の上に、無ヶ原黒曜が降り立った。

「せ、先生ぇ……」

「お待ちどーさま。みんな頑がん張ばったね」

　ようやくやってきた無ヶ原黒曜に、ユリと美み湖こ斗とも──。

「おっせーよタコ！　お前が犬に喰われろ！」

「さてはこの近この江え美湖斗が恥はじを晒さらすのを待っていたのね！　悪あく魔まのような男だわ！」

「最高のタイミングで登場できたのに、なんでこんなに不評なの、ねぇ!?」

　それでも、やってきた『日常』に、心の底から安あん堵どのため息が漏もれた。

「あはは、ボクらも辛かろうじて脱だつ出しゆつ出来たんだけど、妄現体パラノイアが群がってきて駆かけつけるのが遅おそくなっちゃった。紫し音おんも無事だよ、今は怪け我がしたパイロットの看病に回ってくれてる」

　陽気に微笑ほほえんでいるけれど、よく見れば、黒こく曜ようは息が切れていて汗あせだくだった。

　だが黒曜は、軽ーい力で奈な瑠るの頭にチョップを打ち込んだ。

「あうっ」

「無茶し過ぎ。人生ダメ元パワーは、自分のしでかしたことに責任が取れる場合のみ使いましょう。周りの人を悲しませたら……その傷だけは、癒いやせないんだから」

　一度言葉を切った黒曜は、薄うすくなった笑顔の下から儚はかなげな表情を覗のぞかせて、そう言った。

「……ごめんなさい」

「うん、分かればよろしい！　……いつも遅おそくなってごめん。間に合って良かった」

　肩かたをすくめて、黒曜が遠とお山やまに声をかける。

「時間稼かせぎ、ありがとうございました遠山さん。大事なものを失わずに済みそうです」

「気にするな、体が勝手に動いただけさ」

　爽さわやかな遠山の笑みに手をひらひらさせて笑うと、黒曜は倒たおれた巨きよ竜りゆうに向き直った。

　瓦が礫れきから這はい出してきたユリに支えられて、美み湖こ斗とも近くにやってくる。

「で、先せん公こう、こいつ喰くっちまえば奈瑠はもう大だい丈じよう夫ぶなんだろ？」

「多分ね。まだ少し息があるみたいだし、さっさと頂くとしようか。じゃ、行くよ！」

　黒曜が両手を組んで、犬の口のように構える。

　そんな黒曜の見せ場が眼めの前にあるのに、奈瑠はふと、奇き妙みような悪お寒かんに空を見上げた。

「……え？」

　空に黒点がある。太陽を背に、強きよう烈れつな逆光を隠かくれ蓑みのにして落ちて来るそれは──竜だった。

　紛まぎれもなくヒドラの使つかい魔まだ。どうして、これまでに召しよう喚かんした四体の竜を既すでに倒したのに、まだ使い魔が残っているのか。一つだけ分かることは、いままさに迫せまる竜は、こちらを狙ねらって牙きばを剝むいているということだけだった。

「──先生危ないっ！」

　気付けば体が勝手に。正確には、右腕が勝手に黒曜を庇かばっていた。

　流星のように真上から強襲してきた竜の牙が右腕うでに突つき立てられる。激痛が生む悲鳴に反応して、全員の視線がまだ息のある巨竜から外れてしまう。

　その瞬しゆん間かん。三つ首の巨竜が最後の力を振ふり絞しぼるかのように体を持ち上げ、その腕で黒曜たちを薙なぎ払はらうと、その巨大な顎あごを開いてこちらに飛び込んできた。

　暗転した景色の中、喰われた、と気付くまで数秒かかった。

　竜の口の中で右腕が冷たくなっていく。分かる、このままじゃ意識も感覚も、何もかも全すべて持っていかれる。いけないものが解き放たれてしまう。

　──ダメだ、絶対に。自分のせいでヒドラが復活するなんてことだけは。守ってくれたみんなのためにも。何も知らず暮らしている外の世界の人たちのためにも。何より。

「みんなが摑つかんでくれたこの腕うでだけは──【絶対に離はなさない！】」

　身も凍こおるような悪お寒かんを、みんなが伝えてくれた温かい力で押し返す。意志と意志が激げき突とつする猛もう烈れつなノイズに頭の中がかき回されて、やがて、電源が落ちるように感覚が闇やみに吞のまれた。







[image: 第四章　女帝の新章]







　何をしていたんだろう、と黒こく曜ようは病院の待合室で床ゆかを見つめながらそう思った。

　あの瞬しゆん間かん。奈な瑠るは自分を庇かばって、潜ひそんでいた第五の使つかい魔まの攻こう撃げきに身を晒さらした。しかも、その驚おどろきに意識を逸そらしてしまったせいで、とどめを刺させていなかった巨きよ竜りゆうまでもが奈瑠を追撃し、奈瑠は全すべての竜の攻撃を受けてしまった。

　あの後、竜たちは全て霧きりのように搔かき消えて奈瑠の右腕うでに吸収され、奈瑠自身は禍まが々まがしく脈動する右腕を掲かかげたまま宙に浮いていた。

　ヒドラ復活も覚かく悟ごしたが、何な故ぜかそのまま眠ねむるように倒たおれこんだ奈瑠は今、機関の病院に運び込まれて、精神の損そん耗もう具合を診しん察さつされている。

　ユリも美み湖こ斗とも誰だれ一人口を開かない中、不意に病室の扉とびらが開いて、紫し音おんが出てきた。

「奈瑠さんは……昏こん睡すい症しようと診しん断だんされました」

　待合室で、硬かたい表情の紫音の報告を聞く。

　少し遅おくれて、事態を聞いて駆かけつけてくれた切せつ奈なも、病室から出てきた。

　前線に立つ一いつ介かいのエージェントから上層部までのし上がった叩たたき上げの切奈は、妄現体パラノイアに襲おそわれた患かん者じやの症状にも詳くわしい。

　そんな切奈が、奈瑠の状態を詳しく説明してくれた。

「星ほし美み津つ奈瑠の症状は極きわめて異例だ。通常の昏睡症患者であれば、意識は完全に消失し、バイタルも生命維い持じが可能なギリギリまで落ちる。だが、彼女のバイタルは至って正常値。まるで眠っているかのようだ。しかし、外からの刺し激げきになんの反応も起こさない」

「理り屈くつはどうでもいいんだ切奈。奈瑠はどうなる？　回復の見込みは？」

「……彼女の世界浸しん食しよく率りつを計測した結果、かなり不規則で大きい変動がリアルタイムで起きていることと、エージェントが〝心象解放リアライズ〟した時と同質の波長が観測された。前例のない症状だが、おそらく……星美津奈瑠という人間の体の中に、巨大な心しん象しよう世界が展開されており、彼女は今、その中で戦っている」

「奈瑠の、中で？」

「一いつ般ぱん的にエージェントは腕うで輪わを使って〝心象解放〟するが、妄現体に襲われた時など、強い精神的なショックを受けることで、偶ぐう発はつ的に候補生が〝心象解放〟してしまう事例も、稀まれではあるが存在する。星美津奈瑠にも似たような症状が起こっているのかもしれない。だが……エージェントは自分の心象世界を外側がわに展開して現実世界を浸食するが、彼女の場合は逆。体内に侵しん入にゆうしていた妄現体の影えい響きようで、心象世界が内側に展開してしまったのかもしれない」

「よく分からないんだけど、要するに奈瑠の体内の心象世界に妄現体がいて、今も奈瑠の意識を取り込もうと暴れてるってことだね？」

「あくまで仮説だ。何しろこんな症状、私も初めて見る。推すい測そくでしか物は言えない。だが放ほうっておいて回復する見込みはないだろう。現に彼女の世界浸食率は着実に上じよう昇しようしている。ただでさえ７００％オーバーの浸食率を誇ほこっていた子だ。歴代でも上位に食い込む近この江え美湖斗の三倍近い数値だぞ。もし仮に──お前の言うヒドラの意志が彼女を乗っ取り、覚かく醒せいしてしまえば、街一つ飲み込む超ちよう巨きよ大だいな心しん象しよう世界を展開できる人型の妄現体パラノイアが誕たん生じようする可能性すらある。かつてない脅きよう威いになるだろう」

　この話の結論を察して、一人奥歯を嚙かむ。

「分かるな黒こく曜よう。こんな命令下したくはないが……星ほし美み津つ奈な瑠るを喰くえ」

「……断る」

「なら別に構わん。彼女が妄現体として覚醒してから、零ぜろ式しき機き関かん総そう出でで彼女を処理することになるだけだ。彼女は多くの同どう朋ぼうを手にかけ、自分が何をしているかさえ理解できないまま同朋に処理される。それを指を咥くわえて見ていたいというなら止めはしない」

　切せつ奈なの言い方に、立ち上がったのはユリだ。

「おい、あんた、なんでそんな言い方が出来んだよ」

　切奈の胸むな倉ぐらを摑つかむユリだったが、切奈は特に動じずに言う。

「真ま泉いずみユリ。人の上に立つというのはこういうことだ。何を捨て、何を取るかを選ぶ必要が出てくる。残念だが今回のようなケースでは、考えるまでもないな」

「奈瑠は被ひ害がい者だろ！　まだエージェントにもなってない一いつ般ぱん人だぞ！　それでも簡単に捨てられるって言うのかよ！　あんた先せん公こうのダチなんだろ！　先公がどんな気持ちで──」

「どのみち、やがてはこの場面に行き着いたはずだ」

　切奈の言う通りだった。これまでにどんな道を選んだとしても。

　結局は、自分がその牙きばを奈瑠に突つき立てるか否いなか、その一点に集約される。

「ユリ、いいよ。ありがとう。……切奈、ちょっと考えさせてほしいな」

「星美津奈瑠の世界浸しん食しよく率りつが危険域に達たつしたと判断されたら、そこがリミットだ」

「分かってる。……損な役回りは、お互たがいさまかな」

「こんなものさ。あまり背負い込むな」

　そのまま切奈は出て行ってしまった。

「……あたしのせいだわ。もっと早く、あの伏ふく兵へいの竜りゆうに気が付いていれば。あたしなら気付けたはずなのに！」

　爪つめを嚙かんで苦い表情で床ゆかを睨にらむ美み湖こ斗との肩かたに、そっと手を置いて首を横に振ふる。

「誰だれのせいでもない。ごめん、みんな。少し一人にしてくれない？」

「おい先公、まさかとは思うけど……やらねーよな」

　何も答えられなかった。今は──。

「ユリ、よしなさいよ。こくよー、外、出てるから」

「うん、ありがとう」

　連れだって出て行く二人の背中を見送って、誰もいなくなった待合室の中、崩くずれ落ちるように椅い子すに座り込む。

　組んだ手に額を載のせる。体の震ふるえが止まらない。奥歯ががちがちと鳴っている。体の芯しんが冷たい。

　たった数日。ほんの僅わずかな時間だけの交流だったとはいえ、大事な──黒こく曜ようのことを、毅き然ぜんとした態度で信しん頼らいすると言ってくれた生徒を、この牙きばにかけなくてはいけない。

　見ず知らずの、名も知らない沢たく山さんの人たちを傷つけたこともあった。

　償つぐないきれない罪を背負って、それでも、ここに戻もどろうと決めたのに。

　傷つき、罵ば倒とうされ、笑われて、貶おとしめられて、泥どろを被かぶるのは自分だけでいいのに。

　行き場をなくした子供が安心して笑っていられる居場所を作ってあげたかった。ただそれだけだったのに。

　どうしてまたこんなことに──。こうならないように──。

「黒曜さま」

　一人にしてほしい、と頼たのんでも、一歩もその場を動こうとしなかった紫し音おんが、冷たい体をそっと抱だき締しめてくれた。

「……紫音、少しでいいから一人に……」

「たとえ死んでも、貴方あなたを一人にはさせません。わたくしたちは、そういう宿命で繫つながっているはずです」

「……結局、ボクのわがままだったのかな。もっと早く、奈な瑠るに牙を向けていたら、こんなことにはならなかったのかもしれない」

「それは誰だれにも分かりません」

「……何もしてあげられなかった。失うものなんか何もないんだから、せめて、傍そばにいてくれる人が何も失わなくて済むように……そう思ってきたのに。ボクは……」

「奈瑠さんは……はっきりと口にはしませんでしたが、辛つらい過去を乗り越こえた経験があったようでした。そのことがずっと心に引っかかっていたようでしたが、貴方の影えい響きようを受けて、奈瑠さんは確かに前を向こうとしていたのです。短くともその時間は、決して無む駄だなものではなかったはずです」

　紫音の温ぬくもりに包まれながら、拳こぶしを握にぎる。

　本当にそうだったなら、せめてもっと早く不安を取り除いてあげられていれば。

「だから……もうご自分を責めないでください。何が起ころうと、わたくしが最後までお傍で見届けますから」

　悲しみを包み込んで少しでも癒いやそうとするように、紫音が回してくれた腕うでに力を込める。

　だが、たとえ自分が眠ねむったままの奈瑠に、今の紫音と同じことをしても、奈瑠の力になってあげることはできない。

　どれだけ強い想おもいで寄り添そったとしても、自分は今も心の中で妄現体パラノイアと戦っている奈瑠の傍にいることさえ──と、頭の中でカチンと何かがはまったのはその瞬しゆん間かんだった。

「……紫し音おん。奈な瑠るの力になるためには、ボクらが奈瑠の心の中にいなきゃ無理だよね」

「そうですね。ですが、奈瑠さんの心にはもう既すでに……」

「いや、そういう感情論じゃなくて。わりと本気で今からでも加勢に行けるんじゃないかな」

「はい？」

　頭の中で、不安と後こう悔かいで凍いてついていた扉とびらが溶とけて割れる音がした。幾いくつかの可能性が、もしかしたらという希望に変わっていく。

「……うん、あるかもしれない。まだ奈瑠のために打てる手が！」

　立ち上がって紫音の手を取る。驚おどろいたように眼めを丸くする紫音だったが、調子が戻もどったことに気付くと、小さく微笑ほほえんで頷うなずいた。

　飛ぶように立ち上がり、早足で廊ろう下かの扉を豪ごう快かいに開け放つ。

「はーい！　ブラック・ドッグ集合！」

「うわぁ!?　驚かせんなバカ！　ここ病院だぞ！」

「……どうかしたの？」

「静かにするべきだとは思うけど、病院で暗い顔をしてなきゃいけないって決まりはないよ。そういうのは、完全に八はつ方ぽう塞ふさがりになった時のために取っておこう」

「何か思いついたのか！」

「もし無理だったら一いつ瞬しゆんでダメになるような可能性だけどね。紫音、悪いけど切せつ奈なを呼んできてほしい。二人とも手伝って。奈瑠を別の場所に移すよ」

「一体何をやらかすつもりなの？」

　まだ完全には消えない鬱うつ々うつとした空気を、右拳こぶしを左手のひらに打ち鳴らして吹ふき晴らす。

「当然、奈瑠を助けに行くんだよ！」







　一転。数分前と同じ面子めんつが集まって、調子の上がった黒こく曜ようを中心に、治ち療りよう室から無人の一いつ般ぱん病室に移送された奈瑠のベッドの横でミーティングが始まった。

「奈瑠は昏こん睡すい症しようと診しん断だんされたけど、意識が完全に消え去ったわけじゃない。奈瑠の中で、奈瑠の意識が妄現体パラノイアと戦っている、って言ったよね切奈」

「あぁ、そう考えるのが妥だ当とうだろう」

「奈瑠の内側がわ、つまり体内に心しん象しよう世界が展開されていて、そこで奈瑠は今も戦ってる……。ということは。ボクらがそこに救きゆう援えんに行けばいい！」

「はぁ？」

「心象世界に入る方法は二つ。エージェントが腕うで輪わを使って自分の心象世界を展開するか、同じく腕輪を使って、既に展開されている誰かの心象世界に侵しん入にゆうするか、だ。要するに──今奈瑠の内側に展開されている心象世界に侵入しようって話さ」

　そのアイディアに、全員が息を飲む。

「そんなこと、本当に出来んのか先せん公こう？」

「ぶっちゃけ分からない。そもそも、ボクらの体が丸ごと奈な瑠るの中に入るわけがないんだから、おそらく成功したとしても、侵しん入にゆう出来るのはボクらの意識、精神だけだ。残されるボクらの体がどうなるか分からないし、無事に戻もどって来れるかも分からない。けど……ボクはやってみようと思う」

「バカな、危険過ぎる！　最悪、侵入を試みた者たちが全員意識不明になるかもしれないんだぞ。成功したとしても、星ほし美み津つ奈瑠の世界浸しん食しよく率りつは変動が激しい。展開されている心しん象しよう世界も夢のように不安定なものだろう。その上ちょっとした街一つ分の広さが予想されるんだ。その中でどうやって彼女の意識を見つけるつもりだ？」

「そこでボクの『悪意吸収体質マリス・アブソーバー』の出番ってわけさ。ボクの体は悪意に極きわめて敏びん感かんだ。人間も、妄現体パラノイアも関係なく。どれだけ広大な世界でも確実に悪意の出所を感知できる。奈瑠と妄現体の意識が戦せん闘とうを行っているならボクは必ず分かるし、そこに奈瑠がいる。そしてボクが奈瑠の心を浸食している妄現体を喰くい千切れば……奈瑠はきっと眼めを覚ます！」

　この忌いまわしい体質を利用すれば、どんなに複雑で不安定な世界でも、きっと奈瑠を見つけられるはずだ。

「さて、ここでみんなの意見を聞きたい。ボクは行く。けど今切せつ奈なが言った通り、恐おそろしく危険なミッションになる。行ける保証も戻って来れる保証もない。それでも──奈瑠のために。ブラック・ドッグの大切な仲間を救うために命を張ってもいいっていう人はいるかな？」

　確かなものはただ一つ。

　奈瑠を助けたいという、一人一人の想おもいだけ。

「ふん、考えるまでもねぇ。不安定な闇やみの世界が広がってるってんなら、この『閃華ブレイズ』が適任だ。どんな混こん沌とんが広がってようと必ず道を作ってみせる。ダチは見捨てねえ。やろうぜ先公」

　ユリが進み出てベッドに横たわる奈瑠の隣となりに立った。

「どうしようかしら。そんな希望的観測に則のつとった個人の推すい論ろんに命を賭かけるほど、この近この江え美み湖こ斗とは酔すい狂きようじゃないわ。けれど……友達っていうのは、助け合うものなのでしょう？　実を言うとこの近江美湖斗は友情という概がい念ねんについてさほど造ぞう詣けいが深くなくて、そのことを恥はじだと思っていたのよ。だから、非常時における友情という概念に興味がないといえば噓うそに──」

「グダグダうるせーよ美湖斗。友達助けに行きたいって一言言えば済むだろ」

「う、うるさいわよ！　それじゃ、この近江美湖斗が直情的な熱血漢みたいじゃないの」

「助けに行くのか行かねーのか」

「行くに決まってるでしょ！　友達なんだもの！」

　いがみあいつつも、はっきりした意志を示してくれた二人に微笑ほほえむ。

「ありがとう二人とも」

「黒こく曜ようさま、わたくしも同行いたします」

　紫し音おんが胸に手を当てて進み出る。

「……分かってる？　今までで一番危険だと思うよ？」

「でしたら尚なお更さら、わたくしが無むヶが原はら黒曜の隣となりに立つ理由になります。それに、わたくしも奈な瑠るさんに言ったことがあるのです。ここにいる限り、孤こ独どくに堕おちることは決してないと」

「……そっか。頼たよりにしてるよ、元・鏡麗シルバーズ・エツジ」

　恭うやうやしく頭を下げる紫音に感謝して、切せつ奈なに向き直る。

「よし。というわけで切奈、ブラック・ドッグ、チームの仲間を助けるためにちょっと無茶するけど、フォローお願いしてもいいかな？」

「お前たちはいつもいつも……。分かった。だがいいな？　向かう以上は希望に賭かけろ」

「当然。いつだってそれがボクらのやり方さ！」

　やれやれと肩かたをすくめる切奈も、遂には呆あきれたように笑えみを覗のぞかせた。

「で、具体的にはどうする？」

「多分、普ふ通つうに心しん象しよう世界に入る時の要領で奈瑠の意識の中に入れるはずだ。けど、取り込まれるのはボクらの意識だけになる。そうなると、ここには意識を失ったボクらの体だけが残ることになるから、切奈はボクらの体を守っていてほしい」

「だから病室に移ったわけか。いいだろう、任せておけ。指一本触ふれさせん」

「あ、でも意識不明になるからといってボクの体に悪戯いたずらとかしないでよ？　どうせなら意識のある時に──」

　紫音、ユリ、美み湖こ斗と、切奈、に全方位から同時にどつかれた。

「がっ、ふ……ちょ、ちょっと、普ふ段だん笑って流すくせになんでこんな時ばっかり……」

「不ふ謹きん慎しんなのはいいが場をわきまえろ。まぁお前らしいがな」

　その時だった。

　本日二度目となる、緊きん急きゆう出動のサイレンが鳴り響ひびいた。

『市街地で、再び妄現体パラノイア発生の予兆確かく認にん！　先刻より広こう範はん囲いで、更さらに強い反応が確認されています。指揮官を務める方々は至急本部に集合してください！　繰くり返します──』

「次から次へと今日は騒さわがしいな」

「多分、あの使つかい魔またちが奈瑠に蓄ちく積せきされて消しよう滅めつしたからだ。中二病化した子供たちから放出される妄もう想そうを取り込むドラゴンがいなくなったから、放出された分がそのまま妄現体になろうとしているのかもしれない」

「そうなると範囲が広そうだな……仕方ない。私も全力で当たる。お前たちの体はなんとしても守り抜ぬく。背中は任せて行ってこい」

「よろしくね切奈、いつもごめん」

「なに、元より……お前を機関に呼び戻もどしたのは私だ。出来ることがあれば手を貸すさ」

「そうかい。それじゃ……行こうか。なんとしても奈な瑠るを助けよう！」

　全員の手を重ねて、奈瑠の頭の上に掲かかげる。

「ブラック・ドッグ──ミッションスタート！」

　腕うで輪わが展開すると同時に、視界に強きよう烈れつなノイズが走り、まどろみに落ちていくような浮遊感が襲おそった。







　猛もう烈れつな砂すな嵐あらしの中をどこまでも落ちていくような感覚だった。自分が異物として排はい除じよされようとしていることを文字通り全身で感じながら落ち続けて、不意の衝しよう撃げきと共に落下は止まった。

「っとと……ここはグエッ!?」

　立ち上がり辺りを見渡わたそうとした途と端たん、上からユリが降ってきた。

「痛ってぇ……わ、悪い先せん公こう、大だい丈じよう夫ぶか？」

「だ、大丈夫だよ。そっちも無事みたいで安心しグエッ!?」

　慌あわててユリがどいた途端に美み湖こ斗とが落ちてきて、背骨から変な音がした。

「あら、ごめんなさい。悪気はなかったのよ、こくよー」

「わ、分かってるよ美湖斗。余よ裕ゆうがありそうでホッとしぐああぁぁぁぁっ!?」

　美湖斗がどいた途端、上から綺き麗れいな着地姿勢で落下してきた紫し音おんの靴くつが腰こしの辺りに食い込んだ。

「あ。失礼いたしました。大丈夫でしょうか？」

「……ちょっと挫くじけそうだよ」

「こう不測の事態が続けば無理もありませんが、黒こく曜ようさまのせいではありません」

「うん、主に君たちのせいだね」

　背中側がわに結構なダメージを受けながら、よろよろと立ち上がる。

　どうやら、全員無事のようだ。

「ここ、なんだ？」

　改めて辺りを見渡す。薄うす暗ぐらい空と、ざらついた砂が混じった風が吹ふき荒すさぶ場所だ。

　次し第だいに眼めが慣れてくる。酷ひどく電波の状態が悪い場所でつけたテレビのように、視界全体にグチャグチャのノイズがかかっていて思わず呻うめく。

「こくよー、ナルナルの居所は探知できる？」

「やってみるよ。一応心しん象しよう世界の中のはずなんだけど、二人とも能力は使える？」

　握にぎり締しめたユリの拳こぶしからは鮮せん烈れつな火花が飛び散り、額に手を当てた美湖斗の頭には翼つばさのようなティアラと薄うす水色のゴーグルが装着された。

　どうやら、エージェントとしての能力は問題なく使用できるようだ。

「紫音、奈瑠を捜さがすから、ちょっとだけ充じゆう電でんさせて」

　紫し音おんに向けて両腕うでを広げる。『悪意吸収体質マリス・アブソーバー』を高出力で使用するには、紫音による充じゆう電でんが不可欠だ。

　黒こく曜ようは、契約で繫がった女性の体に触れることで力を充じゆう塡てんできる。

　複雑な事情があるのだが、今は紫音が黒曜にとって力を補うためのバッテリーだ。

　触ふれる肌はだの面積が大きいほど充電の効率は上がる。効率重視で紫音の体を思いっきり抱だきしめようとする。が、紫音は棒立ちしたまま躊躇ためらっているように明後日あさつての方を向いていた。

「あのー、紫音？」

「……充電ですね。どうぞ、ご自由に」

　そう言って、紫音はムッツリした顔を少しだけ朱しゆに染めて、人差し指を一本だけ黒曜に差し出した。

「これだけ!?　あのさ、奈な瑠るが待ってるんだからもっとガッツリ……」

「探知だけなら、繫つながってさえいれば力はお使いになれるはずでしょう」

「……ひょっとして二人の前だと恥はずかし──」

「お早く」

「おーい、先せん公こう、紫音さん、なんならオレらあっち向いてるからさ」

「お気き遣づかいは無用です、ユリさん」

　きっぱり言い伏ふせて、紫音がずいっと人差し指を突つきつけてくる。ガードの堅かたさはここにきても不動のようだ。
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「しょうがないなぁ。じゃ存分に充じゆう電でんさせてもらおっと。あむっ」

「ひぁっ!?」

　おもむろに紫し音おんの綺き麗れいな指を咥くわえる。契けい約やくで繫つながった体から力が流れ込んで、悪意を感知する力が鋭えい敏びんになっていくのが分かった。

　だが、それより早く紫音の指が上うわ顎あごのツルツルした部分を爪つめで抉えぐっていった。

「痛っだぁ!?　べ、ベストを尽つくそうとしただけなのに……」

「油断も隙すきもない方です、全く……っ！」

「こんな時までガードの堅かたい紫音にもちょっとは問題あるんじゃないの!?」

「痴ち話わ喧げん嘩かなら外の世界でやってくれる？」

「外でも問題だろ今のは……」

　ため息交じりで、改めてこの世界のどこかに存在する悪意を探知する。

　とても広い世界のようだが、反応は感じられた。

「……美み湖こ斗と、あっちの方向、一キロくらい先かな。見える？」

　ゴーグル越ごしに、美湖斗が指した方角を確かく認にんする。

「あら、何かあるわね。あれは……お城？　……みんな摑つかまって。シフトするわ」

　全員で手を繫いで、美湖斗と一いつ緒しよにワープする。一いつ瞬しゆんの後、眼めの前にそびえていたのは、重厚な外観でありながら、所々無む惨ざんに崩くずれ去ったボロボロの廃はい城じようだった。

　見上げるような正門の上には、誰だれかの彫ちよう像ぞうが飾かざられているが、首から上がへし折れていて、一体誰なのか判別できない。

　在ありし日の栄光を思わせる、物悲しい情景が広がる世界がそこにあった。

　この廃城の奥に、冷たい気配を確かに感じる。

「……いる。大きな気配が確かに、この城の奥に」

「先せん公こう、奈な瑠るは!?　まだ無事なのか？」

「ボクに出来るのは悪意の感知だけだから、奈瑠の気配までは分からない……」

　ただ、少し妙みような感覚だった。

　人の悪意というのは、斬きりつけるような冷たさで感じるものなのだが、城の奥から感じ取れるこの温ぬるい感じは──。

「ノイズが凄すごいけど、このお城の構造くらいなら解かい析せきできそうよ。中は複雑な造りみたいだけど、動いている反応は二つあるわ。おそらく、どちらかが奈瑠でしょうね」

「まだ無事なんだな！　どうする、二ふた手てに分かれるか？」

「いや、何が起こるか分からない不安定な場所だし、予想が確かなら片方は力をほとんど取り戻もどしたヒドラだ。戦せん闘とうになる可能性が高い、全員で正面から一点突とつ破ぱしよう。ボクと美み湖こ斗とで連れん携けいして城内を探さぐりながら進もう」

「よし。オレが先頭に立つ、露つゆ払はらいは任せとけ。行こうぜ、奈な瑠るが待ってる！」

　ブラック・ドッグが、軋きしむような音を立てて開いた正門をくぐって城内へ入る。

　城内も酷ひどい有あり様さまで、あちこち瓦が礫れきで埋うもれていた。

「ここ、奈瑠の心しん象しよう世界のはずだよな……、あいつ、なんでこんな」

「奈瑠と融ゆう合ごうした、妄現体パラノイアの生んだ世界なんじゃないの？　ナルナルの心象世界がこんなボロボロの廃はい城じようだなんて思えないけど」

　口には出さなかったが、ヒドラと融合する前から、奈瑠は妄現体を目もく撃げき出来る程度の世界浸しん食しよく率りつを持っていた。この世界はあくまでも、奈瑠本人の心象が元になっているはずなのだ。

　普ふ段だんの奈瑠を見ていても、こんな寂さびれた景色を胸に秘ひめているような子だとは思えない。

　やはり妄現体の影えい響きようが強いのだろうか。或あるいは何か──妄もう想そうを秘めた自分の心そのものを破は壊かいしたくなるような過去でもないと、これほどには──。

「こくよー、場所的にこのまま進めばすぐに動いている反応とぶつかるわ。けど……」

「うん、先に奈瑠と合流するのは難しそうだね。この通路の先から、冷たい気配を感じる」

「へっ、上等だぜ。魔ま王おうを倒たおしてお姫ひめ様さまを救出するって感じで燃えるじゃんか」

「なに軽けい薄はくなこと言ってるのよ。けど、そうね。仲間を助けるってシチュエーションには申し分ない場所だわ」

　士気が高まっている様子の二人の後ろを歩きながら、黒こく曜ようは首を傾かしげたくなっていた。

「この先に待ってるのは、ほぼ完全体になったヒドラ。そのはずだ」

　なのに、近づけば近づくほど黒曜が感じる違い和わ感は強くなっていく。この先に待ち受ける悪意。こんな感覚、今まで持ったことがない。

　一歩ごとに息が詰つまりそうになる中を進み、ついに通路の奥に巨きよ大だいな広間が見えた。

　王に謁えつ見けんするための部屋だろうか。なぜかこの部屋だけは左右対たい称しようの装そう飾しよく美びに、あちこちに散りばめられたカラフルな宝石の輝かがやきが眩まぶしいほどの、豪ごう華かな様式を誇ほこっている。

　真っ赤な絨じゆう毯たんが滝たきのように頭上の石段から足元に広がり、その最上段に──それはいた。

「くははははははっ！　よくぞ来た！　ブラック・ドッグ！」

　高らかに笑ってマントを翻ひるがえし、凄すさまじい露ろ出しゆつ度を誇ほこる衣い装しようを身に纏まとったそれは、黒こく曜ようたちを見下ろして両手を広げた。

「この稀き代だいの英えい雄ゆう、星ほし美み津つ奈瑠が治める城を訪おとずれた若き戦士たちよ！　盛大に歓かん迎げいしようではないか！　心行くまでくつろいでいくがよい！」

　王おう冠かんを被かぶった、どう見ても奈瑠本人にしか見えない少女が、つい膝ひざをついてしまいそうなほど堂々としたドヤ顔で、そこに立っていた。

「………………は？」

　珍めずらしく、ブラック・ドッグ全員の息がぴったり合った。

「……女王様ー、ちょっと内ない緒しよ話してもいいですかー」

「うむ、遠えん慮りよはいらんぞ。好きに話すがよい」

「ありがとうございまーす。はい、みんな集合。一いつ旦たん落ち着こう」

　円えん陣じんを組んで、全員が微び妙みような表情を突つきつけ合う。

「おい先せん公こう。おかしいのはあっちか、それともオレたちか」

「こ、この場所の地下深くにもう一つ反応があるわ。こくよー、そっちがヒドラじゃないの？」

「いや、反応自体は間ま違ちがってないんだ。あそこに立ってるのは、奈な瑠るの意識を蝕むしばんでるヒドラで……ま、間違いないと思う？」

「おい、ラスボスの前で疑問形のセリフが出てきてたまるかっ。それにあれがヒドラじゃなくて本物の奈瑠だったら事態はもっと悪い方にいっちまうぞ」

「聞いてみた方が早いのでは？」

「そ、そうだね。女王様、質問してもいいですかー？」

「うむ、申してみよ」

「貴方あなたは、妄現体パラノイアですか？」

　言っておいて、自分がもの凄すごく間ま抜ぬけに思えてきた。

　これは──一体なんだ？

「妄現体？　なんだそれは？　我は星ほし美み津つ奈瑠という英えい雄ゆうに他ほかならぬ！」

「じゃあ……奈瑠、ボクらのことが分かる？」

「当然だ、ブラック・ドッグのみなよ。そして……」

　次の瞬しゆん間かん。残像を残しながら奈瑠が眼めの前に移動してきた。

「っ!?」

　速い。職業柄がら、超ちよう高速移動や、空中浮遊のようなエージェントの能力はいろいろ見たことがあるが、今のこれは違う。純じゆん粋すいに、肉体のパワーだけで発揮したスピードだった。

　王室を駆かけ抜ける疾しつ風ぷうでマントをはためかせながら、奈瑠が──奈瑠の姿をした何かが──黒こく曜ようの体に人懐なつっこい笑え顔がおで抱だき付いた。

「無むヶが原はら黒曜。そなたのことを待っていたぞ！」

「え、う、うわあぁぁぁぁっ!?」

　黒曜の手を摑つかみ、【奈瑠】が再び玉座の前へと跳ちよう躍やくする。片手で男一人を持ち上げて飛び上がったパワーに、黒曜は初めて出会った時のことを思い出す。

　玉座の前に横たえられて、太ふと腿もももお尻しりも胸も大だい胆たんに露ろ出しゆつしている【奈瑠】が、妖よう艶えんな笑みで体の上にしなだれかかってくる。

「くくくくく、本当に退たい屈くつしておったのだ。黒曜、これからはずっと一いつ緒しよにいられるぞ。我はそなたのことを気に入っているのだ。まだまだ知りたいことが沢たく山さんある。楽しいお勉強の時間にしようではないか」

　太腿で黒曜の体を挟はさみながら、奈瑠が淡あわく染まった頰ほおを緩ゆるませる。

　外見は完かん璧ぺきに星ほし美み津つ奈な瑠ると同じだ。普ふ段だん純情な奈瑠が、こんなに扇せん情じよう的な表情を浮かべられるのかと思うと、そのギャップに眩暈めまいがしそうになった。

「ちょ、ちょっとストップ。【奈瑠】？　お勉強の前にボクに教えてほしいことがあるんだ」

「なんだ？」

「君は、いつからここにいるの？」

「我はずっとここにいる。この城が堂々と色鮮あざやかにそびえておった頃ころからな」

「そっか、じゃあ質問を変えよう。……もう一人の君は、どこにいる？」

　興が醒さめたように、【奈瑠】が不満げに唇くちびるを尖とがらせた。

「あんな奴やつは知らぬ。突とつ然ぜんやってきたかと思ったら、我に偉えらそうに説教してきおったのでな。地下の迷宮に放ほうり込んでやったわ」

　やはり、地下の反応が奈瑠で間ま違ちがいない。

「そんなことよりも。これから先、永遠にこの世界で楽しく時を過ごせるのだ。まずは手っ取り早く、男女の契ちぎりを交かわしてしまおう？」

　抵てい抗こうできないように黒こく曜ようの両腕うでを太ふと腿ももの間にガッチリ固定して、【奈瑠】が情熱的な視線で舌なめずりをしながら唇を近づけてきた。

　衣い装しようのせいで強調された胸が押しつけられてひしゃげ、柔やわらかい体の熱がどんどん体に伝わってくる。

　あれ、なんだろう、この展開は。と顔をひきつらせて絨じゆう毯たんに後頭部を浅く沈しずめた時だ。

「……【奈瑠】さん。発情するなら時と場所を選ぶべきです」

　凄すさまじい勢いで階段を駆かけ上がってきた紫し音おんが、【奈瑠】の肩かたを摑つかんで止めた。

「おや、幸さち宮みや紫音か。流石さすがは従者、主人の身の危険には敏びん感かんか？　くふふ、そう嚙かみつくでない。ずいぶんと深い仲のようだが、別に黒曜の女というわけではないのだろう？　それとも中学生に嫉しつ妬としているのか？　可愛かわいいところもあるではないか、処女」

　所有権を主張するように、意地悪な顔でぴったり体を寄せてくる【奈瑠】が紫音を挑ちよう発はつする。音もなくピクッと吊つり上がった紫音の頰ほおの動きに、黒曜の額には一気に冷たい汗あせが浮いた。

「いいからまずはどきなさい」

「くはは、そうはいかん。当分この男は我の玩具おもちやにするのでな！」

　そう言って【奈瑠】に軽々と持ち上げられて、玉座の上へと飛び上がる。見るからに機き嫌げん悪そうな紫音が見上げる中【奈瑠】の腕の中でお姫ひめ様さま抱だっこされ、さてどうしたものかと苦笑いしつつ、状じよう況きようを分ぶん析せきする。

「紫音、大だい丈じよう夫ぶだからそう睨にらまないで。【奈瑠】も、大人の遊びだったら後で幾いくらでも付き合うから、まずは下ろしてくれないかな」

「ふむ、そういうことならまあいいか」

　ぽいっ、とゴミでも捨てるように床の上に落とされた。

　眼めつきの悪い紫し音おんをまぁまぁと手で制しつつ、改めて【奈な瑠る】に向き直る。

「さーて、なんとなく分かってきたかな。改めて……【星ほし美み津つ奈瑠】。最後の質問だ。君が意志を持ったのは、巨きよ大だいな妄現体パラノイアが爆ばく発はつして、その破片を受けた直後からじゃないかな？」

「その通り。奈瑠と我の意志がはっきりと分かれたのはそのあたりからだ」

　どうやら、事態が明らかになったようだ。

　眼の前にいるこの【星美津奈瑠】こそが、奈瑠をおかしくしていた右腕うでの正体だ。

「先せん公こう、どういうことだよ。こいつ一体なんなんだ」

「くふふふ、ユリ。こいつ呼ばわりとは冷たいではないか。せっかく友達になれたと思ったのに」

　妖よう艶えんに微笑ほほえみながらも、指を咥くわえて拗すねたようにそう言う【奈瑠】に、ユリも面食らったようだ。

　感情表現が奈瑠本人よりもストレートなところを見ても、もう間ま違ちがいない。

「どうもこうもないよ。何を隠かくそうこちらにおわすお方が、ある意味では星美津奈瑠本人、といっても過言じゃないかもしれないからね」

　立ち上がって、玉座の上にふんぞり返っている【奈瑠】を見返す。

「奈瑠の右腕にはヒドラの意志が宿ってる……ボクたちのその前提がそもそも間違ってたんだ」

「間違ってたですって？　じゃあ、ナルナルの右腕は……」

「まずはエージェントの基本に立ち返ろう。エージェントになるには心の中に心しん象しよう世界が存在することが第一条件。そして、強い妄もう想そうを宿していれば妄現体の攻こう撃げきにある程度の耐たい性せいがつく。そして、候補生は浸しん食しよく率りつの度合いに応じて〝心象解放リアライズ〟が済んでいなくても妄現体を見ることが出来る。奈瑠はまだ何も知らない一いつ般ぱん人だったにもかかわらず、ボクたちの、あの最後の戦いを遠目で見ることが出来た。つまり……その時点で奈瑠はエージェントとしての資質があった候補生だったことになるよね」

「確かに、そうなるわね」

「じゃあ、あの日、奈瑠の体に何が起きたのか。ボクらはずっと、飛び散ったヒドラの意志が奈瑠をおかしくしていたと思っていた。でも実際はヒドラの意志なんて存在しなかったんだ。奈瑠は単純に、喰くい千切られて意志をなくした妄現体になったヒドラの欠片かけらとぶつかって、切せつ奈なが言ってたように、偶ぐう発はつ的に〝心象解放〟しただけだったんだよ。普ふ通つうのエージェントと違ったのは……本来外側がわに展開するはずの心象世界が、妄現体を取り込んだことが引き金になったせいで内側に展開して、体を浸食してしまったことかな」

「じゃ、じゃあナルナルはずっと〝心象解放〟した状態であたしたちと一いつ緒しよにいたの!?　あの右腕は、その状態を示していただけで……」

「そういうことなんだろうね。ただ──ヒドラの欠片は不安定ではあっても、あくまで妄現体だった。意志が存在しなかったとはいえ、妄現体は人の妄想を取り込んで、本能的により強大な個体になることを目指して活動する。言い換かえれば、より安定した状態になることを目指すってことだよね。ということは、眼めの前のこの子はなんなのか」

「……まさか」

「そう。奈な瑠るの体内に取り込まれたヒドラの欠片かけらは、その時に誕たん生じようした奈瑠の体内の心象世界を根ね城じろにすることで辛かろうじて存在を保ったんだ。そしておそらく、その時に奈瑠の心の影えい響きようを大きく受けて、この子になった」

　座り込んだままの【星ほし美み津つ奈瑠】を、もう一度見下ろす。

　より強大な個体となることを望む妄現体パラノイアの本能と、

　使つかい魔まを召しよう喚かんして力を蓄たくわえるヒドラの特性を兼かね備えて覚かく醒せいした、

　星美津奈瑠の深層意識に眠ねむっていた、理想と憧あこがれを体現する妄もう想そうの人格。

　それが、あの右腕うでに潜ひそんでいた意志の正体だ。

「くふふ、そういうことだ。流石さすが、と言うのは皮肉になるのか？　『妄犬バウンド・ハウンド』」

「ってことは、こいつは妄現体がきっかけで生まれた奈瑠のもう一つの……いや、本来の人格ってことか。いや……でも言われてみりゃ納なつ得とくできる。気になってたんだ、遠とお山やまの先せん公こうの部隊と揉もめた時、奈瑠は明らかにオレを助けるために割って入ってきてくれた。それが妄現体の行動だって考えるのが腑ふに落ちてなかったけど……単純に奈瑠の正義感が表に出て来たって考えれば……」

「ボクが初めて会った時思いっきり拒きよ絶ぜつされたのは、単に見知らぬ男がいきなりセクハラしてきたら嫌いやだって思うから。けど奈瑠は強く人を拒絶することが出来なかったから代わりに右腕である【奈瑠】がボクを攻こう撃げきし、ボクから逃にげた。毎朝ボクの所に突つっ込んできたのも、一人じゃ不安だったからって考えれば筋が通る。人をからかうのが好きっぽいところを見ても、普ふ段だんの会話におかしな合いの手を入れてきたのも分かるし……あの時、ボクを庇かばってくれた時も。それら全すべては、実行したい気持ちがあっても、勇気や、身体能力が足りなくて叶かなわない奈瑠の素す直なおな気持ちを後押しする行動だった」

　周りに遠えん慮りよして、人の眼や、評価を気にして、萎い縮しゆくしてしまう当たり前の人間らしさ。

　その裏に潜ひそむ奈瑠の本当の気持ちが取りたがった行動を代わりに実行していたに過ぎない。

「確かに、歯車が綺き麗れいに嚙かみ合った感覚はあるわね。元げん凶きよう……いえ、これもあの戦いの二次災さい害がいだったというわけなのね」

「謎なぞは解けたね。そして今、ヒドラの使い魔と融ゆう合ごうして力を増したこの子は、本格的に奈瑠の精神を乗っ取りにかかったってことだ。さて……【星美津奈瑠】。残念だけど、どれだけ本人に似ていても。そしてその本心に近い存在であったとしても。君は奈瑠の体に入り込んだ妄現体に過ぎない。君がいる限り奈瑠の心は浸しん食しよくされ続けて、やがて消しよう滅めつしてしまう。そうなったら君だって消えてしまうんだ。そうなる前に……ご退場願えないかな？」

「断る」

【奈な瑠る】は飛び上がって玉座の背もたれの上に着地した。この場所で一番高い所から、ブラック・ドッグ全員を見渡わたして腕うでを振ふる。

「消しよう滅めつなどせんよ、我は。我は『表の自分』が大だい嫌きらいだ。言いたいことも、やりたいこともあるのに、たった一度思い通りにならなかっただけで、それ以降の自分を殺し続けたあの軟なん弱じやくなしょーもない女が、全身いたる所に虫むし唾ずが走るほど嫌いだ。あんな女に屈くつして消滅することなど我は認めん！」

　その表情は必死で、寂さびしそうでもあった。

「思い通りにならなかったって？」

「少し昔話をしてやろう。星ほし美み津つ奈瑠という女の話だ。あの女は幼い頃ころから臆おく病びようでな。人の輪に入ることを恐おそれる子供であったのだ。友人と呼べる存在もなく、人の輪に入ろうとしても拒きよ絶ぜつされ、居場所を作れず、作る力もないと自分の世界に閉じこもるばかりの、情けないハグレ者であったのだよ」

　背後でユリと美み湖こ斗とが、苦い経験に共鳴するように小さく呻うめいた。

「奈瑠さんは、仲間外れにされていたと……」

「下らん見み栄えだ。あの女に仲間がいたことなど一度もないわ！　だが、ある時一人の英えい雄ゆうが現れた。孤こ独どくに膝ひざを抱かかえる星美津奈瑠に手を差し伸のべたその男は、奈瑠の初めての友人となって、奈瑠が普ふ通つうに人の輪の中で過ごせるよう力を貸してくれた。それ以来、奈瑠の中でその男は憧あこがれの対象であったのだが……くくっ、この男が、今でいうところの中二病でな」

　心底おかしそうに。いや、それは自じ嘲ちようなのだろうけれど、【奈瑠】は痛快に笑って言った。

「子供の頃ころだったからよかったようなものの、訳の分からん妄もう想そうを大げさに喚わめき散らしながら奈瑠を引っ張り回す迷めい惑わくな男でな。だが、それでも奈瑠にとっては初めての友情だった。それこそが素す晴ばらしいものだと、奈瑠もあっさり順応してしまったのだ」

「……そういう経験があったから、奈瑠はボクたちエージェントや零ぜろ式しき機き関かんの話もあっさり受け入れてくれたってことか」

「オレらみたいな奴やつと打ち解けようとしてくれたのも、そのせい……」

「くはは、そう暗い顔をするな。奈瑠にとってお前たちを大切に想おもう気持ちは紛まぎれもない本物だったのだからな。だが……残念ながら奈瑠は、心の奥深くで自分がお前たちとは相いれないことを痛感して……いや、中二病というもの自体を怖こわがっていたのだ」

「どういうこと？」

「その英雄にすっかり悪影えい響きようを受けた奈瑠は、自分もまた、助けを必要とする誰だれかの力になろうと、身みの程ほどを超こえた明るさと行動力を身につけてな。過去に一度、友人が虐いじめに遭あった時に解決しようと奔ほん走そうしたことがあったのだ。結果どうなったと思う？　──奈瑠が大げさに騒さわぎを酷ひどくしたせいで、虐めの被ひ害がい者はまるで晒さらし者もののような扱あつかいを受けるようになり、より一いつ層そう追い詰つめられて奈瑠の前から姿を消した」

　そういうことかと、この話の結末を察して黒こく曜ようも奥歯を嚙かむ。

「英えい雄ゆうに憧あこがれた女の皮肉な結末だ。自分の信じた正義は人を救えない。失意のまま、奈な瑠るはこうして本来の姿ともいえるこの我を心の奥底に封ふうじ込めて、色のない日常に溶とけ込むことを選んだ。我を、自分の気持ちを殺し続けてな」

「……ナルナルに、そんなことが……」

「くそっ……だから最初はビクビクしてたのか。オレらといると……昔を思い出すから。なのに、打ち解けようと必死になって……」

　辛つらそうに顔を歪ゆがめる美み湖こ斗ととユリ。

　初めて会った頃ころ、中二病と聞いて不安そうにしていたのも。なんとか仲良くなろうと前向きに頑がん張ばっていたのも。全すべては奈瑠が、中二病に対して誰だれよりも理解があったから──。

「そんな奈瑠も、我が今語った過去と現実を突つきつけて地下に落としたがな。まさに、奈落というやつか。くははは」

　全身に感じる冷たさが鋭するどさを増した。眼めの前から感じるものだけでなく、自分の内側がわから滲にじみ出るものも含ふくめて。

「さぁ、つまらん昔語りは終わりにしよう。お前たちにとっては朗ろう報ほうだ。我はこのまま星ほし美み津つ奈瑠の人格を消しよう滅めつさせ、星美津奈瑠になり代わる。我はお前たちを気に入っている。自分で言うのもなんだが、エージェントとして異能の力を振ふるうことも可能だと確信している、役に立てるはずだ。このまま、今まで通り仲間として、共に手を携たずさえて歩んでいかぬか？　本来それが──【私たち】の望みだ」

　エージェントとして悪くない提案なのは間ま違ちがいない。奈瑠の浸しん食しよくが問題にされることはなくなり、機関には新たに戦力が加わる上、自分たちも本当の奈瑠の心と一いつ緒しよに過ごしていける。

「それにな、我はお前のものとなることもやぶさかではないぞ？　無むヶが原はら黒曜。お前はかつて憧れた英雄にとてもよく似ている。必要とあればいつでもこの身を捧ささげよう。可愛かわいい女は好きなのだろう？」

「……確かに、どれもこれも良いアイディアだね。サービス精神も旺おう盛せいで、一緒にいられたら凄すごく楽しそうだと思う」

「くははは！　そうであろうそうであろう？　楽しい毎日を保証しよう。では外の世界で待っていろ。『表の私』を早々に消し去る。我が穏おだやかに眼めを覚ますのを待って──」

「でもごめんね。ボクらは君と友達にはなれなそうだ。ボクは君を喰くらって、奈瑠を目覚めさせて、みんな揃そろって現実の世界に帰るよ」

　紫し音おんと、ユリと、美湖斗と、目配せして頷うなずき合い、腕うでを【奈瑠】に向ける。

　一いつ瞬しゆん、信じられないように【奈瑠】はぽかんとした表情を浮かべた。

「……なんだ？　我は奈瑠の本心だぞ？　今になってなぜ拒きよ絶ぜつする？」

「多分、みんなも同じ気持ちになったんじゃないかな。一つ聞くけど、君は表の奈瑠のことが嫌きらいなんだろう？」

「語った通りだ。弱く、臆おく病びようで、虫むし唾ずが走るほどに忌いま々いましい存在だ！」

「そっか。だったらボクらが君の敵になるのは必然だ。君は単に自分が嫌いなだけなんだから。普ふ段だんのボクらが知ってる奈な瑠るが『自分なんか嫌いだ！　臆病で情けなくて虫唾が走る！　こんなの自分じゃない！　こんな自分なんか消えてしまった方がいい！』なんて言い出したら──ボクたち全員本気で怒おこるから」

「な、に……？」

　静かにこみ上げて来る感情を、笑え顔がおと道どう化け芝しば居いに変えて、のんびりと語る。

「君は奈瑠の心に巣す食くい続ける負の感情を、往おう生じよう際ぎわの悪い承しよう認にん欲求と虚きよ飾しよくで覆おおっただけの怪かい物ぶつだ。完治した中二病患かん者じやの黒歴史みたいに人を過去に引っ張り続ける病びよう巣そう。しかも大変残念なことに、その過去が壊かい滅めつ的に面おも白しろくない！　奈瑠を自己嫌けん悪おに陥おとしいれるだけの黒い過去の象しよう徴ちよう。笑い話にもならない黒歴史なんてさっさと忘れちゃった方がいい。誰だれのためにもならないし」

「……貴様……」

「思い通りにならなくてヘコんだからそんな自分は間ま違ちがってるって？　あははは、よりにもよってこの『能なしの妄犬バウンド・ハウンド』の前でよくそんなことが言えたもんだよ。ボクが喰くわなきゃ犬も喰わないほど傲ごう慢まんだ。君は奈瑠でもなんでもない。……ここでボクが喰い千切る」

　明確な敵意を笑みという形で剝むき出しにして、大事な仲間を否定しようとする怪物に向かいあう。誰一人、反対する者はいない。

「……そうか……所しよ詮せんお前たちの語る友情など……この程度のものということだなっ！」

　次の瞬しゆん間かん、【奈瑠】が怒いかりの感情を爆ばく発はつさせ、辺りに強きよう烈れつな旋せん風ぷうを巻き起こした。氷の刃やいばを突つき立てられたような強烈な悪意に、反応が一瞬遅おくれる。

「黒こく曜ようさまっ！」

　一歩下がる間もなく、【奈瑠】が撃うち込んだ拳こぶしが王の居室の床ゆかに巨きよ大だいな亀き裂れつを生む。

　自分の体は既すでに空中にあって、咄とつ嗟さに自分の身を挺ていした紫し音おんに庇かばわれたのだと理解する。

　暗黒に落ちていく紫音の顔には、安心させるような微笑ほほえみが浮かんでいた。

「し、紫音──っ！」

　廃はい城じようが揺ゆらぐ轟ごう音おんの中に叫さけびがこだまする。

「我は間違っておらぬ……我は間違っておらぬ！　我は正しい。我が正しい！　おかしいのは我ではない。我の正義を受け入れられない世界の方ではないかっ！」

「先せん公こう、ぼやっとすんな！」

「こくよー下がって！　紫音は無事よ！　まだ反応が消えていないわ！　助けに行くことは出来る！　集中して！」

　二人の生徒に背中を引っ張られ、眼めの前で紫音を犠ぎ牲せいにしかけた凄すさまじい心の衝しよう撃げきが、どうにか和やわらいだ。

「我を受け入れぬというのなら仕方ない。誰だれにも理解されぬのならば我は一人でいい。自らの正義に生き、一人孤こ独どくに世界を閉じよう！」

「……ユリ、美み湖こ斗と、こいつを倒たおして紫し音おんと奈な瑠るを助けに行くよ。孤独なんて奈瑠には似合わないって、よーく教えてあげよう」

「当然だ！　やりづらいけど、でも……それでも、こいつの言ってることは違ちがうからな」

「教えてあげましょう。あたしたちが、越こえてきたものを」

　とてつもない鳴動が城を揺ゆらし、【奈瑠】の体が異い形ぎようの竜りゆうのように染まっていく。あの右腕うでの浸しん食しよくが完全に進めば、こうなるのだろうか。

　浮遊する【星ほし美み津つ奈瑠】が、ブラック・ドッグを異物とみなし、襲おそってきた。







　王の居室から遥はるか地下にある暗い迷宮で、奈瑠は一人膝ひざを抱かかえていた。

　かつての自分自身を見た。自分もまだまだ子供だけど、それでも、望めばまだなんでも出来た頃ころの自分がいた。

『我はお前だ。故ゆえに分かるであろう？　お前では何をしても我に勝てぬということが。お前が封ふうじ込めつづけてきた我は、お前の真実の姿だ。偽いつわりと妥だ協きようと諦あきらめで自分を塗ぬり固めたお前が勝てる道理などありはせぬっ！　消え失うせよ紛まがい物もの！』

　そんな、自分自身の声と共に、こうして地下に落とされた。

　そりゃそうだ。と笑いがこみあげて来る。

　本音と本心をあれだけ堂々と披ひ露ろう出来るもう一人の自分がいたら、勝てるはずがない。

　そんなのがいたとしたら、それは自分で不可能にしてしまったことの全すべてを可能に出来る力を持った最強の自分だ。

　──助けたい友達がいた。噓うそじゃない。別に虐いじめを解決して、感謝されたかったわけでも、褒ほめてもらいたかったわけでもない。

　ただ、こんな自分だって誰かを笑え顔がおにしてあげたかった。それだけの願いだったのに。

　どうして、それが消えない傷になってしまったのだろう。

「黒こく曜よう先生……」

　もっと早く、あの人と出会えていたら、あの人は何を言ってくれただろう。

「見つけましたよ奈瑠さん」

「えっ……うわああぁぁぁぁぁっ!?」

　広い迷宮に声を響ひびかせて、上から紫音が降ってきた。

　もの凄すごい音と共に、紫音が華か麗れいな壁かべキックを連続させて、見事に着地する。

「し、し、紫音さん!?　な、なな、なんで!?　ここ、私の……」

「はい、貴方あなたの心の世界です。故ゆえに、わたくしたちに入れない道理はないでしょう？」

　軽く埃ほこりを払はらって言われた一言に、思わずドキッとした。

「わたくしたちって……まさか、黒こく曜よう先生も？」

「ユリさんも美み湖こ斗とさんも来ています。今、頭上でもう一人の貴方あなたとの戦せん闘とうが始まっているでしょう」

「みんなが……」

「奈な瑠るさんの本心が際きわどい格好をしていたり、黒曜さまが色いろ仕じ掛かけにやられそうになったり、いろいろとありましたがとりあえず全員無事です」

「あ、あ、あんなの私の本心じゃないですよ！」

　あそこまでいやらしい格好を妄もう想そうしたことなどない。いや、自分でも気付かないほどの深層意識が具現化しているのならああなるのかもしれないけれど、それはそれで認めたくなかった。

「本心……ということは、あれが何か、もうお分かりなのですね。思うところもあるでしょうが、さあ立って。貴方を助けるために、みなさんが全力で戦っています」

　手を差し伸のべてくれる紫し音おんだったが、足は動かなかった。

「……いいんです。あれはきっと、黒曜先生たちと仲良くできます」

「奈瑠さん？」

「この迷宮、ちょっと歩いてみたんですけど、一歩ごとに構造が変わるんです。ちょっとでも迷ったり、壁かべに行き当たったら、またここに戻もどされる。ここは私の世界だから分かるんです。私はこの迷宮から出られません」

　冷たい壁に手を当てて、遥はるか頭上を見上げる。

「あれが……あれが本当の私なんです。こんな私なんかより、ずっと頼たのもしくて、堂々としてて、格好良い、私がかつて夢見た自分そのものなんです。きっと、私がここで消えてもあれは残り続けます。人格がなり代わって、あれが星ほし美み津つ奈瑠になる。きっとその方が……本来あるべき姿なんです」

　自分を信じられず、助けたかった友達と同じように輪から追い出されることを怖こわがった自分は、きっともう、あんな風になれない。

　黒曜たちに。エージェントとして零ぜろ式しき機き関かんに。ブラック・ドッグに必要なのはあの自分だ。

「私が消えれば、きっとあの自分はみんなの力になってくれます。間ま違ちがっていたのは……私の方だから。紫音さんならこの迷宮を抜ぬけられます。だから、みんなの所に戻って、私の気持ちを伝えてください。そこにいる本当の私を……仲間として受け入れてあげてほしい、って」

　強こわ張ばった顔を無理やり緩ゆるませて、笑え顔がおにならない笑みを向ける。

　人と深く関かかわることを避さけるようになっていたから、黒曜たちと出会ったこの数日は、騒さわがしくて、波は乱らん万ばん丈じようだったけれど、本当に充じゆう実じつしていた。

　自分はかつてこんな風に、周りの眼めなんか気にせずに、自分の求める格好よさに向けて突つっ走れるような人になりたかったんだって、思い出せたから。

「行ってください紫し音おんさん。ありがとうって、みんなに──」

　ぱん、という音が迷宮に響ひびくと共に、頭の中が真っ白になった。

　紫音の平手が頰ほおに炸さく裂れつしたのだと、数秒経たってから気が付いた。

「可哀かわい想そうな自分に酔ようと人は途と端たんに饒じよう舌ぜつになりますね。今の貴方あなたはまさにそれです。しっかりしなさい」

「っ……だけど」

「貴方のしてきたことはなにも間ま違ちがっていません」

「でも……私が自分の気持ちを封ふうじ込めちゃったから、あの私が……」

「だからなんですか。誰だれの心にもあるものです。人に拒きよ絶ぜつされたり、輪から外れることを恐おそれるのは人として当然の弱さです。それを恥はじる必要も悔くいる必要もない。あの方たちが日常の中で平へい凡ぼんに暮らしていた貴方を一度でも笑ったことがありますか？」

「違う……、分かってます。でも、そうじゃないんです！」

　溢あふれだしそうな想いを。潰つぶれてしまいそうな心を言葉にする。

「私は自分に勝てないんです！　みんなみたいに強くないから……黒こく曜よう先生みたいにみんなを笑わせることも出来ないし、ユリちゃんみたいな行動力もないし、美み湖こ斗とちゃんみたいに頭も良くないし、紫音さんみたいに……誰かを守るための力もないんです。このまま全部が元通りになっても、私にはきっとなんの力も残らない……いつかみんなに使えない奴やつだって思われることが怖こわくて仕方ないんです！」

　何も出来ない星ほし美み津つ奈な瑠るが、いつか厄やつ介かい者として扱あつかわれる未来が怖い。

　信じていたみんなに、居場所のない星美津奈瑠に仲間だと言ってしまった手前、突つき放すことも出来なくて困ったような笑え顔がおで薄うすっぺらな励はげましの言葉をかけるしかなくなった挙げ句、心の中でいなくなってほしいと願われるようになることが、どうしようもなく怖い。

「そんな世界……嫌いやです……」

　望んで踏ふみ込んだ世界で、自分の居場所がなくなることが怖い。

　みんなが向けてくれた優やさしさを、噓うそにさせたくない。

　能なしと切り捨てられたら、きっと黒曜のように笑えない。

「……奈瑠さんには、わたくしが強く見えますか？」

　瞳ひとみからこぼれる涙なみだを優やさしく拭ぬぐって、紫音が尋たずねる。もちろん、無言で頷うなずいた。

「そうですか。では……一人の、頼たよりない女の子の話をしましょうか」

　紫音が静かに、奈瑠と目線を合わせながら口を開く。

「その子は親が厳しくて、自分一人では何も決められない不自由な毎日を送っていました。ある時、その女の子の住んでいた街を、悪あく魔まの大群が襲おそいました。まるで何かに引き寄せられるように狂きよう暴ぼう化した悪魔たちは、街中の人たちを襲ってその意識を刈かり取っていきました。人々も、悪意に狂くるったように暴徒と化し、街は火の海。女の子の暮らしていた家も破は壊かいされ、その子は背中に深い傷を負って、ただ死を待つばかりとなりました」

「……それって」

「いよいよ死を覚かく悟ごした時、その子の前に、一人の英えい雄ゆうが舞まい降りました。傷ついたその子を背負い、血にまみれながら数十の悪あく魔まと戦い、屍しかばねを乗り越こえ、涙なみだを流しながら、猛もう犬けんのように吠ほえ続けたその英雄は遂ついに……自らの地位と立場と引ひき換かえに、その女の子を救いました」

　その女の子と、英雄が誰だれなのかは、想像がついた。

「女の子は英雄に感謝し、その英雄が所属していた組織に入りました。しかし、人を狂くるわせる悲しき呪のろいをその身に受けていた英雄は既すでに組織を去り、女の子は結局英雄にお礼を言うことすら出来ないままに時は経たちました。女の子の心に、ただあの人のようになりたいという憧あこがれだけを残して。そして再び悪魔の軍勢が街を襲おそおうとした時、英雄の力を必要とした人によって、女の子は遂に英雄と再会することが出来たのです」

　紫し音おんは自分の胸に手を当てる。

「しかし……英雄の傷は深かった。その女の子の力ではとても癒いやすことなど出来ない程ほどに……。自分の無力を悟さとり、一度は英雄の下もとを去ろうかと思いました。共に戦う戦士としても、女としても、英雄を満たしてあげることが出来ないことを痛感して。ですがその時、英雄は笑ってこう言ったのです。『ボクが欲しいのは無敵の戦友でも、スタイル抜ばつ群ぐんの恋人でもなくて、毎日気軽に挨あい拶さつしながら一いつ緒しよにご飯を食べたり、下らない話で笑い合って、また明日って手を振ふれる、そんなどこにでもいる人だよ』、と。その英雄は、何も求めようとはしませんでした」

「何も？」

「理由は尋たずねませんでした。その英雄が、生まれつきの呪いのせいで、友達を、家族を、大切に想おもっていた人たちを、例外なく傷つけ、失い続ける人生を送ってきたことを知っていたからです。どこにでもある当たり前の『絆きずな』が、彼にとっては、全部幸せだった。誰に対しても、彼は噓うそ偽いつわりなく笑って同じことを言うでしょう。強さなんか必要ない、居場所が欲しいなら、きっと作ってみせると。そしてちょっと欲を言うなら……自分の傍そばにもいてほしいと」

　その時、思い出した。

　あの人は一度も、自分に強さや力なんか求めなかった。いつだってその意思を問い、その想いに応こたえようとしてくれていた。

　みんな、同じように辛つらさを乗り越こえてここにいるんだということを、どうして考えようともしなかったのだろう。

「奈な瑠るさん。あの方は、たとえ貴方あなたがどんなに弱くて使えない能なしだったとしても、貴方が一言ここにいたいと口にすれば大喜びで歓かん迎げいします。貴方がそれを言うのを躊躇ためらっても、みなさんがここにいてほしいと言うでしょう。ユリさんも、美み湖こ斗とさんも、無論わたくしも。貴方はもう、わたくしたちにとって特別なんです」

　紫音の手が、両肩かたに乗る。

「信じてください。そして自分を見限らないでください。貴方あなたが本来の自分だと人格を明け渡わたそうとしている存在は今、受け入れてもらえない恐きよう怖ふから、黒こく曜ようさまたちを排はい除じよしようとしています。孤こ独どくの世界に逃にげ込み、自分の心を守ろうと必死に抵てい抗こうしています。黒曜さまたちであれば止められるかもしれない。ですが……貴方がそれを止めなければ、きっとあれは、またいつか貴方を苦しめます」

「紫し音おんさん……」

「いくらでもお力ちから添ぞえはいたします。だから奈な瑠るさん、黒曜さまを信しん頼らいすると堂々と口にしたあの時の貴方を、悲しき英えい雄ゆうの心に安らぎを与あたえた貴方の言葉を、どうか噓うそにしないで」

　懸けん命めいな紫音の声に、一つ、分かったことがあった。

　自分はかつて、信じる正義で人を傷つけてしまったけれど、その想おもいまで間ま違ちがっていたわけじゃない。

　自分が信じてきたものは──またダメかもしれないけれど──まだ、捨ててなんかいない。

「……紫音さん、ありがとう」

　眼めを擦こすって立ち上がる。もう一度見開いた瞳ひとみに、もう闇やみは映っていない。

「この気持ちは、みんなに直接言いに行きます！」

「はい。きっと、それが良いと思います」

　本当の自分。それは最強の自分だと思っていた。

　けれど違う。怖こわくて逃げたい。信じられるもの以外いらない。そんな弱さだって、本当の心のはずだ。

　あれは、居い心ごこ地ちのいい世界に引きこもっていたいだけの、星ほし美み津つ奈瑠の弱さの化け身しんだ。

　自分が倒たおさなければいけない。そう確信した瞬しゆん間かん、右腕うでに強烈な熱が走った。

「な、何これ!?」

　暗くら闇やみを煌こう々こうと照らす右腕の輝かがやきに、紫音が息を飲む。

「まさか、奈瑠さんの異能……？　そうか、心しん象しよう世界の中で力の本質を理解したから」

「これが、私の……。行きましょう紫音さん。みんなの所に！」

「はい、駆かけつけましょう。あの英雄は……少々頼たよりないですからね」







【星ほし美み津つ奈瑠】は奈瑠の深層意識の具現化。本来エージェントが具現化する妄もう想そうが意志を持った、妄現体パラノイアに限りなく近い意識体だ。

　だが、ヒドラの影えい響きようも全く皆かい無むだったというわけではないらしく、両腕、両足に至るまでどす黒く、禍まが々まがしく変容した【奈瑠】は、漆しつ黒こくの翼つばさを羽ばたかせて王の居室を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回りながら、黒曜たちを抹まつ殺さつせんと突とつ撃げきしてくる。

「我は間違っていない！　我を認めないお前たちこそが不要なのだ！」

　辛つらかったはずだ。ただ友達を助けようとして、結果的に追い詰つめてしまったなんて、自分の信じてきたもの全すべてに裏切られたような気持ちだっただろう。

　こういうものを生み出してしまうのも頷うなずける。けれど──。

「ユリ！　美み湖こ斗と！　我はお前たちのことを友達だと信じていたのに！　都合が悪くなると手のひらを返し、自分たちが正しいような顔をして背を向ける薄うす汚ぎたない偽ぎ善ぜん者だったとはな！」

　頭上で【奈な瑠る】が広げた両腕うでに闇やみが凝ぎよう縮しゆくしていき、殻からが破れるように二体のドラゴンが召しよう喚かんされた。白と黒の光こう沢たくのある巨きよ大だいな竜りゆうが、叫さけび声ごえを上げて襲おそい掛かかってくる。

「……噓うそなんかじゃないわ。貴方あなたがあたしに向かって、友達だって口にしてくれた時は、実のところ本当に嬉うれしかったの。そんなことを真正面から言ってくれる人なんて、出会ったことがなかったから」

「ならばなぜ、我を拒きよ絶ぜつするのだ！」

　美湖斗が両腕に大型の光学兵器を生成する。二門の砲ほう身しんが、飛ひ翔しようする白いドラゴンへと向けられた。

「この近この江え美湖斗には貴方の気持ちが分かるからよ。──今の貴方が望む、自分が全ての世界はとても居い心ごこ地ちがいいけれど、死ぬほど退たい屈くつよ。身に沁しみているからよく分かる。そんな世界に閉じこもっても、きっとすぐに気が付いてしまうはずよ。とても惨みじめな世界だと」

「我の世界が、惨めだと……っ！」

「その世界には出会いがない。未来も、発見も、好こう奇き心しんを刺し激げきされるものが微み塵じんもない。ひたすら内側がわに向いた興味はやがて尽つきていく。自分に絶望するのを待つばかりの悲しい世界よ。人でも、物でも、出会いのない世界に興味は湧わかないわ。貴方は新しい出会いに直面しても、きっとまず恐きよう怖ふを覚えてしまうのね。それは、この上なく勿もつ体たいない心の在あり方かたよ」

「我を……我を憐あわれむな！」

「ごめんなさいね。不思議と……活いき活きしている今の貴方より、必死にあたしたちとの距きよ離りを測って、自分の居場所を見つけようと頑がん張ばってたナルナルの方が素す敵てきに見えるわ。少なくとも、気に入らないものを暴力で片付けようとするような人と友達にはなりたくないし」

「消えろ──っ！」

　白い竜の大顎あごに光が収束していき、巨大な閃せん光こうとなって吐はき出された。

「お生憎あいにくさま。この近江美湖斗はここで終わるような器うつわじゃないのよ！　現実でも妄想でもあらゆる栄光を手にして……助手のナルナルと喜びを分かち合う未来が待っているのだから！　だからあたしが貴方のトリカゴを破は壊かいしてあげるわ！　出力最大！　『結論の祝砲フアナテイツク・レイ』！」

　白竜の撃うち放った白い閃光と、美湖斗の撃ち放った二条の閃光が、互たがいにねじれ合うように旋せん転てんしながら激げき突とつする。

　ぶつかり合い、膨ふくれ上がった光の束は目標を見失い、王の居室を暴れ回るように拡かく散さんする。だが、美湖斗の閃光は目標を見定めたまま疾しつ走そうを続けていた。

　紫し電でんの輝かがやきが槍やりの一いち撃げきのように白はく竜りゆうの大顎あごに突つき刺ささり、その上半身を粉々に消し飛ばす。

「ちょっとは頭を冷やしなさいな」

「ぐっ、おのれ……噓うそつき……噓つきばかりが……っ！」

「噓じゃねえよバカ！」

　ユリが両手の指輪を輝かがやかせながら、黒竜に肉にく薄はくする。

「だけど逆に聞かせろ奈な瑠る！　お前の言う友達ってのは自分の思い通りになる奴やつのことか！　自分の言ってほしいことだけ言ってくれる奴のことかよ！　そんな奴がいればそりゃ嬉うれしいだろうけど、悪いけどオレはそんなに都合良く出来てねーぞこら！」

　黒竜が王の居室を薙なぎ払はらうように振ふるった尻尾しつぽをかわして、ユリがその胴どう体たいに飛びかかりながら叫さけぶ。

「友達ではいたいけど、ちょっとでも考えと違ちがうことしたら不要だぁ!?　ふっざけんなアホ！　喧けん嘩かも出来ねーような関係の方がよっぽど薄うすっぺらじゃねーのかよ！　どうしても嫌いやなら鏡でも抱だいて寝ねてろ！」

【奈瑠】の言い分に相当カチンと来たのか、ユリが『闇千切りの尖爪ブレイズ・リツパー』で黒竜を切り裂さきながら胴体を駆かけ上がり、開いた口の中目がけて、無数の『闇花火の業炎スパーク・ブレイズ』を撃うちこんで大きく怯ひるませた。

「傷つけあうことが前提の友情など……っ！」

「違うっ！　絶対傷つかない関係なんて無視と同じだ！　寂さびしさしか残らねーって……オレは知ってる！」

　金の指輪がはまった右手と、銀の指輪がはまった左手を高らかに打ち鳴らしたユリの手の中に、絶対零れい度どの結けつ晶しようと、灼しやく熱ねつの熱量が融ゆう合ごうした巨きよ大だいな剣けんが生成される。

「オレはお前を無視なんかしねぇ。だからこの『閃華ブレイズ』の炎ほのおで、眼めぇ覚まさせてやるよっ！　『獄融合の結晶剣コキユートス・サンセツト』ぉぉぉぉっ！」

　真っ二つに両断された黒竜が業ごう火かに飲まれた傍そばから結晶化していき、最後には粉々に消し飛んだ。

　ブラック・ドッグの生徒二人の手で、瞬またたく間に蹴散らされた使つかい魔まの竜を見下ろして、【奈瑠】が呆ぼう然ぜんと空中で眼を見開く。

「なぜ……、我は、この世界で不可能などない……万能の存在のはずなのに」

「【奈瑠】。残念だけど、君じゃこの二人に勝てない」

　黒曜が二人の誇ほこらしい生徒の間に進み出て、【奈瑠】を見上げる。

「君は確かに間違ってない。奈瑠の本心、っていえばそれは正しいものに聞こえるけど……人の本心なんて、醜みにくくて弱いに決まってるじゃないか」

「認めん……我は！」

「友達を助けられなかった後こう悔かいと無力感が君を生んだ。君のしたことも、想おもいも、絶対に間違ってはいないけど、それを世界に対する憎にくしみに変えてしまうのは良くない。たまたま運が悪かっただけなのに、無意識の存在だったとしても、今の君がいる限りきっと奈な瑠るは苦しむ。だから眠ねむってもらう。奈瑠が自分から君を受け入れて、次の力に変えていけるように」

　両手を牙きばのように構える。

「よせ……やめろ……来るなあぁぁぁぁっ！」

　壊こわれ、砕くだけ散ちった竜りゆうの残ざん骸がいが【奈瑠】に収束していく。

　禍まが々まがしい闇やみのオーラを纏まとった【奈瑠】が、次の瞬しゆん間かん、巨きよ大だいな灰色のドラゴンへと変へん貌ぼうした。

「先せん公こう、下がれ！」

　ユリに背中を引っ張られると、眼めの前に黒い閃せん光こうが突つき刺ささり、巨大な穴が開いた。

　歪いびつに混ざり合った力の塊かたまり。かつて対決したヒドラにとても近い姿だ。

「間ま違ちがって……ない……消える必要も、ない……っ！」

　巨体からは想像も出来ないほどのスピードで王の居室の床ゆかを踏ふみ砕いたドラゴンは、全員を真上から叩たたき潰つぶそうと腕うでを振ふり上げた。

　美み湖こ斗とのレーザーが辛かろうじて攻こう撃げきを弾はじくも、広々とした王の居室すら窮きゆう屈くつに見えるほど巨大化したドラゴンの攻撃は、それだけで回かい避ひするスペースを無む慈じ悲ひに削けずっていく。

「や、やべっ！」

　鋭えい利りな爪つめの一いつ閃せんをかわしたユリが、すかさず飛んできた尻尾しつぽの一撃で叩きのめされ、フォローに入った美湖斗は、ノーモーションで撃うち出された口からの閃光で吹ふき飛ばされた。

　救出する隙すきもなく、灰色の邪じや竜りゆうの腕に摑つかまれて高々と持ち上げられる。

　もはや極きわめて妄現体パラノイアに近い存在だ。『悪意吸収体質マリス・アブソーバー』の力で喰くい千切れるはずだが、このサイズが相手では紫し音おんがいないと一気には削り切れない。

「潰れろ能なし……っ！　生徒の想おもい一つ救えなかった罪を抱かかえて……っ！」

「ぐっ……、生憎あいにく、罪ならもう十分過ぎるほど抱えてるよ。けど、まだ潰れるわけにはいかないんだ。ボクのことを信しん頼らいするって奈瑠が言ってくれたのに、ボクが潰れたら、信頼した人を自分のせいで潰してしまったって、奈瑠がまた落ち込むだろ……っ！」

　嫌きらわれるのも、呆あきれられるのも、失望されるのも飽あき飽きするほどいつものことだ。

　だが、こんな自分を想って、傍そばにいることを選んでくれた人が傷つくようなことだけは許容できない。

　邪竜の爪が喰いこむ腕を、それでも構わず無理やり引っ張り上げる。深々と切れて血が流れ出る腕を、不敵に笑って邪竜の前に構える。

　だが間に合わない。もう片腕を引っ張り上げる前に、眼の前で邪竜の大顎あごが開き、失明しそうなほどの閃光が収束され始めた。

　いつもならここぞとばかりに割って入ってくるユリも、美湖斗も、援えん護ごに来てくれない。どうやらさっきのダメージはかなり効いているようだ。

　けれど──ダメで元々。

「顎あご外れても知らないぞ……っ！」

　呪のろわれた罪深い人生であろうとも、俯うつむく理由はどこにもない。

　そう決意し、最後の瞬しゆん間かんまで前を見続けようと覚かく悟ごした刹せつ那な。

「──先生ぇぇぇっ！」

「黒こく曜ようさまっ！」

　澄すみ切った声が重なって響ひびくと共に、無数の銀の刃やいばが乱反射するように邪じや竜りゆうを切り刻み、その腕うでを撥はね飛ばして黒曜を救出した。

　痛む体を持ち上げるとそこには、二本の足でしっかりと王の居室の床ゆかを踏ふみしめている、星ほし美み津つ奈な瑠ると、銀色に光るナイフを手にした幸さち宮みや紫し音おんの姿があった。

「奈瑠……紫音……」

　すぐに自然な笑みがこみあげてくる。紫音が見つけて、連れて来てくれたんだろう。

　だが、念のため。腕を押さえている邪竜を振ふり返ってから、もう一度奈瑠を見る。

「……分身の術？」

「ボケが雑！　本物ですよぅ！」

　どうやら本物で間ま違ちがいなさそうだ。

　憤ふん慨がいしたように足を鳴らす奈瑠の横から進み出て、紫音が体を支えてくれる。

「ご無事で何よりです」

「そっちこそね。ユリと美み湖こ斗とは？」

「痛ってて……へっ、この程度で『閃華ブレイズ』が枯かれるわけねーだろ」

「こっちも無事……とまではいかないけど、この近この江え美湖斗はこの程度で倒たおれはしないわ」

　瓦が礫れきの下から、しぶとく二人が這はい出してきた。

「奈瑠……お前、本物なんだな！」

「うん、私は本物だよ」

　堂々と邪竜の前に進み出た奈瑠が、右腕を天に掲かかげた。

「私が──星ほし美み津つ奈瑠！」

　そう宣言した途と端たん、奈瑠の右腕が眩まばゆく輝かがやいた。

「な、何あれ？」

「見ていてください。あれが奈瑠さんの……」

　全員が我を忘わすれて見み惚とれる中、奈瑠が大きく掲げた右腕を邪竜に向けた。

「『女帝の新章エンプレス・オーバーライト』！」

　輝く右腕の軌き跡せきの延長線上、空間がヴェールに包まれるように塗ぬり潰つぶされていく。

　光のヴェールに包まれた邪竜の体が、急速に萎い縮しゆくして、みるみるうちに小さくなっていく光景に、全員が呆気に取られた。

「お、おのれ……っ！　紛まがい物ものの分ぶん際ざいで！」

「紛い物じゃない！　私の想おもいは間ま違ちがってなんかいない！」

　主張は同じ。でも、決定的に何かが違う一言だった。

　弱っていく邪じや竜りゆうの撃うち放った暗黒の光こう弾だんが奈な瑠るに迫せまる。だが、奈瑠が羽は衣ごろものように広げたヴェールに命中すると、光弾は跡あと形かたもなく消え去った。

「自らを守る絶対防ぼう御ぎよの盾たてと、敵対する相手と同調し、少しずつ上書きする力。それが奈瑠さんの……エージェントとしての能力です」

　奈瑠の優やさしさと正義感、そして、秘ひめていた自信が形になった能力。理り不ふ尽じんを前にしても、強く堂々と自分を誇ほこり、相手を自分と同じ場所に──分かり合うための道を探さぐる力。

「ウ、オ、オォォ……」

　遂ついに膝ひざを屈くつした邪竜が、ホタルが飛び去っていくように消えていき、やがて元の【奈瑠】の姿になった。奈瑠はゆっくりと自分の心に歩み寄り、視線を合わせる。

「ありがとう。いつか……友達のために勇気を出せたのは貴方あなたのお陰かげ。ただ、ちょっとだけ色んなものに期待しすぎちゃった。私の傲ごう慢まんさと、初めて直面した理り不ふ尽じんが、貴方を生んじゃったんだね」

「……あんな世界に、戻もどるというのか……」

「ありがとう、『私』を守ってくれて。でも、そろそろ前に進もうかなって思う。今度は、失敗しても笑えるような、でも後こう悔かいしないような、そんな道を……みんなと一緒に歩いて行こうと思う。きっとまたいろいろ失敗しちゃうと思う。でも安心して？」

　立ち上がった奈瑠は、可愛かわいらしい笑え顔がおで振ふり返る。

「希望だけは、捨てないから！」

　自分自身の決意を前に、【奈瑠】は小さく鼻を鳴らして、それでも、どこか満足したように消えていった。

　後に残ったのは、宙に浮いた黒く染まった塊かたまり。発ほつ端たんとなったヒドラの欠片かけらだけ──。

　あれにもう意志は残っていない。だからたとえ奈瑠の能力でもかき消すことが出来ない。

「先生。お願いします」

「分かった。紫し音おん、いいかな？」

「……仕方ありませ──ひゃん」

　みんなの見ている前で、そっと紫音を抱だき寄せる。温ぬくもりと一いつ緒しよに、力が満ちていくのが分かる。

「……よし、ありがとう紫音。それじゃ、ずいぶんしぶとかったけど相手が悪かったねってことで終幕だ！　行くよ！　『黒曜石のオブシデイアン・バウンド・妄牙ハウンド』！」

　両手から撃うち放たれたのは、巨きよ大だいな黒い獣けものの顎あご。

　まるで狼おおかみのような闇やみのエネルギーは、瞬またたく間に浮かんでいたヒドラの欠片を嚙かみ砕くだくと、低く呻うめくような咆ほう哮こうを轟とどろかせ、風に溶とけて黒こく曜ようの中へと戻もどっていった。

「す、凄すごい……」

「ボクの唯ゆい一いつの取とり柄えだからね。さてと、これで全員揃そろったかな！　いろいろ話したいことはあるんだけど……奈な瑠る、一つ聞いてもいいかな？」

「あ、はい。なんですか？」

　出会った時のように、黒曜は手を差し伸のべる。

「ボクたちと一いつ緒しよに来てくれる？　もし良かったら……これからも」

　ブラック・ドッグ全員の笑え顔がおを前にして、星ほし美み津つ奈瑠もまた、満面の笑みで、光り輝かがやく右腕うでを能なしの手に重ねてくれた。

　世界は白く、穏おだやかに、あるべき姿に書き換かわっていく──。
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　病院の天てん井じようが見えたことに、こんなにホッとしたことはなかった。

　痛む体を起こすと、生徒たちと紫し音おん、全員病室のベッドに横たわっていた。

「お、戻もどったか黒こく曜よう」

　見れば、ベッドの一つに切せつ奈なが座って、何やら報告書に眼めを通していた。

「……切奈、どれくらい時間経たった？」

「小一時間といったところだな。星ほし美み津つ奈な瑠るの右腕うでが正常化したようだったから、上う手まくいったようだとは思っていたが無事で何よりだ。紫音や他ほかの生徒はどうだ？　無事に戻って来れそうか？」

「問題ないと思う。時間差はあるだろうけど、みんな眼めが覚めるはずだよ。……ねぇ切奈、どうでもいいけどボクと君の位置、逆じゃない？」

　自分は床ゆかに横たわり、切奈は別に病人でも怪け我が人でもないのに優ゆう雅がにベッドに足を伸のばしている。

「ははっ、病室のベッドは善良な一いつ般ぱん人にこそ開放されるべきだろう？」

「悪質な一般人で悪かったね。それより妄現体パラノイアの襲しゆう撃げきは？」

「想像以上の広こう範はん囲いで敵が発生してしまったようでな。機関の正式部隊は今、街の妄現体討とう伐ばつに総動員されている。だが、敵の勢い自体はそれほどでもないらしい。目立った被ひ害がいもなく、掃そう討とうは完かん了りようしそうだと報告があった。ただ……一つ妙みような事態が起きている」

「妙な事態？」

「つい今しがた、三体の竜りゆう型の妄現体が狙ねらいすましたかのように本部を襲しゆう撃げきしてきてな。討伐の確かく認にんがされる前に姿をくらましたらしい。本部に待機していたエージェントたちも今厳げん戒かい態勢でドラゴンの捜そう索さくに当たっているが、反応がないそうだ」

「そっか……」

　非常事態であるはずなのに、特に動じはしなかった。

　立ち上がって、奈瑠のベッドに近づく。その右腕は、星美津奈瑠本来の綺き麗れいなものに戻っていた。

　それを見てホッとして、黒曜は機関の制服を翻ひるがえし、病室の扉とびらに手をかける。

「行くのか？」

「うん。みんなが眼を覚ましたら、トイレにでも行ってるって伝えといてよ」

　鼻を鳴らした切奈に軽く手を振ふって、病室を後にする。

　まだ──手を差し伸べられる人がいる。







　零ぜろ式しき機き関かん本部地下、大型機関室。

　滅めつ多たに人が訪おとずれないこの場所に今、一人の男が駆かけこんでいた。

「はぁ……はぁ……くそっ、なんでこんなことに……っ！」

　本部内に侵しん入にゆうしたという妄現体パラノイアの捜そう索さくをしている最中、突とつ然ぜん三体のドラゴンの急きゆう襲しゆうを受け、精神に深ふか手でを負ったその男は、誰だれに助けを求めるでもなく一人でこの場所に転がり込んでいた。

　精神の損傷で朦もう朧ろうとする意識の中、男は忌いま々いましさに奥歯を嚙かみしめる。

　万事上う手まくいくはずだった。あの男が──あの能なしの介かい入にゆうさえなければ今頃ごろは──。

「──遠とお山やまさーん、ご機き嫌げんいかがですかー？」

　低い駆く動どう音が響ひびく薄うす暗ぐらい機関室に、馴なれ馴れしい声が響いた。

　まさか人と出会うと思っていなかった遠山は、驚おどろきで悲鳴のような声を漏もらして後退する。

「こ、黒こく曜ようくん……っ!?」

　薄うす闇やみから滲にじみ出るように現れた男の姿に、遠山は息を飲む。

　いつもはヘラヘラと軽けい薄はくな雰ふん囲い気きを身に纏まとい、人を小バカにしたような態度で仕し掛かけて来るこの男が、なぜだか今は、その笑え顔がおに軽さがない。

　微笑ほほえみと共に口元から微かすかに覗のぞく牙きばに、言い知れない寒さむ気けを感じた。

「どうしたんですこんな所で、ドラゴンに襲おそわれたんでしょ？　地下に病院はないですよ？」

「ぐっ……知ってるよ。君こそ何をしてるんだ。奈な瑠るくんが昏こん睡すい症しようになったんだろ、ついていなくていいのか」

「あぁ、それなら大だい丈じよう夫ぶです。もうじき眼めが覚めるはずだから」

「何……？　……だったら俺に構ってないで妄現体の討とう伐ばつに出るべきだ。みんな戦っている」

「そうですね。だからこうして──妄現体の討伐に来たんです」

　背筋がゾクリと逆立った。

「……何を言っているのか、さっぱりなんだが？」

「あー、そうそう。さっぱりしてましたっけ。わざわざ清せい掃そう員に偽ぎ装そうした部下をボクの校舎や寮に侵しん入にゆうさせて監かん視しカメラまで仕し掛かけていってくれちゃって。回収に手間取った上に、タイミング悪くお風ふ呂ろに落っこちちゃってボクが盗とう撮さつ犯みたいな扱あつかいされちゃったじゃないですか、どうしてくれるんですか」

「っ……な、何を」

「ご存じの通り、ボクの『悪意吸収体質マリス・アブソーバー』は人の悪意に敏びん感かんだ。他人に対する害意はもちろんのこと、人を利用してやろうとする私利私欲や、そういった邪よこしまな感情が込められた物品にも反応するんです。目当ての女の子の私生活覗のぞいてやろうなんていやらしい下心で設置された監視カメラなんて一発ですねー」

　マズイ。この男はもう、勘かん付づいている。

「さて、そろそろ本題に入りましょうか、遠山さん。いや……ヒドラって呼んだ方がいいのかな？」

　いつから気付かれていたのか。

　気付いていたならなぜこの局面まで接せつ触しよくしてこなかったのか。

　星ほし美み津つ奈な瑠るの身が危険に晒さらされるまで事態を静観していたのは、なぜだ。

「発ほつ端たんはあの掃そう討とう作戦。ボクは最後に誕たん生じようした完全体になる前のヒドラを喰くい千切った。けど、大き過ぎたヒドラの体はバラバラに飛び散って、周辺にいた一いつ般ぱん人じんに悪あく影えい響きようを与あたえてしまった。奈瑠はその最たる一人ですね。とはいえ、あの場には優すぐれたエージェントしかいなかったから、ヒドラの欠片かけらを浴びても、エージェントたちにはほとんど変化は見られなかった。でも──そこには妄現体パラノイアへの抵てい抗こう力りよくが弱っているエージェントが一人だけいた……ね？　遠とお山やまさん」

　奥歯が軋きしむ音が頭に響ひびいた。

「まぁ、確かに盲もう点てんですよね。零ぜろ式しき機き関かんに所属している人間が妄現体の支配下に落ちるはずがない。まして遠山さんも順応が早かったんだろうから、ある意味最高の隠かくれ蓑みのだったわけだ」

「何が言いたい……っ！」

「ヒドラの意志、っていうのは厳密には喰い千切られた時に消しよう滅めつしていた。けど、その破片は紛まぎれもなく高密度の妄現体だ。エージェントとしての素質があった奈瑠は、特とく殊しゆな変異を起こして深層意識が別人格として自我を持つっていう珍めずらしいケースになったけど、もし……抵抗できるはずのエージェントが無抵抗で妄現体を受け入れた場合、どうなるんでしょうね？　まあ概おおむね分かります。奈瑠と違ちがって、自我が浸しん食しよくされることはないだろうから、ヒドラの特性だけが能力としてその身に宿った……ってとこでしょうね。貴方あなたは不運にもその身に妄現体を宿し、使つかい魔まを召しよう喚かんして自分の力を強化する術を得た。市街地に現れて奈瑠たちを襲おそったあの三匹びきのドラゴンは、奈瑠の使い魔じゃなくて、貴方の使い魔だったんでしょう？　だから初めから容よう赦しやなく奈瑠を襲った。同じ性質を持つ力を宿している奈瑠を吸収することで、一気に力を完全にしようとしたんだ」

「……なんでだ……なんで、君がそんなことを知っている！」

「ってことは、認めちゃうんですね。自分がヒドラの大元だって」

　朦もう朧ろうとしながら、それでも立ち上がる。もう猶ゆう予よはない。細かいことはどうでもいい。この能なしをここで始末しなければ、全すべてが水の泡あわとなる。

「は、ははは……あぁ、そうとも。この体にはヒドラが宿っている。だが……君がその事実を気にする必要はない。ここで君は……精神の亡骸なきがらになるからだ！　無むヶが原はら黒こく曜ようぉぉぉっ！」

　意識を奮い立たせ、体に宿るヒドラの力と、殺し続けた自分の感情を解放する。

　機関室に渦うず巻まく邪じや悪あくな波動の中から、かつてこの国を滅ほろぼさんとした巨きよ大だいな妄現体・ヒドラの不完全体を召喚する。

「わお、ずいぶん大事に育てましたねぇ」

「ふ、はは、ははははは！　この力さえあれば、俺が失ったものは取り戻もどせる！」

　三年前だ。

　かつて見たこともないほど凶きよう悪あくに変へん貌ぼうした妄現体たちに一いつ斉せいに襲われたあの日。

　絆きずなを育はぐくみ、成長を楽しみにしていた生徒たちは、自分の眼めの前で全員精神の亡骸なきがらとなった。

　誰だれ一人救えなかった自分の手を見下ろして、その日以来、二度と〝心象解放リアライズ〟出来なくなった。武器であるはずの自分の心が、粉々に砕くだけ散ってしまったからだ。

　あの事件の元げん凶きようが、短い間ではあったが自分の教え子であった無むヶが原はら黒こく曜ようだと知った時、本当は気付いていた。自分が、憎にくしみと呼ばれる感情を抱いだいていることに。

　だが、そんな自分の本心を──自分で殺した。

　血の涙なみだすら流れそうな憎ぞう悪おを嚙かみ殺し、それでも機関に背を向けることもできず、みっともなく指導員を専任することになったのだ。

　空白の出来た心のまま三年経たった。三年経って、再び、能なしはヒドラの戦場に舞まい戻もどってきた。

「あの掃そう討とう作戦の時……ヒドラは俺を選んだ！　俺に新たな力をくれたんだ！　お前に奪うばわれたものを、この力で取り戻すために！　俺はこのヒドラで零ぜろ式しき機き関かんの全すべてを掌しよう握あくする！　もう二度と何物にも負けない力を手に入れる！　俺の邪じや魔まをする奴やつは一人も生かしておかない！　そして俺が作る理想の世界にお前のような悪魔の居場所はない！」

「……深層意識に封ふうじ込めた本心が、ヒドラの欠片かけらの影えい響きようで活性化した結果……それが、遠とお山やまさんの本心ですか。ボクらの行動を観察しつつ、自分の部下を焚たき付けてボクの生徒に因いん縁ねんをつけさせ、ボクらと奈な瑠るに接せつ触しよくするきっかけを作った。道どう化け芝しば居いまでして自分の存在を印象付けた後は、自分の使つかい魔まを街に放ほうって奈瑠を襲おそわせる。初めから返かえり討うちに遭あうことまで承知の上で、伏ふく兵へいを仕込んでおきつつ、自分も奈瑠を庇かばって傷を負うことで後々疑われる可能性すら未然に潰つぶしておいたわけだ。そして伏兵のドラゴンで奈瑠に攻こう撃げきし、後はその力を吸収してさえしまえば飛び散ったヒドラの大部分は回収できる目算だった。なんだかんだ言っても、やっぱり貴方あなたは優ゆう秀しゆうです。妄もう犬けんながら舌を巻く」

　その企たくらみを何から何まで見抜ぬいているのは一体誰だ。能なしが聞いて呆あきれる。

　昔からそうだ。この男はどれだけ人にバカにされ、失敗し、酷こく評ひようされようと、自分がすべきことだけは喰くらいついてでも成し遂とげようとする男だった。

　ドブ犬が命を繫つなぐために、泥どろに塗まみれながら一欠片かけらのパンを探すように。しかし──それを見つけるための眼光と嗅きゆう覚かくが、どんな精せい鋭えいエージェントよりも鋭するどく、深く、強い。

　こうして表おもて舞ぶ台たいに上がらない元凶すら、正確に嗅かぎつけてくるほどに。

「ただ、遠山さんにとって誤算だったのは──」

　そう。たった一つだけ誤算があった。

　あの瞬しゆん間かん。三つ首のドラゴンに星ほし美み津つ奈瑠を喰らわせた直後。そのまま奈瑠の右腕うでを喰い千切るはずだったのに、あろうことかあの女は、意志の力だけで自分に喰らいつくドラゴンを捻ねじ伏ふせ、逆に吸収してみせた。

　所しよ詮せんは一いつ般ぱん人だと甘く見た。まさか、最大の手て駒ごまであるヒドラの使い魔を全て持って行かれてしまうなんて。

「ま、その誤算のお陰かげでこっちは一苦労する羽目になったんですけどね。それでもあの瞬しゆん間かん、奈な瑠るは確かに貴方あなたとヒドラに勝ったんだ。奈瑠があそこで立ち向かう決意を固めていなかったら、今頃ごろ貴方は完全なヒドラの力を手に入れてしまっていた。ねぇ遠とお山やまさん？　ブラック・ドッグは強いでしょ？」

「あぁ、忌いま々いましいほどにな。計画もご破算だよ。だけどな、今のままでも十分力はついてるんだ。星ほし美み津つ奈瑠の力を奪うばえなかったのは残念だが、能なし一人殺すくらいは造ぞう作さもない！」

　頭上で、ヒドラが獲え物ものを狙ねらう眼めで黒こく曜ようを睨にらむ。

「君が機関に戻もどってきてくれた時は本当に嬉うれしかったよ。俺の全てを踏ふみにじった存在……お前を、この手で始末出来るのだから──っ！」

　ごり、という音と共に、骨が砕くだかれ、肉が削そぎ落とされる衝しよう撃げきが体を襲おそった。

　見上げれば、堂々と睨みを利きかせていたヒドラの頭が、漆しつ黒こくの狼おおかみに喰くい千切られていた。

　寂さびしそうな顔で両腕うでを構えていた黒曜が、手を振ふり上げて魔ま狼ろうの影かげを消し去る。

　後には、無む惨ざんに崩くずれ去るヒドラに押し潰つぶされる自分だけが残った。

「う、あ、ああああぁぁぁっぁあぁぁぁぁっ!?　な、なぜだ、どうしてっ!?」

「そもそも、ボクが『ヒドラの意志』があるのかもなんて考えに行き着いたのはね遠山さん。あの掃そう討とう作戦の後も、ヒドラに似た気配を機関の中でずっと感じていたからだったんです」

「な、何っ!?」

「遠山さん、ボクはヒドラを引き千切ったんじゃない。喰い千切ったんですよ？」

「喰い……っ？」

「『能なしの妄犬バウンド・ハウンド』も、そこまで下品じゃない。嚙かみついたものはちゃーんとお腹なかに入れますよ。もっとも、消化しきれないからこんな風に──」

　黒曜が両手を上げると、ゾッとするような冷気と共に、どす黒い影が頭上に浮かんだ。

　それは、先ほど遠山が召しよう喚かんしたヒドラと同等か、既すでにそれ以上の完成度に達たつした、巨きよ大だいな妄現体パラノイアそのものだった。

「──これまでに喰らった妄現体、いつでも吐はき出せちゃうんですけどね。まぁ本当に吐く時みたいに内臓ひっくり返りそうなくらい疲つかれるから滅めつ多たに使わないんですが。最後に使ったのは……三年前、初めて紫し音おんと出会った時かな」

　あの史上最悪の事件。

　凄すさまじい数の妄現体と、暴徒と化した民衆が暴れる街に一人で突つっ込み、満まん身しん創そう痍いの中、たった一人の少女を救って生せい還かんした無むヶが原はら黒曜──。

「『悪意吸収体質マリス・アブソーバー』……お前……本当はいつから気付いていたっ!?」

「いやいや、遠山さんがヒドラの本体だって気付いたのはついさっき。貴方が奈瑠をドラゴンの攻こう撃げきから庇かばってくれた瞬しゆん間かんです。遠目で見てもはっきり分かるくらい強い悪意を感じましたから。なんだかんだ言いながら、貴方あなたが候補生を大事にする性格なのは知ってるし。後先考えず庇かばったなら、あんなにうすら寒い気配なんてするはずないから」

　もう、言葉が出てこなかった。

　指導員としても、エージェントとしても、策士としても、妄現体パラノイアを操あやつる者としても。

　この能なしに、全すべてを挫くじかれた──。

「は、はは、はははは……もういい」

　仰あお向むけに寝ね転ころがり、不思議とクリアになった頭のまま口を開く。

「俺を殺せ、黒こく曜ようくん。俺にはもう、何も残ってない……」

　もう二度と、教え子を死なせないように。そんな想おもいはずっとあった。だが──これまでしてきたことは、黒曜の生徒や、周りの人間のことなど全く考えない独善的なものだった。

　力を手に入れて、そして何が欲しかったのか。教え子たちの仇かたきでもとりたかったのだろうか？　もう、それすらはっきりしない。

「じゃ、遠えん慮りよなく。……遠とお山やまさん。貴方は奈な瑠るの生死も気にせずに計画を実行に移した。それだけは──絶対に許しません」

　黒曜が再び手を上げると、掲かかげた手に闇やみが収束していき、そこから、三体のドラゴンが姿を現した。これまでずっと身を潜ひそめていたのに、今になってこの学園を急きゆう襲しゆうし、自分一人を執しつ拗ように攻こう撃げきしてきた、星ほし美み津つ奈瑠が召しよう喚かんした残る三体の使つかい魔またちだ。

　襲おそわれた時、咄とつ嗟さにヒドラに喰くわせたが、今は黒曜に喰い返され、使い魔の支配権は黒曜にあるはずだ。

「奈瑠の右腕うではもう正常化しました。この使い魔たちはもう本体を失って、これまで溜ためたエネルギーがなくなればどこに蓄ちく積せきされることもなく消しよう滅めつする。だから最後に、貴方への裁きは全すべての始まりになったこの竜りゆうに任せることにします」

　黒曜の頭上で旋せん回かいした三体の竜が、一いつ斉せいに遠山目がけて急降下する。

　不思議と穏おだやかな気分で、遠山は裁きの刻ときを受け入れた。

　が、しかし──三体の竜は遠山の体の上で静止すると、静かに翼つばさを畳たたんで霧きりになって消えていった。

「……ふぅ。殺す必要なんかないそうです。奈瑠の使い魔がそう判断したんじゃしょーがない。先生としては生徒の気持ちを尊重しなくちゃいけないですしね。さーて、妄現体の退治も終わったし、戻もどりましょうか！　ほら遠山さん立てますか？　病院まで送りますよ」

「なっ、何を言ってる!?　ふざけるな、俺はお前も、お前の生徒も、みんな殺そうとしたんだぞ！　企たくらみも全て露ろ見けんした、どうして見逃のがすようなことをする!?」

「そんな昔の話どうだっていーですよ。もうなんの力も残ってないんでしょ？　だったらまたゼロから再起すればいいじゃないですか」

　そう言って、黒曜は一息ついてから改まってこちらに向き直った。

「それに……何も残ってないなんて言わないでください。遠とお山やまさんには、生徒がいるじゃないですか」

「……こんな指導員のことなんて、あいつらはなんとも思っていないはずだ」

「そんなことありませんよ。きっとあの生徒たちは知ってるんです、ボクのせいで遠山さんが戦えなくなったって。それでボクを本気で嫌きらってたんじゃないかな……恩師の敵かたきだから」

　胸の奥に、衝しよう撃げきが走った。

「彼らがボクを眼めの敵にしてたのは、三年前の件で、ボクが遠山さんに消えない傷を残したのを恨うらんでのことだったんです。だから言ったでしょ？　いい生徒さんたちだって」

　考えてもみなかった。あの荒あらっぽい教え子たちが、そんなことを──。

　片かた膝ひざをついた黒こく曜ようが、かつてなく真しん剣けんな表情で、真まっ直すぐに語りかけてくる。

「……遠山さん。あの日の罪は全部ボクが持っていきます。ヒドラも消えた。どうか前を向いて立ってください。たとえ理解されなくても、自分の信じる格好よさを追求できるように。……結構好きなんですよ？　新米だった頃ころに遠山先生が教えてくれた考え方」

　昔自分が教えた言葉を言われて、淀よどんだ肺はいの空気が全すべて外に出ていった。

　その時だ。

「おーい、無むヶが原はら指導員に遠山指導員ー、戦せん闘とう中だぞー、こんなところで何してるー」

　白しら々じらしい調子で、蘭らん銅どう切せつ奈ながやってきた。

「あ、切奈ー。大変大変、遠山さんがここで竜りゆうの妄現体パラノイアに襲おそわれたんだ。なんとか撃げき退たい出来たけど、遠山さんが重傷だよ、すぐ病院運ばなくちゃ。手を貸してー」

「んー、分かったー。さて……どうも遠山さん、お久しぶりですね」

　並んでこちらを見下ろすかつての教え子たちに、あからさまな作さく為いを感じる。

「切奈……お前たち、初めから分かって……？」

「さあ何のことやら。ただ、私はこれからも上を狙ねらっていきます。話の分かる指導員は一人でも多くキープしておきたいですからね」

「……だから、黒曜くんを連れ戻もどしたのか」

「三年前、瓦が礫れきの中から血まみれになって紫し音おんを救いだしたこいつを最初に保護したのは私です。いざという時、こいつなら信しん頼らいできると、そう思っているだけですよ」

　切奈と黒曜が、顔を見合わせて鼻を鳴らした。

「ああ、全く……ははははは。認めよう、完敗だよ。煮にるなり焼くなり好きにしてくれ」

　教え子に野望を砕くだかれるという結末だったが──なんとも幸せな結末だと──そう思った。







　後始末はこれで終わりだ、と黒曜は切奈に支えられていった遠山を見送る。

　後は病室に戻って、みんなと勝利の余よ韻いんに浸ひたれば万事解決。と思ったのだけれど。

「お、っとと……あはは、ちょっとヤバイな……」

　機関室から出たあたりで、強きよう烈れつな眩暈めまいに襲おそわれた。

　無理もない。奈な瑠るの心しん象しよう世界内から結構な無茶をしてきた。短時間に集中して力を使い過ぎたせいもあるだろう。

　視界が霞かすむ。息が苦しい。これは病室まで戻もどれそうにない、と苦笑して手を突ついた時だ。

「黒こく曜ようさま」

　その体を、支えてくれる人がいた。

「……やぁ紫し音おん、ちょっと疲つかれちゃった」

「はい、お疲れ様でした」

「みんな、無事……？」

「全員元気に眼めを覚ましました。黒曜さまがいないことを心配そうにしていましたよ」

「ははは、そっか……けど、ごめん。もう歩く体力残ってないから……みんなには、黒曜先生が、あまりの腹痛に耐たえかねて、トイレで気絶してたって、笑って、伝えて……ほし」

　微笑ほほえんだまま、紫音の腕うでの中で意識を途と切ぎれさせる。意識が途切れる寸前、必要以上にムニッと紫音の胸むねに顔をうずめることには成功した。このまま気絶して勝ち逃にげしよう。

　貧びん乏ぼうくじの報ほう酬しゆうとしては、十分だ。
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　突とつ然ぜんの妄現体パラノイアの大量発生も無事に収束し、零ぜろ式しき機き関かんはようやく元通りの状態に戻もどることになった。

　さほど困難もなく事態は終わりを告げたように見えたけれど、早期終結に一役買ったのが、妄現体が襲おそってきた時に部隊の面々と一いつ緒しよにお腹なかを壊こわしてベッドで寝ねていた無むヶが原はら黒こく曜ようだということを知っている人はほとんどいない。

　いや、同じ部隊の面々も、把は握あくしきれていないことがあるかもしれない。

　結局、零式機関のエージェントたちは今日も健在。

『妄もう犬けん』は『妄犬』のまま、また肝かん心じんな時に役に立たなかった能なしだと上層部にお叱しかりを受けて終わった。

　あの遠とお山やまという指導員が本部に入り込んだ妄現体を発見して、傷を負いながらも最悪の事態を未然に防ぎ、部隊の生徒たちと一いつ緒しよに高い評価を下された。というニュースを、黒曜がいつもより楽しそうに聞いていたことが妙みように印象に残っている。

　かくして、一件落着。

　星ほし美み津つ奈な瑠るは今──機関と関係ない極ごく普ふ通つうの学校に、いち生徒として座っていた。

「えー、というわけでこの方程式はー……」

　退たい屈くつな数学の授業を受けながら、教室の窓から外を見ていた。

　少し前までは、こんな毎日をつまらないと思ったこともあった。それでも、今は違ちがう。

　普通でいられることの幸せを、教えてくれた人たちがいたからだ。

「ではこの問題を、星美津さん」

「あ、はい。分かりません」

　指名されて立ち上がり、そう言う。

「星美津、授業に集中しなさい！　転校してきたばかりで慣れないのは分かるが……」

　その時だった。

　右腕うでに震ふるえが来た。軽い熱も感じる。

「あっ……先生、ちょっと授業抜ぬけます！」

「何？　体調でも悪いのか？」

「いいえ。右腕が疼うずくんです！　みんなには分からないだろうけど……私、行かないと！」

　啞あ然ぜんとしたクラスメートたちの視線を一身に受けて、思いっきり笑った。

「私、零式機関のエージェントだから！」

「も、妄もう想そうも大たい概がいに……あ、こら！」

　まったく、我ながら問題児もいいところだ。でも、廊ろう下かに出た途と端たんに仲間の声がした。

「奈瑠！　反応あったよな、行こうぜ！」

「ちょっと貴方あなたたち、一応授業中なんだから静かにしなさいよ」

「そういうお前だって廊下全力疾しつ走そうしてんじゃねーか」

「あ、あたしは運悪く離はなれた教室に入れられたから……」

「あれ、美み湖こ斗とちゃん同じクラスがよかったの？」

「そんなわけないでしょ！　なんかちょっと生意気になったんじゃなくて？」

　ユリが、美湖斗が、笑って奈な瑠るに駆かけ寄ってくる。

　二人と並んで、自分も廊ろう下かを抜け、階段を駆け上がる。

　屋上の扉とびらを開いた途と端たん、それが眼めに入った。

「妄現体パラノイア……」

　ひっそりとした屋上にうごめく、暗い影かげ。

　今回のミッションターゲット目がけて、すっかり元通りになった右腕うでと、その右腕にはまった腕輪を構える。

「〝心象解放リアライズ〟・亡英雄のヒロイツク・ホロウズ・廃城キヤツスル！」

　瞬しゆん間かん、辺りの景色が変へん貌ぼうし、巨きよ大だいな城が出現した。

　だが、いつかのようにボロボロになった無む惨ざんな城ではない。

　英えい雄ゆうの彫ちよう像ぞうだけは首がないままだったけれど、どこまでも澄すみ渡わたる空と、日差しを受けて華はなやかに輝かがやく城が見る者の心を奪うばう、これからの復興と、未来の繁はん栄えいを夢想させる、そんな世界があった。

　羽は衣ごろものようなヴェールを涼すずしい風にはためかせて、ここぞとばかりに格好よくポーズを決めて言い放つ。

「……ここはかつての英雄の城。そして英雄の意志を継つぐこの私が、日常の平和を守る真のエージェント、星ほし美み津つ奈な瑠る！　光に溢あふれた人の心に影かげを落とす忌いま々いましい妄現体め。私の城に立ち入って生きて帰れると思うな！　私の光が必ずお前を吹ふき晴らす！　ね、二人とも！」

　心ここ地ちいい気分で微笑ほほえみながら後ろを振ふり返ると──ぽかん、とした様子のユリと美湖斗が、コメントしづらそうに眼めを泳がせていた。

「お、おう……。いや、なんつーかお前……染まったな」

「なぜかしら。見てるこっちが恥はずかしいわ」

「な、なんで私の時だけ素すになってるの、もーっ！」

　真ま面じ目めに反応されると恥ずかしくて死にそうになる。

「……へへっ、ま、獲え物ものを持ってかれるのは『閃華ブレイズ』としては面おも白しろくねえからな」

「ふふん、この近この江え美湖斗の未来の方が、ナルナルの光よりも栄光に満ちているのよ？　それを証明してあげるわ！」

　ユリの指には輝かがやく指輪が。美湖斗の頭には涼すずやかなティアラが。それぞれ装着される。

　やっぱり、こっち側がわでいい。もしかしたらいつか黒歴史なんて呼ばれて、頭を抱かかえることになるのかもしれないけれど──きっとその時が来ても、楽しかったって、今この瞬しゆん間かんを友達と一いつ緒しよに笑っていられるはずだから。
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「行くよ！　ブラック・ドッグ、ミッションスタート！」

　ダメで元々。だから今は行けるところまで、好きな自分で突つっ走ってみよう。

　もう中二病でもいいって思えたんだから。







「よろしかったのですか？　早さつ速そく、奈な瑠るさんを任務に向かわせて」

「本人にあれだけお願いされちゃダメとは言えないよ。それに、あの二人がついてるんだよ？　今度こそ、心配いらないって」

　全部が終わったあの後。すっかり右腕うでが元通りになった奈瑠は、一つの選せん択たくを迫せまられた。

　一いつ般ぱん人として、日常に戻もどるのか。それとも、エージェントとして零ぜろ式しき機き関かんに残るのか。

　世界浸しん食しよく率りつは平均よりやや高いレベルにまで落ちたものの、どうやらあの心しん象しよう世界での出来事がきっかけになったらしく、かなり安定した数値になっていた。

　つまり、十分エージェントとしてやっていけるだけの力を身につけた、というわけだ。

「普ふ通つうでいられるなら、きっとその方がいいって言ったのに、奈瑠はこっち側がわに来ることを望んだ……。なら、その想おもいは尊重してあげなくちゃ」

　その決心は、単なる非日常への憧あこがれや、現実から逃にげたいだけの甘い覚かく悟ごではないだろう。

　肩かたを並べて隣となりに立つ、頼たのもしい仲間の一人になってくれたのだ。

　なら、相応に扱あつかわなければ失礼なのはこっちの方だろう。

「星ほし美み津つ奈な瑠るが中二病を無事に再発させた……いろいろあったけど、ボクとしては嬉うれしい決着だったかな」

　この場所に来て、自分が好きな自分を見つけられたなら、それが何より嬉しい話だ。

「さて、そろそろ連れん絡らくが来てもいい頃ころなんだけど遅おそいね……どうしよう、なんかあったのかな？」

　もうヒドラが関かかわる余よ地ちはどこにもないが、もしまたイレギュラーな事態が起きたら流石さすがにもう打つ手がない。

「……心配には及およばないようですよ、黒こく曜ようさま」

　窓の外を見て手を振ふっている紫し音おんに誘いざなわれるように、黒曜も外を見る。

「せーんせーっ！」

　ユリと美み湖こ斗とに挟はさまれるように、グラウンドを真まっ直すぐ突つっ切りながら、奈瑠が笑え顔がおで右腕を振ふっていた。

「星美津奈瑠、以下三名！　無事任務を成功させて帰き還かんしましたーっ！」

「おい奈瑠、さらっとついでみたいな扱いにすんな！　とどめ刺さしたのはこの『閃華ブレイズ』だ！」

「ナルナル！　主役は常にこの近この江え美湖斗であることを忘れてないでしょうね！」

「えへへー、黒曜先生！　私ちょっと活かつ躍やくしちゃいました！　英えい雄ゆうの才能あるかもです！　褒ほめてくれますか！」

　人目もはばからず響ひびき渡わたるその声に、紫音と並んで笑って応こたえる。

「もっちろんボクの自じ慢まんの生徒さ！　お疲つかれさま！　みんな大好きだよ！」

　たとえ小さな成功でも、そこに確かな幸せを感じられるから──ちょっとふてぶてしくなった奈瑠の笑顔に──能なしで良かったと救われた気持ちになれた。







あとがき




　みなさんこんにちは、あるいは初めまして。世界浸しん食しよく率りつ30％くらいの作家エージエント・翡かわ翠せみヒスイです。あ、ちなみに作中で『作家』に『エージェント』なんて豪ごう華かな読み仮名は振ふられておりません。あとがきだけのスペシャル設定です。




　さて、どストレートに『中二病』を軸じくに据すえた今作、楽しんでいただけたでしょうか？

　なかなか賑にぎやかな作品になりましたが、クスッとでも笑っていただけたなら幸せであります。

　かくいうボクも中学時代、結構痛い中二病を患わずらっておりまして。

　学校中の目立たない所に『刻印』と称しようしてオリジナルの紋もん章しようを描かいて、この学校には謎なぞの組織が関かかわっていると密ひそかにアピールしたり。

　オリジナルの言語を作成して、『ネクロマンサーの翻ほん訳やく書』と称したヘッタクソな手書きのペラッペラの辞書（わずか２ページ。しかも書物ネタを持ってくるなら正解はネクロノミコン）を図書室の某大人気ぼうファンタジーの裏表紙に挟はさんで怪あやしく笑っていたり。

　存在しない組織『魔ま弾だんの射しや手しゆ』の構成員を名乗り、複数のメールアドレスを使い分けながら、同級生に片かたっ端ぱしから『君には私の組織に入る資格がある……』と勧かん誘ゆうのメールを送って、翌日、怪かいメールにざわざわするクラスメートたちを横目に、「志願者は必ず現れる……」と一人で悦えつに浸ひたっていたり………………変な汗あせが止まらなくなってきたのでこのへんにしますが、平気でこんなことしてました。はい、どう見ても『本物』です。アホですね。女子にも平気で送ってました。逆に『勇者』ですね。

　ただ、黒歴史と頭を抱かかえるような思い出も沢たく山さんありますが、ボクはいつも「本気で楽しかったよな」と前向きに捉とらえて自分を納なつ得とくさせています。いや、こんな風に思えるようになったのは本当につい最近なんですが。

　中二病だった頃ころって、本当に心からその瞬しゆん間かんを楽しんでたような気がするんですよね。

　自分が一番生き生きしていられる世界の中で、また新しいものを見つけていける……。ダメダメな青春でしたが、その過去があったおかげで、こうしてみなさんに一つの物語をお届けすることが出来ているわけですから、「中二病で良かった」と、そんな風に思う次し第だいです。

　でも明日以降、ツイッターとかでこのネタをいじられたらボクは多分死にます。




　それでは最後に、本作の出版に関わっていただいた全すべての方々。特に零式機関編集部の黒くろ崎さきさん。素す敵てきなイラストで作品を彩いろどってくださった、そりむらようじさん。そしてこの文章を読んでくれている貴方あなたに心からの感謝を！　ありがとうございました！





二〇一五年　翡翠ヒスイ
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翡かわ翠せみヒスイ

１９９１年８月３日（闇の日）誕生。

クククッ、残念ながらもう遅い！

貴様はこの魔爪『豚刈魂』の贄として──

え、親指の爪が見えてる？　気のせいです。
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イラスト／そりむらようじ

いつも女の子のイラストや漫画を描いてます。

可愛い女子中学生をたくさん描けると聞いて飛んできました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「翡翠ヒスイ先生」係

「そりむらようじ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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もう中ちゅう二に病びょうでもいいもんっ!








翡かわ翠せみヒスイ
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※2015年10月10日発行の電撃文庫『もう中二病でもいいもんっ!』初版に基づき制作
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